
    
      



    

  
    
      



    

  









    
      ＭＦ文庫Ｊ

放課後ログイン

神代創



    

  
    
      カバー・口絵・本文イラスト●みかきみかこ

編集●土方隆



    

  
    
      

［放課後ログイン］

　ＣＯＮＴＥＮＴＳ



ログイン

１：‥異世界アクセス

２：‥波乱にアクセス

３：‥反撃のアクセス

ログアウト

あとがき



    

  
    
      


ログイン





　恐ろしかった。

　ボクは初めて目の前のモノに触れるのをためらっていた。

　一旦梱包こんぽうした段ボール箱からもう一度取り出し、箱は乱暴に転がっている。包んでいたビニールも引きはがして部屋の隅に飛ばされてる。

　モノは縦横三〇センチ、高さ一二センチの直方体。つや消しブラックで、天てつ辺ぺんにオレンジ色の立体ロゴ。名前はＦＬ：‥Ｓｉｍ。

　二日前までは怖いなんて感情はなかった。それどころか楽しかった。それなのに、今は怖かった。どうしようもなく怖かった。

　でも、やらなくちゃいけない。

　そう思ってツバを飲み込む。

　やらなくちゃいけない。逃げちゃいけない。

　でないと、アイツが死んでしまう。無実なのに罪を着せられて殺されてしまう。

　たとえ、この世界とは別の世界でも、アイツはそこで生きているんだから。

　それにアイツはボクのことを受け入れてくれた。何の関係もないボクに友達みたいに接してくれた。ボクもアイツのことは大事なんだ。だから、これは当たり前のやらなくちゃいけないことなんだ。

　第一、それができるのはボクだけなんだから。

　ボクはツバを飲み込んでヘッドセットをつけると、耳元にあるスイッチに手を伸ばした。

　アイツとの出会い――。

　それは一週間前。同じようにヘッドセットをつけて、こうやってスイッチを押し込んだ時から始まった――。



    

  
    
      


１：‥異世界アクセス





　　　　１



　ブンッ……。

　テレビをつけた時みたいな低い唸うなりがした後、一瞬視界が真っ暗になった。

「え？　どうなってんの？」

　焦あせって手を伸ばそうとした次の瞬間、視界が一気に広がった。

　正面から照りつけるオレンジ色の太陽。

　どこまでも真まっ直すぐに伸びる茶色の道。

　視界いっぱい左右に広がった緑の絨じゆう毯たん。

　風景が絶え間なく上下して気分が悪くなるくらい。

　どこだ、ここ？

　考えた途端、答えが浮かんできた。



［レセシア女王国西部のラゼ村からクレナ村へ西に向かう街道］



　ボクが知ってるわけはない。これはヘルプメッセージだ。ついでにマップが視界の右隅に浮かんできた。

　ちゃんとアクセスできたみたいだと一安心する。

　視界は大きく上下している。歩いている感じじゃない。ペースもずいぶん速くて、風を切るような感じだ。

　それにしても目に映る光景は凄すごい臨場感だ。臭においとか手足の感覚はないけど、実際に自分の目で見てるのと変わらない。ゲームでいえばＦＰＳ（First Person Shooter）ってヤツだ。

　何か肩に担かついでいるのか、左腕の肘ひじが視界の左で揺れている。腕の筋肉は総合格闘技の選手なみだ。

　視界の真ん前に何かあると思ったら、動物の頭みたいだ。これに乗っているらしい。



［クルック――この世界での馬］



　またヘルプメッセージが聞こえた。

　なるほど。いかにもファンタジーらしい設定だ。別世界なら生き物も名前も違うのが当たり前だもんな。

　そういえば目線の高さがいつもより高い。前しか見えないから気づかなかった。

　馬の蹄ひづめの音じゃなく、ザッザッザッと土をひっかくような音だ。後頭部だけしか見えないからどんな生き物なのか見えない。

「ねえ、バード。お腹なかすかない？」

　いきなり右側から声が飛んできた。明るい女の子の声だ。

　耳に届くクルックの足音はひとつじゃない。他ほかにもいるんだろうけど、視界は前を向いたままだから。コントローラがあればスティックを左右に倒したいところだけど、どうも視界がこのキャラの視界に限定されてるみたいだ。

「昼に食べたばかりよ、アル」

　これは左側から。女っぽいけど、ちょっときつい感じ。

「まだすいてねーよ。アル、おまえ、太るぞ」

　ちょっと軽そうな男の声。これは聞こえたというより響いてきた感じ。ボクがアクセスしてる相手がしゃべったらしい。戦士というだけのプロフだったから、どんな相手なのかわからない。もちろん自分の顔だから見えない。

　顔も見えないのはマイナスだよなとチェック。一応モニターなんだから、問題点とか感想を送れるようにしておくのがいいんだろうし。

「太ってないですよーだ。こんな強行軍についてくと体力使うんだから」

「わたしは大丈夫だ」

「リジアは背が高くて足も長いもんね」

「クルックに乗ってるのに関係ない」

　ふてくされた声が右から。

　ステレオとかサラウンドとかいうより、生で聞いてるのと同じ感覚。でも、しゃべっている相手が見えないってのはじれったい気分だ。声としゃべり方だけで相手を想像させようって趣向だろうか。

　とにかく、自分はバードという男で、右にアル、左にリジアという状況はわかった。で、バードは戦士。村から村に続く道をクルックに乗って進んでるってわけだ。

　と、ようやく右下に視界が動いた。

　最初に目に入ったのは明るい茶色の髪だ。相手の頭がバードの胸までしかない。

　ふいっとその顔がこっちに向けられた。

　うわっ、かわいいっ！

　思わず声を上げたけど、聞こえない。

　茶色の髪を短く刈ってる。それが男っぽくないのは服装のせいかもしれない。レンガ色のシャツで、胸元はヒモで編み上げてある。襟えりや裾すそには刺繍ししゆうが入ってるのがオシャレだ。下は同じ生地のキュロットスカート。年はボクと同じか少し下くらいだろう。小柄なくせに胸はかなり自己主張している。

　ついでにクルックの姿も見えた。ダチョウとトカゲの中間みたいな感じで、二本脚で走ってる。背中が曲がっていて、そこに鞍くらを乗せている。鞍には荷物袋。結構力持ちの動物らしい。目がクリクリして愛あい嬌きようがあるといえばあるのかな。

　バランスを取るみたいに左に向いた視界にはすぐに顔が飛び込んできた。相手の身長が高かったせいで顔は下を向かずに目線だけ下げた感じ。

　美人だ……。

　印象的なのは銀色の髪の毛。それを後ろで束ねている。ポニーテールなんだけど、先端は腰くらいまである。かなり長い。服装は薄い紺色のシャツで、飾り気はない。下はパッと見でジーパンに近い。

　リジアは確実にボクより年上だ。二〇歳くらいかなって感じ。胸の自己主張はちょっと控えめ。

　なんか対照的なふたりだ。

　それにしても、どうしてバードはこんなかわいい娘こと美人のお姉さんと一緒にクルックで走ってるんだろ？

　いい体格してて、そのうえこの境遇。ボクなんかあの娘に何も言えないままだってのに、うらやましすぎだ。

「しょうがねぇな。クレナに着いたら休憩するか」

　バードの声が言う。

「おーし、やったーっ！」

　アルはガッツポーズをすると、それまでのダラダラした動きがウソのようにしゃきっと背筋を伸ばした。

「そーと決まったら急ぐわよー。それ！」



    

  
    
      



    

  
    
      　クルックの手綱をピシッと言わせると、そのままバードを追い越していった。なんか気ままなネコみたいだ。クルックは跳ねるように駆けていった。走り方や後ろ姿はがっしりしたダチョウみたいだ。

「現金ね」

　リジアの冷静な声。

「しょうがねー。こっちも急ぐか」

　バードが言うと、リジアがため息を漏もらした。

「アルには甘いな」

　駆けていったアルの背中を見送るバードにリジアがつぶやく。

「まあ、走らせても一時間くらいかかるからな」と笑みを含んだバードの声。

「意地が悪い」

　リジアがささやく。

　視界の隅っこにリジアの左腕が見えた。腕をからめるようにして真まっ直すぐに棒を持っている。槍やりかと思ったけど、穂先がない。ただの棒じゃなくて、先端に鉄のカバーがついている。

　武器だな。

　直感でそう思った。バードが戦士なら一緒にいる相手も戦士だと考えてもいい。となるとアルもそうなんだろうか？

　考えてみたがちょっと想像がつかない。でも、走っていくアルの左右の腰にホルスターみたいなものがあって、Ｌの字に曲がった棒のようなものが差してあったのを思い出す。あれが武器かな？

「さて、行くか」

　バードはクルックを少し早足にさせて後を追った。

　自分が走っているわけでもないのに、ボクが全力疾走してるのと同じくらいの速さで風景が視界を流れていく。風を感じられないのが不思議なくらいの臨場感だ。

　そのままどれくらいバードの中にいたのかわからない。そろそろ村が見えるのかと思ったけど、そんな様子もない。

　その時だった。

　いきなりどこからかプーッと電子音が聞こえたかと思うと、視界が真っ暗になってしまった。



　　　　２



　ログアウトしたショックで一瞬目が見えなくなったけど、すぐに元に戻った。

　目の前には小さな段ボール箱くらいのモノ。

　色はブラックのつや消しで、ゲームマシンというよりもパソコン本体だ。他ほかのゲームマシンよりも二回りほどでかい。ディスクを入れるトレイもカートリッジを差すスロットもない。あるのは裏側の電源スイッチと正面の起動スイッチだけ。

　起動スイッチの横からケーブルが伸びて、ボクのこめかみから額を覆うヘッドセットにつながっている。起動スイッチはヘッドセットの脇わきにもあって、普段はこっちを使う。

　本体上部にはオレンジ色の幾何学的なデザインで、《ＦＬ：‥Ｓｉｍ》と立体的なロゴ。これがこのマシンの名前だ。

『最新テクノロジーでファンタジー世界をシミュレート！』を売り文句に半年ほど前に発表があった。ＦＬってのはファンタジー・ライフの略らしい。Ｓｉｍはシミュレーターだろう。

　すぐにネットで情報をゲットして、即モニター募集に応募した。忘れた頃ころに送られてきたのが今日。学校から帰ってくると、マンションの入り口にある不在ボックスに入っていたのだ。すぐさま開けて、取とり説せつなんか読まないで接続し、たった今試したところだ。

「どうして急に切れたんだろ？」

　ヘッドセットをはずして、マシンの電源を切る。かなり大きな作動音が静かになった。

　テレビの前には三台のゲームマシン。その横には宅配便の伝票が貼はられた段ボール箱。



宛あて先さきは有あり森もり静しずか。ボクの名前だ。



　乱雑になっているのはテレビにつながっていた接続ケーブルを抜いてＦＬ：‥Ｓｉｍとつなぎ変えようとしたところで、本体に端子がないことに気づいたからだ。不思議に思ってケースを見たらコントローラもない。本体にはケーブル接続用の端子はひとつだけ。それがヘッドセット用だった。

「なんか妙だよな」

　やっぱり読んだ方がいいかなと、ぺらぺらの取とり説せつを手に取る。

　三〇ページくらいの薄い冊子だ。最初の方は誰だれにもわかる取り扱い注意なのですっ飛ばし、本題に目を通す。

　最初の一文に思わず口を開けて声を上げた。



　ＦＬ：‥Ｓｉｍはゲームではありません。



「ええっ？」

　最新のゲームマシンだと思ってモニター応募したのに、なんだよ、それ。

　確かにコントローラがないんだからプレイヤーが手で操作するわけじゃないとは思ってたけど。なんか、がっかりだ。



　ＦＬ：‥Ｓｉｍを装着した瞬間から、あなたはリアルに構築されたファンタジー世界の生活をリアルにシミュレートし、まるで本物の世界のような生活を経験していただけます。



　つまりヴァーチャルリアリティの世界ってことだけど、確かにさっき見た世界は凄すごかった。モニターじゃなくて直接脳に映像を送り込んでるからだろう。



アクセスには神経に負担がかかります。九〇分以上連続の使用はリミッターが作動して強制的にログアウトするようになっています。



　神経に負担ってマズくないのかなと思ったけど、テレビモニターだって見すぎて視力が落ちるんだから似たようなもんだろう。



なお、初めてお使いの時は三〇分で一いつ旦たんログアウトするようになっています。再度アクセスされる場合は体調の変化がないかお確かめの上、お願い致します。



　そうか。さっきいきなり切れたのはそのせいか。やっぱり取説は最初に読んでおくべきだったかも。

　しかし、ずいぶん体に負担がかかるって脅おどかしてるような気がする。ちょっと不安だ。まさかβベータモニターって人体実験のこと？

　それこそまさかだと首を振る。

　そんなことしたらメーカーが叩たたかれるってわかってるはずだし。

　とにかく、一日九〇分ってことは、後一時間アクセスできるってことだ。

　取とり説せつを読み進めると、舞台になっているレセシア女王国についてザッと説明してある。あまり詳しくはないけど、それは最近のゲームにありがちなオンラインヘルプってのがついてるからだろう。プレイ中でもさっきみたいに音声とマップで説明が出るんだ。

　もちろん、ゲームじゃないからコントローラーのボタン配置とか技表とかはない。



　レセシア女王国の時間の流れはこの世界とシンクロしています。こちらが朝なら向こうも朝、こちらが夜なら向こうも夜です。九〇分をどう使うかはあなたの自由です。

では、あなたの異世界生活フアンタジーライフをお楽しみください。



　なるほど。だから、太陽が西にあったんだな。

　それじゃ、残りの一時間をどう使うか、いつ使うか考えないといけない。

　今は五時四八分。母さんが帰ってくるのはどうせ九時過ぎだ。時間は充分ある。

　まだゲームの中の時間も夕方だ。それに村に着いてるかもしれない。

　ヘッドセットを装着して、ボクはもう一度スイッチを入れた。

　視界が暗転し、そして、また切り替わった。

　あれから二〇分もたっていないから、バードたちはまだ道を歩いていた。

　なんだ、もうちょっと後でもよかったな。

　綺き麗れいな風景でもずっと見ていたら退屈する。しかも、バードの目でしか見られないからほとんどよそ見をしない。左右にいる女性キャラを見てくれたらいいのに。サービス精神のないヤツだな。

　そんなことを考えていたら前方に小さく屋根が見えてきた。

「着いた着いたっ！」

　歓声を上げながらアルがクルックに鞭むちを入れて駆けていく。

　クララ村とかいうところだろう。



［クレナ村］



　ヘルプメッセージに突っ込まれてしまった。しかも一文字しかあってないし。

　屋根が見えてからさらに五分ほど進んで、ようやく村の全体が見えてきた。

　正面からは道の左右に五、六軒の家が見える。道は村を貫くように伸びているようだ。煙突の数を数えてみると、三〇軒くらいの家があるらしい。これが村として大きいのか小さいのか、ちょっとわからない。

　と、村の入り口辺りで人が言い争っているのが見えた。

　激しい口調が脅おどかすように聞こえる。ボクは反射的に身を固くして、その体がここにないのを思い出した。正確にいうと心が萎縮いしゆくしたってところだろうか。

　全部で七人いた。三人の男と四人の男が言い争っている。三人組は荷物を担かついでいるから、村に来た旅人だろう。

「とっとと入れろってんだ！」

　三人組のひとりが脅すように言う。

「おーい、どうしたんだ？」

　緊張した雰囲気にそぐわない声を出したのはバードだ。クルックから飛ぶように軽く降りて人の中に入っていく。

「あんたたちは？」

　村人たちが疑わしげな目で見た。

「旅の者です。西に行く途中です」

　バードの脇わきにやってきたリジアはまったく相手の視線に動じることなく答えた。

「ふん？　あんたは持ってねぇみたいだな」

　村人たちの視線がバードたちの腰の辺りを探るように動く。最後にやってきたアルの腰で視線が止まったが、すぐに外れる。

「ああ、刃物はないぜ。見ての通り徒と手しゆ空くう拳けんだ、オレはな」

　え？　ひょっとして戦士なのに、バードって剣持ってないわけ？

　意外というかがっくりというか、複雑な心境だ。

「こいつらは手放さないで村に入ろうとしおったんで止めていたのだ」

　確かに三人組の腰には長い剣がぶら下がっている。しかも、一振りじゃない。これ見よがしに三本も差してるヤツもいる。

「通り抜けるだけならかまわないだろうが」

　ガラの悪い男が突っかかる。

　目線からバードがこの中で一番の長身みたいだ。目の前の男も少し低い。リジアと変わらないくらいだ。

「悪いが村の決まりでな」と村の男。

「手放して歩けるか！　腰が軽くてかなわねえや」

「それでも決まりは守ってもらわにゃな」

「やるか、おい？」

　気色ばんだ男が村人をにらみつける。

「預けるだけなら少し我慢すりゃいいじゃねーか。大人げねーな」

「おまえみたいな腰の軽いヤツに何がわかる」

　バードの言葉を一いつ蹴しゆうし、男がバードを押しのける。

「通るぞ」

　男たちは剣を抜き放って村人たちに突きつけた。

「ぶっそうな物はしまった方がいい」

　いつの間に回り込んでいたのか、リジアが男たちの前に立っていた。

　男たちの方からはリジアが持っていた棒はちょうど後ろになって見えない。それも知らないで男たちは口笛を吹いて、下品な声を上げた。

「美人だねぇ、あんた」

「姉ちゃんはオレたちと別なことをした方がいいぜ」

　ふたりがリジアを挟み込む。アルには目もくれないのはどうしてだ？

「リジア、オレがやろうか？」

「野郎はすっこんでな！」

　バードの方を向いていた男が抜き放った剣を振り上げ、真まっ直すぐに振り下ろしてきた。

　剣が眉み間けんに向かって飛んでくる。いや、ボクには見えなかった。多分、ボクが同じ目にあっていたら何が起こったのかわからないまま斬きられていたに違いない。

　ガキッと金属の音がしたかと思うと、目の前に誰だれかの背中があった。

「あっぶないわねー」

　アルだ。ジャンプして剣を弾はじき返したのだ。

「バードが死んだらどうしてくれるのよ」

　その両手には腰に差してあったＬ字型の金属棒。トンファーのように短い方を握り、長い方を腕に沿うように構えている。



［ブーダグ――この世界の武具］



　ヘルプメッセージの訂正が入った。

「死なれるのは困る」

　リジアがあまり困っていないような口調で言う。リジアって冷たいのかな？

　その足元には男がひとり倒れていた。いや、棒で腕を後ろにねじり上げられて、動けなくされていたのだ。格闘技でいうと関節が極きめられたってとこだろうか。



［シャルム――この世界の武具］



　またヘルプメッセージだ。

　わかりましたよ。トンファーみたいなのはブーダグ、鉄の先端がついた棒がシャルムでしょと繰り返す。

　その時にはアルの体は軽やかに舞い、ブーダグで男の頭を殴っていた。あっという間に昏こん倒とうさせる。

　このふたり、いったい何者？　賞金稼ぎか何か？

「お、おまえら……。何者だ？」

　たったひとり残った男がボクの疑問を口にしてくれた。こいつらと気が合っても嬉うれしくないけど。

「ただの通りすがりの旅人だっつったろ？　記憶力のねーおっさんだな」

　まるで嘲笑ちようしようするように答えるバード。体が揺れたのは肩をすくめたのかも。

「まさか、査さ察さつ士しかっ!?」

　男が及び腰になるのを、バードは黙って見ている。

「だーったら、どうするって？」

　アルがブーダグを風車みたいにクルクルと回しながら意地悪く訊きく。

「う……」

　男は黙り込んでしまった。

「どうする？」

　とどめを刺すようにリジアが棒で関節を極きめられた男に言う。

　苦痛で声も出せないのか、男はのどの奥で呻うめいただけ。

「好きにしろ」

　もうひとりの男は剣を捨てた。

「今のうちに剣を取り上げときな」

　バードは村人たちに向けて言い、男から視線をはずした。

　その瞬間、男が動いた。地面に落ちた剣の柄を蹴けり上げてつかむと、アルの背後に回って羽交い締めにしてしまった。胸が突き上げられる格好になって、ますます大きく見える。

　萌もえファンがいっぱい出そうだよ、これ。

「油断したな」

　剣をアルの頬ほほに当てて凄すごむ。

「バード、ごめん～」

　アルがあまり危機感のない顔で苦笑しながら謝った。

　あれ？　ボクに見えてたってことは、バードにも見えてたはずじゃないか。

　その疑問を裏付けるようにバードの口調には驚いた様子はなかった。

「危ないからやめた方がいいっつったぞ」

　どう聞いても人質を取られた男のセリフじゃない。

「ふざけるな。それ以上近づくとこのかわいい顔に傷がつくぞ」

「かわいい顔だって！　ねえ、聞いた、バード？」

「まあ、そういう意見もあるだろうなぁ」

　絶対、その意見の方が多いと思う。

「あーん、お嫁にいけなくなっちゃうー。バード、もらってくれる？」

「遠慮しとくわ」

「あーん、くそー！」

　アルが悔くやしそうに体を揺する。胸も揺れる。う、殺人的だ。これってこういうキャラゲーなのか？

「ふざけた話してんじゃねえ！」

「訂正しよう。ふざけてはいない。おもしろがっているだけだ」とリジアがまだシャルムで仲間の男を押さえつけたままつぶやいた。

「なんだと？」

　男が驚いている間にバードは人質のことなんかお構いなしに距離を詰つめていた。手を伸ばせば届くところまで近づいていた。

「て、てめえ！」

　男はアルをバードに突き飛ばすと、剣を真まっ直すぐに突き出してきた。

　アルがこっちに向かってたたらを踏んでよろめく。バードは左腕で受け止めた。

　ボクが見えたのはそれだけだ。バードの右腕が動いたのはわかったけど、どうしたのかはわからない。斬きりつけられたはずの剣はバードには届かず、ビィンと妙な音がしただけ。

　男は自分が持った剣を呆ぼう然ぜんと見つめる。先端が消えていた。

「お、折れ、た？」

「ちょっと違う。折れたではなくて叩たたき折った――が正しい」とリジア。

「折った？」

「ちなみに先端はおまえの足の上だ」

　リジアの冷静な言葉につられて下を見た男は悲鳴を上げて地面に転がった。剣の折れた切きつ先さきは男の靴から突き立っていた。どう見ても足の甲こうに突き刺さってる。

「だから刃物は危ないっつったろーが」

　呻うめく男から剣を取り上げると、村の人に渡す。アルとリジアも他ほかの男の剣を取り上げて渡した。

　さっきと比べて村の人々の態度が妙に堅苦しい気がする。

「査さ察さつ士し様、この村に何か問題でも？」

　声もがちがちだ。バードは安心させるように丁寧に答えた。

「いや、さっきも言ったとおり、この西に用があるだけだ。食事と宿を頼めねーか？」

「わかりました。宿の者に伝えておきますのでごゆるりと」

　村の男たちは剣をしまう者と、怪け我が人を運ぶ者に分かれて村に戻っていった。

「さて、行くか」

　バードが歩き出すと、

「ご飯ご飯ー」

　アルは能天気に駆けていく。さっきまでの戦いがウソみたいだ。

　子供みたいだな。

　思わず笑みが漏もれてしまう。

「まったくだな」

　バードのつぶやきにギクッとした。声が聞こえてるんだろうか。いや、まさかだよな。

　バードの様子を見てみたけど、今は全然反応しない。

　うん、きっと偶然だ。

　そう考えながらもあまりおかしなことは考えないようにする。

　バードたちは宿屋に行き、それから食事を食べるつもりか酒場に向かった。ファンタジーの王道だなぁ。

　と、その時――。



［残り三分です］



　ヘルプメッセージが聞こえてきた。

　ええっ？　もうか？

　その時、いきなりバードが声を上げてグルグルと空を見回し始めた。

「なんだ、今の声は？」

　ボクは怒られたように肩をビクッとすくませ、反射的にヘッドセットのスイッチを切ってしまった。

　ブツンって感じで目の前が真っ暗になった。

「今の、まさか、ボクの声が聞こえたとか言わないよな……」

　腰が抜けたようにへたり込んで、つぶやく。そして、強こわばった笑いを漏もらした。

「何考えてんだよ。ただのシミュレーションじゃないか。そうプログラムされてるのに決まってんじゃないか。お化け屋敷みたいなもんだ。プレイヤーを脅おどかして飽きさせないようにする工夫に決まってる」

　そんなことを言いながら、ボクは自分がかなり驚いているのに焦あせっていた。ゲームでこんなに驚いたのは初めてだったからだ。小学校の頃ころからゲームを始めて以来、こんなに感情が出たのは初めてだったのだ。

　とにかく、明日は土曜日だ。学校は昼までだから、午後からは時間がある。確かめてみよう。

　ボクはそう決めた。



　　　　３



　家うちを出た時は晴れていたのに、学校に着く頃には雨が降り始めた。

　衣替えが終わって制服が冬服になってから初めての雨だ。まだちょっと暑い日があるけど、今日は涼しい。

　それはいいけど今日は一時間目から数学で、気分が重い。ボクはどっちかというと文系だ。ゲームマシンのスペック程度はわかるけど、プログラムはてんでダメだ。

　さらにいうと、運動もダメ。背も低いし、顔も普通。ギャグが言えるわけでもないし、歌が上う手まいわけでもない。要するに目立たない地味な中学三年生ってこと。唯一の取り柄はそこそこ勉強ができて、お陰でそこそこ難しい私立中学に入れたってくらいだ。

　共きよう北ほく学がく園えん中学――それがボクの学校だ。

　高等部もあるけど、もっとレベルの高い高校に行くように母さんから言われてる。来年の受験に受かったら遠くに通わないといけない。まあ、顔をあわせたくないヤツもいるからいいけど……。

「よう、シズカ」

　校門をくぐろうとした時、背後から声をかけてきたのは北きた畑はた雄ゆう二じ。もの凄すごくよく言えばゲーム仲間。普通に言えばボクにたかってくるイヤなヤツらのリーダー。

「何だよ、その顔？」

　雄二はボクの顔を見て不満そうな顔をする。

「別に」

「おまえがシズカなのはしょうがねーだろ、シズカ」

「その名前を連呼するな」

　こいつに限らず、ボクが嫌がるのを知って名前を呼ぶ。どうして静しずかなんて女っぽい名前をつけたのか、父親に文句を言いたいくらいだ。でも、その当人はもう家うちにいない。

「今日、遊びに行くぜ。いいよな、シズカ？」

「今日は――」

　頭を巡らせる。家に誰だれもいないのをいいことに無茶苦茶にされるのは目に見えてる。何か理由をつけないといけない。

「なんだよ？　いいよな？」

　決めつけるように言う。

「親が来る日だから」

「ああ、親父おやじか。しょうがねぇな」

　雄二は舌打ちした。

「来週は行くからな。食い物も用意しとけよ」

　そう命令すると、雄二は仲間のところに戻っていった。

　調子のいいヤツだ。それにスポーツもできるし、顔だってボクよりは目立つ。多分、ああいうのが社会に出ても上う手まく出世するんだろうな。

　と、暗い気分のボクに背後から明るい声が飛んできた。

「おはよ、シズカ」

　振り向く間もなく声の主は風のように駆けていった。

「あ、おは――よ……」

　ボクの声は途中で消えてしまう。

　椎しい名な若わか奈な――それがあの娘この名前だ。



    

  
    
      



    

  
    
      　身長はボクより少し低い程度。ボクは一六〇センチ足らずでどっちかっていうと背は低い。ちょっとクセのある長い髪の毛が走るとカーテンのように揺れる。クラスでも、いや、学年でも学校でもファンは多い娘こだ。明るくてスポーツが得意でかわいいのを鼻にかけたところがない。貴重な女の子というのが男たちの評価だ。

　全然接点なんかなかったけど、ちょっとした世間話がきっかけになってボクの頭から離れない存在になってしまった。

　あれは一年の夏休み前。放課後に雄ゆう二じや他ほかの友達が先に帰った時、たまたまふたりだけになった。そんなことは後にも先にもあの時だけだ。

　帰ろうとしたら椎しい名なが声をかけてきた。

「有あり森もりくんってシズカって呼ばれるのがイヤなの？」

　椎名と話したことは思い出せる限り、なかった。いきなりの質問だった。

「う、うん」

「どうして？」

　答えようかどうか迷って、椎名の顔をチラッと見た。別にからかってる様子もないし、他の男もいないから、話す気になった。

「女みたいじゃないか。外見もそうだから」

「そうかな？　いい名前だと思うよ」

「え？」

　意外なことを言われて椎名を凝視してしまった。その視線を避けるように、椎名は天井を見てつぶやくように言う。

「わたしを友達がなんて呼んでるか知ってる？」

　急に話が変わって戸と惑まどいながら答える。

「ワカだっけ？」

「そうよ。ワカよ。まるで時代劇の若殿様みたいじゃない」

「そういえばそうだよね」

「ちょんまげでもあるみたいでしょ」

　クスクスと笑った椎しい名なは長い髪を束にまとめて頭の上に乗せてみせた。

「似た境遇ね」

　椎名がボクを見て笑った。

「名前に負けるなんてバカらしいからダメよ」

　その時、廊下の方から声が聞こえた。

「ワカ～」

「あ、来た」

　ちょっと顔をしかめた椎名は立ち上がってカバンを持つ。

「それじゃね、シズカ」

　手を振って椎名が駆けていく。

「う、うん」

　何も言えないまま、椎名は廊下に消えてしまった。

「シズカだって……」

　口の中でつぶやく。シズカって呼ばれるのは相変わらず好きじゃないけど、椎名に呼ばれるシズカは何となくこそばゆいような、妙な感じだった。正直に言うと、とても気持ちよかった。

　椎名に呼ばれたからだよな、きっと。

　椎名の唇から静しずかという言葉が出たところを思い起こして恥ずかしくなる。

　もっと、呼んで欲しい。

　そう思った。

　その時から椎名はボクの中で特別な存在になってしまった。

　とはいっても、それから話をしたことはない。なんか意識してしまって話せないし、それにボクなんかが釣り合う相手じゃない。上級生からも声をかけられてるみたいだし、イジメられるネタが増えるだけだ。

　二年はクラスが別になったけど、三年でまた一緒になった。

　授業中、椎名はボクの斜め右の席に座っている。それを見てるだけでよかった。残り五ヶ月くらいの間だけど。



　学校が昼過ぎで終わって、ボクはすぐに帰宅した。一時間で通える距離だから、二時前には家うちにたどり着いた。

「ただいま」

　誰だれもいない家に入ると返ってくるわけのない挨あい拶さつをする。

　テーブルの上にはメモがあった。今日も母さんは遅いらしい。

　途中でコンビニに寄って買い込んできた弁当とスナックを抱えて、部屋に行く。

　もう四年くらい同じパターンで、慣れっこになってしまった。深夜に母さんが帰ってきても声もかわさない。父さんは出ていった。女を作ったらしい。母さんは仕事で帰りが遅いっていってるけど、本当はわからない。廊下に酒の臭においがする時が多いし、タバコは吸わないのに服には臭いがついてるし。

　それくらいは子供にだってわかる。甘く見ないで欲しい。

　ボクは掃除と洗濯をして、その代わり、小遣いをたくさんもらう。母さんとはそれだけの関係だ。父さんとはそれ以下の関係。

　まず洗濯機を動かし、その間に弁当を平らげる。新発売だっていうんで選んだけど、思いっきり失敗だった。味が濃すぎる。ペットボトルのお茶をがぶ飲みしてちょうどいい感じ。洗濯機は乾燥まで自動でやってくれるから、終わったら取り出して畳むだけだ。少ししかない台所の洗い物を片づけて、それから洗濯物の仕上げにかかる。

　終わったら三時半になっていた。

　今からＦＬ：‥Ｓｉｍでアクセスすると五時までだ。

　昨日のバードの声が不安だったけど、多分気のせいだ。余計なことは考えないで楽しもう。なんせただのシミュレーターなんだから。

　イスに座ってヘッドセットをつける。そして、耳元のスイッチを押し込んだ。

　ブンッと自分の意識が押されたような感覚がして、視界が一瞬暗くなる。そして、気がついたら視界が思いっきり動き回っていた。

　な、何だ!?

　グルグル回り、上が下に右が左に視界が回転する。

　酔いそうだ。ゲームでいう３Ｄ酔いってヤツだ。一人称の視点だともの凄すごい。

　バードが何をしているのか、ようやくわかった。バク転と側転をもの凄い速さでやっていたのだ。自分ではそんなことできないから理解できなかった。そうか、こういうふうに見えるんだなと納得。

　そして、バードは動きを止めた。目を閉ざして息をゆっくりと吐き出す。

　これだけ動いたのにバードの息はまったく荒くない。

　目を開けると、少し離れたところにアルが立っていた。改めて見ると、頭ひとつ分は低い。

「バード、やる？」

　アルがブーダグをクルクルと回しながら声をかけてきた。

「いいぜ」

　言いながらバードは両手を前に構える。

　太い腕とごつい指が目の前に見える。腕には傷跡が幾つも見えた。

　素手でやるのかと驚いた時にはアルが迫っていた。ブーダグがクルッと回って顔に襲いかかった。

　こんなのに殴られたら骨が折れるじゃないか！

　回れ右して逃げたくなったけど、もちろん体は動かない。

　いきなり視界が沈み込んだ。

　ブーダグがブンッと風を切って頭の上をかすめていく。当たったら絶対頭ず蓋がい骨こつ陥かん没ぼつだ。

　バードは立ち上がらずに身を低くしたままアルに踏み出した。アルの体が目の前に迫る。

　服の上からでも突き出した胸のボリュームがわかる。Ｅカップくらいあるかな。

　が、バードは胸なんか興味ないのか視線をそらしてしまった。視界がぐるっと回った。

　何が起こったのかわかったのは次に視界がアルに向いた時。

　アルは背中からひっくり返っていた。バードは体を回して足でアルの足を払ったんだ。

　バードは間髪をいれずにアルに拳こぶしを向ける。

　アルも凄すごい速さで反応した。立ち上がりざまに片方のブーダグを投げつけ、同時に残ったブーダグを振るった。

　飛んできたブーダグを左腕で弾はじいたところに、もう一方のブーダグがバードの腹にめり込む。

　バードが呻うめく。

　衝撃は感じられなかったけど、バードの様子でダメージはわかった。

　うわっ、本気だよ。

　しかし、バードがひるんだのは一瞬だけだった。アルがもう一度攻撃する隙すきを与えないで、前に跳ぶ。

　アルは今度は横からじゃなく下から腕を振ってきた。ブーダグがアッパーカットのように伸びてくる。

　バードはその腕を右手で叩たたいた――ように見えた。

　それだけでアルの体は見えない何かに体当たりされたみたいに半回転していた。

　バードはその隙にアルの左腕を取って背後に回り込むと、首に腕を回して締め上げてしまった。

　アルは動こうとするががっしりと食い込んだ腕はほどける様子はない。

「そこまで」

　リジアの落ち着いた声が響いた。

　バードが腕を緩めると、アルは身をふりほどいてブーダグを投げつけた。

「ああ、もうっ！　また負けたーっ!!」

　アルは本気で悔くやしがってる。本当に子供みたい。でも、ボクには一番身近に思える。

「八つ当たりしない」

　リジアが素っ気なくたしなめる。まるでお姉さんだ。

「私とやりますか？」

　シャルムをつかんだリジアが構える。バードも手を顔の前に持ち上げた。

　あんなのとやりあったらマジで殴られるだろ!?

　心の中で悲鳴を上げるた時、バードが視線を左右に泳がせた。

「おい、昨日と同じヤツだな？　どこにいるんだ!?」

　いきなりバードが声を上げる。

「どしたの、バード？」

　アルが不思議そうに訊きく。

「今、声が聞こえたろ？」

「な～んにも」とアルは首を振り、

「いや、聞こえなかった」とリジアはバードを怪け訝げんそうに見つめる。

「そうか？」

　バードは唸うなって、周囲を見回す。

「さっき頭でも打ったとか？」

　アルが笑いながら言うのと対照的に、いつも冷静そうなリジアが真剣な顔で近づいてきた。アップになるとホントに綺き麗れいだ。でも、腕には小さいけど傷跡がいくつか見えた。やっぱり格闘家なんだな。すっと手をこっちの頭に伸ばして尋ねる。

「冗談事ではない。大丈夫か？」

「おいおい、アルに打たれたのは腹だぞ」

　軽くいなすと、バードは周囲を見回して歩き出した。

「ちょっと散歩してくる」

「バード？」

　怪訝そうなふたりの声が追ってきたけど、バードは無視して進んだ。

「何者だ？」

　人気のないところまで来て、小声でつぶやく。

　心臓がドクンと跳ね上がった。やっぱり聞こえてるのか。

「気のせいか？　それともオレは気がふれたのか？」

　聞こえてない？

「そうだな。気のせいだな」

　よかった。ボクの気のせいだったみたいだ。

「気のせいのわけねーだろ！　おい!!」

　え？

「勝手にオレの頭の中でしゃべるな！」

　バードが初めて感情をあらわにした声を上げた。

「レセラ神の使いなのか？」



［レセラ神――レセシア女王国の最高神］



　か、神様!?

「違うのか？　では、ラゼラの誘惑か？」



［ラゼラ――レセラに敵対する存在。悪魔のような概念］



　あ、悪魔!?

　わけがわからない。ゲームでプレイヤーがキャラに詰つめ寄られるなんてありなのか？

「どうなんだ？」

　ど、どっちでもないってば！

「では、何者だ？　城の魔法使いか？　オレの様子を探っているのか？　だったら報告しておけ。オレは何の問題もなく査さ察さつ士しの職務に励はげんでいるってな」

　魔法使いなんているのか？

　内心で驚いてから思い出した。モニター募集の最初の質問にあったっけ。希望する職種――戦士、神官、魔法使い、農民、漁師、猟師、あと幾つか。

「違うのか？　なら、どうしてオレの頭に話しかける？」

　そういわれてもボクにもわからないってのに。だいたい、どうしてゲームのキャラに負けてるんだよ？

「妙だな、おまえのその話し方」

　バードが唸うなる。

「その様子だと、おまえ、まだガキ――」

　でっ、出直してきます！

　ボクはとっさにスイッチを切ってログアウトしてしまった。

　目が慣れるまでしばらくかかった。

　気がついたら口を半開きにして荒い息をしていた。

　どうなってるんだよ？

　ボクはＦＬ：‥Ｓｉｍを見つめた。

　これが普通なんだろうか？　それともこのマシンがどこかおかしいんだろうか？　情報が少なすぎるのが悪いんだよな。

　そう考えて、今まで考えてもいなかったことを思いついた。

　そうだ。ネットだ。忘れてた。

　届いて二日目だから、どこかでサイトを立ち上げてる人がいるかもしれない。掲示板で情報交換できるかも。

　さっそくパソコンを起動した。すぐにブラウザを開いて検索サイトにアクセスする。キーワードにＦＬ：‥Ｓｉｍと入れて検索開始。すぐに一〇〇以上のヒット。一番上に出てきた公式サイトは除いて、それらしいところを順番に見ていく。公式サイトってどうも情報が遅いし、少ないんだよな。

　中のひとつに掲示板があった。ざっと見ていると、他ほかのサイトの紹介があった。検索にはヒットしなかったサイトだ。検索じゃ最新の情報はなかなかヒットしないし、検索されないように工夫しているところもあるからだ。

　アクセスすると、そこはレンタル掲示板だけのサイトだった。サイト名はシンプルに『ＦＬ：‥ＳｉｍワールドＢＢＳ』だ。

　発送日に立ち上げて、すでに二〇〇以上の書き込みがある。

「凄すごいなぁ」

　書き込みの量も凄いけど、書いている人の多さがハンパじゃない。

　一昨日おとといに届いた人もいるのか、実際にプレイした人の書き込みはその日の昼過ぎから始まっていた。最初の方はゲームじゃないことの怒りと裏切られたような書き込みが多いみたいだ。

　発言タイトルをざっと見て、おもしろそうな書き込みだけ拾い読みする。

『今日は二時間魚釣ってました』

　そんなタイトルがあるかと思うと、『ほとんど観光ツアーだね』なんて感想もある。『癒いやし系？』ってタイトルの発言はこうだ。



　――農民でアクセスしてます。会社に行く前と帰ってからアクセスすると気分がリラックスするね。新しい癒し系ですね、これ。



　ちょっと理解できないけど、そういう人もいるのか。多分、作った人は想像もしていない使い方なんだろうな。



　――自キャラが酒飲んでんのに指くわえてるだけなんてのは拷ごう問もんだね。ソッコー、切ってビール飲んだよ。



　色々な書き込みがある。でも、キャラがプレイヤーに話しかけたなんて書き込みは誰だれもしてない。

　どうしようか。書き込んでみようかな。

　そう思ったところで気になる書き込みを見つけた。



　――そろそろ中を見たヤツいないか？



　買った機械の中をまず確認するって人の話を聞いたことはあるけど、実際にこういう書き込みあるんだな。凄すごいのは、すぐ後にレスがついていること。



　――まだー。ちょっと不安あり。もう二、三日遊んで飽きてからにするー。

　――オレも。飽きたらやるつもり。

　――明日開けるぞ。

　――どうだったかレポよろしく。



　何かちょっと悪いコトしてる気分だ。明日も見てみないとな。

　そう思って、ブラウザのお気に入りに登録した。
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　日曜日――。

　朝といっても昼の方が近い時間に起きると、すでに母さんは外出した後だった。仕事じゃないだろうし、どこに行ったかわからない。キッチンのテーブルには食事代二〇〇〇円と『遅くなるから』と書かれたメモが一枚。いつものことだ。

　ボクと顔をあわすのがイヤなんだろう。多分、父さんに似てるからだろうと思う。今よりもうちょっと会話があった時、母さんがそんなことを口にしたことがあった。

　何か食べようかと思ったけど、まあいいやと顔を洗って部屋に戻るとヘッドセットをつけた。

　こんな時間にログインするのは初めてだ。

　いつものようにブンッと視界がぶれて真っ暗になる。次の瞬間にはまばゆい光が射さす外に立っていた。

　まぶしくて瞬まばたきしたいけど、できない。というか、バードの目はこの光に慣れてるわけで、まぶしいとは感じていない。

　バードはどこかに向かって歩いている途中だった。左右にはアルやリジアの姿はなさそうだ。

　と、一軒の建物から騒がしい声が聞こえてきた。

　バードの足はそっちに向かっている。

　他ほかより大きな家は村長か何かの家かもしれない。そこに一〇人以上が押し寄せて、数人はあふれて外からのぞき込んでいる。

「どうしたんだ、あれ？」

　バードは外にいた男を捕まえて尋ねた。

「さきほど伝令が参りまして、明日陛へい下かの行ぎよう幸こうがあるとのこと。急いで準備をしているのです」

「陛下が？」

「はい。なんでも王女様もご一緒されるとかでかなりのご人数になるようです」

　陛へい下かってゆーと、女王だよな。

「そうだ」

　つぶやいたバードの声がどこか沈んだような感じに聞こえた。

「何かおっしゃいましたか？」

　村人は怪け訝げんな顔をする。

「なんでもない」

　バードは首を振ると人気のない方に歩き出した。物置のような小屋の脇わきに座り込んだ。イヤな予感がする。

「またおまえか……」

　ひょっとして前よりもよく聞こえるようになった？

「うるさいくらいにな」

　バードの声は明らかに不機嫌そうだ。

「で、今度こそ答えてもらおうか？」

　口調が優しいのはボクが子供だとバレたからだろうな。

「どう聞いてもそうだぞ」

　思いっきりバレてる。

「何者だ？」

　詰きつ問もんされて口ごもる。

　それは――。

　ＡＩと話してるはずなのに、どうしてこんなに罪悪感があるんだよ？

　まあ、いいや。こっちもシミュレーションのつもりでやるだけだ。

「何をごちゃごちゃ言ってる」

　えーっと、別の世界の人間だ。バードの目を借りて世界を見ているだけだから気にしないで。

「別世界だと？　天界じゃないのか？」

　神じゃないって言ってしまったから今さらそれはないよなと思いながら否定する。

「何しに来たんだ？」

　見てるだけです。

　そう言ってしまってから、自分がとんでもなくバカに思えた。他人の生活をのぞき見してるなんて変態じゃないか。

　でも、バードの返答は予想外だった。

「おもしろいか？」

　そりゃ、ボクの世界と全然違うし、バードはボクとも全然違うから。

「そうか」

　バードは唸うなった。

「よし、わかった。代わりにおまえとおまえの世界について教えてくれ。交換条件だ」

　ボクのことなんか知りたいって？

「ああ。全然知らない相手よりも少しは知っていた方が気分がいい」

　バードはそう言うと続けた。

「それから、あまりギャーギャー騒ぐんじゃねーぞ。特に練習中はな」

　わかったよ。

「よし、改めて自己紹介だ。オレの名はバーディル。一八歳」

　一八だって？　その設定は無茶苦茶だ。いくらなんでもボクと三年ちょっとしか離れてないのにこんな性格ありか？　それともこの世界の暦法は全然違うのかな。そんなことが頭に浮かんだ。ついでに質問をひとつぶつける。

　ちなみにアルとリジアは幾つ？

「アルレーナはオレよりひとつ下。リジアはひとつ上だ」

　ええっ!?

「騒ぐなっつったろーが！」

　ゴメン。でも、アルってボクより上なのか。普通のＲＰＧより平均年齢高いな。いや、大人から子供までアクセスするんだから別に問題ないのか。まさかアルやリジアに誰だれか入ってるってことはあるんだろうか。

「で、おまえは？」

　ボクは――。

　名前を言うのに勇気がいった。自分で自分の名前を口にするのはどうしても――。

「シズカか」

　ど、どうして!?

「今そう伝わってきたぞ。違うのか？」

　そ、そうです。

　何て言われるのか怖くて身を縮める。が、意外な言葉が返ってきた。

「ふん、いい響きだな。確かにこの国の者ではないようだ」

　いい響き……。

　そんなことを言われたのは二回目だ。椎しい名なのことが思い出された。

「シイナとは誰だ？」

　そんなことまで伝わってしまってボクは返答に窮した。ボクが勝手に想おもってるだけの人なんて、どう言えばいいんだよ。

「なるほど想い人か」

　ば、ばか！　そんなんじゃないよ!!

「何を照れてるんだ？　想い人くらいいて当たり前じゃねーか」

　バードもいるの？　アルとか？

「アルだって？　あいつは違う。リジアもな。旅の仲間だ、多分な」

　多分ってなんだよ？

「色々と事情があるんだよ、オレにも。それは教える必要はねーだろ？」

　バードがムッとした声でつぶやいた。ちょっとした変化だったけど、ボクはこういうことに敏感だ。でなければ学校でイジメを避けられないから。だからそれ以上は突っ込まなかった。面倒は避けるに限る。

　それからしばらくボクとバードは互いの世界について教えあった。

　ボクが知りたかったのは査さ察さつ士しという仕事と、武器のこと。なぜバードは戦士なのに武器を持っていないのか。

　この世界では貴族が鋼の武器を持つことは許されていないらしい。査察士はそれを調べる役目を持っている。一〇〇年以上続いている仕組みらしい。

　武器の制限がきついのは、昔覇権を争って戦乱が続き、それを鎮しずめた女王が決めたことだという。争いの原因だった貴族の男たちから武器を取り上げ、禁止したことで、その後の争いはずっと小さくなった。それ以来、貴族は素手や木製の武器での格闘技がメインになったらしい。

　てことは、この世界にはまだ爆弾はないんだな。あったら、またバランスが崩れて戦争が始まるかも。

　バードはボクから色々なことを聞いた。移動手段や暮らし方など普通の生活についてがほとんどだ。そして、最後にこう訊きいた。

「おまえ、本当に城の魔法使いじゃないのか？」

　違うよ。どうしてそんなこと気にするの？

「いや、そうでないならいい。忘れてくれ」

　何となく口を濁すバード。

　追及した方がいいんだろうかと思っていたら、足音が駆けてきた。

「あ、いたいた。バード、ご飯食べた？」

　アルが明るく声をかけてくる。これでボクよりふたつ上かぁ。バレないのをいいことに、マジマジと見てしまった。

「これからだ」

　バードは立ち上がって尻しりを払った。

「リジアが酒場に席取ったって」

「今行く」

　後を追って歩き出したバードをアルが振り返った。

「何してたのよ、あんなとこでさ？」

「ただの昼寝だ」

「へー？　珍しいじゃない。何か話し声がしてた気がするけど」

「独り言、いや、寝言か」

　アルが妙な目でバードを見つめる。

「行こうか」

　バードは先に立って酒場に向かっていった。

　途中、村の男たちがぞろぞろとさっきの家から出てくるのとすれ違った。全員急ぎ足で散らばっていく。女王歓迎準備でもするんだろうか。

　バードはそんなことにはかまわず、酒場に向かっていった。酒場といっても他ほかの家とあんまり変わらない造りだ。木材を組み合わせたログハウスっぽい感じで、入り口が広いのと、読めない文字で書かれた看板があるのが大きな違い。その入り口をくぐると、リジアがひとりで奥のテーブルに座っているのが見えた。

「遅かったな」

　感情のない声で言うリジア。責めてるわけでもないし、ただ事実を言っただけ。

　アルも駆けてきてイスに座る。

　すでにテーブルには料理が広げられていた。リジアはまだ手をつけないで待っていたらしい。ホントに律儀だ。

「いっただきまーす」

　アルは一番大きな鶏とり肉にくをひっつかむと、大口を開けて食いついた。この人、本当にボクより年上なのか？　そう思うほど子供っぽい。でも、ブーダグを使いこなしてたし、強いんだよな。

「あれを使いこなすのはかなり難しいな」



    

  
    
      



    

  
    
      　バードが小声で解説してくれた。

「どうしたの、バード？」

　口の中にいっぱい物を入れたアルがバードを鶏とりの骨で指した。

「アル、食べながらしゃべるな」

　リジアが注意する。

「いいじゃない、楽しく食べようよ～」

　バードは苦笑いを浮かべたのかフッと息が聞こえる。そのまま固そうなパンに手を伸ばして、鶏の身をつかんで食べ始めた。

　炭火で焼かれたみたいだ。焦げ目が美お味いしそうな、まるでＣＭみたいに鮮烈な映像が迫る。でも、匂いがない。

　バードが食べているのを見ていたらお腹なかが減ってきた。

　リアルのボクはお腹が鳴っていそうだ。そろそろ昼ご飯食べよう。ちょっと早いけどログアウトした方がいいな。

　それじゃまた明日。

　バードに挨あい拶さつをして、ボクはスイッチを切った。



　昼間は他ほかのゲームをして宿題を片づけた後、ピザの宅配で夕ご飯。バードが食べようとしていた鶏とり肉にくを思い出してフライドチキンも頼んだけど、全然違ってがっかりした。あの肉汁が食べてみたかったなぁ。

　さらにゲームをして気がついたら夜一〇時を回っていた。母さんはまだ帰ってこない。

　パソコンのブラウザを起動していつもの掲示板をのぞいてみた。

　今日の行動報告なんてツリーができていて、今日は誰だれが何をやったかと報告が書いてある。農作業で何を植えた・収穫したなんてのから、二時間ずっと町から村に歩いただけなんてのまで色々だ。そうかと思うと、こんなスレもあった。



　――九〇分って制限がウザイよな。

　――もっとアクセスしてたいね。

　――こないだなんか大物釣ったと思ったら強制で切られてムカついた。

　――中見たヤツ、改造できそうかレポ頼む。

　――おまえ、やれよ。

　――オレ、パス。いじれるほど知識ない。

　――へたればっかかよ、ここは。

　――おまえもな。



　危険な会話が続いてる。

　でも、確かに時間制限がなくなったらいいな。

　そう思ってＦＬ：‥Ｓｉｍを見る。でも、知識ないからなぁと指をくわえるだけだ。

　ふと、まだアクセス時間が残っていたのを思い出した。深夜のバードがどんなのか見てみるのもおもしろいかもしれない。ひょっとして、アルとＨなことしてたりして。

　そんなことを考えながらヘッドセットを着けてログインする。

　あれ？

　見えてるのは天井だけだ。光は窓からうっすらと射さし込んでいる月だけらしい。

　バード、寝てるのか。

　これならアクセスしてもしょうがないか。

　こっちの世界の夜は早いんだな。

　と、ここまで考えておかしいことに気づいた。

　寝てるのに天井が見えてるわけがない。

　起きてるんだろ、バード？

　しかし、反応はない。

　瞬まばたきの感覚がある。しかし、バードの意識はないようだ。

　いきなり腕が視界に飛び込んできた。一瞬、バードが起きたのかと思ったけど、そうじゃない。瞬きを確かめようとしたのはボクだ。

　ボクが動かしたんだ。

　キャラと話ができるどころじゃない。体を動かせるなんて、どうなってるんだ？　取とり説せつのどこにもそんなこと書いてなかったぞ。それとも夢なのか？



［残り三分です］



　ヘルプメッセージが聞こえた。

　夢じゃない。これはＦＬ：‥Ｓｉｍの作った世界だ。

　そう思ったらちょっと余裕ができた。どれくらい体が動かせるのか試してみよう。

　反対側の腕を持ち上げて握手してみる。

　あはは、動くよ。

　笑いしか出てこない。

　ホントどうなってんだよ？

　上半身を起こしてみる。

　自分の体じゃないからか、少し重く感じられる。まるでゾンビにでもなったような感じだ。ゆっくりと体を回してベッドから足を降ろし、立ち上がる。

　いや、立とうとしたんだけど――。

　床に足をつけて起き上がった瞬間、バランスが崩れた。何かにつかまろうと手を伸ばしてガンッと派手な音が出た。つかまれない。そのまま床に倒れてしまった。

　何が起こったのかわからないで、しばらくポカンと口を開いていた。

　考えてようやく思いついた。体は動かせるけど、感覚はないままなんだ。

　触しよつ覚かくがないから足が床を踏んでるのがわからない。痛みもわからないから壁に手をぶつけてもわからない。

　これって危険だな。もっと慎重にしないと。手で支えながらゆっくりと立ち上がる。なんとかバランスは取れた。三半規管は機能してるみたいだ。

　でも、そろそろ時間だ。わからないようにベッドに寝かしておかないと。

　ゆっくりとベッドに腰を下ろした途端、時間切れのブザーが鳴った。

　ヤバいと思った時には遅かった。視界が真っ暗になってアクセスが切れてしまった。バードが崩れ落ちるのが目に見えるみたいだった。
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　翌日の月曜はあっという間に過ぎた。

　いつもはのろのろと過ぎるのに、こういう時に限って速い。こういう時っていうのはイヤな時だ。

　昨日の夜にバードの体を動かしてベッドに寝かせられなかったことで、怒られるかと思うと気分が重くなる。アクセスしなければいいんだけど、それじゃ余計に疑われるし、やっぱりあっちの世界に行きたいし。

　謝るしかないよな。

　そう考えると憂ゆう鬱うつになる。

　椎しい名なの顔を見てもあまり気分は晴れなかった。だいたい、話もできないし。

　六時間目終了のチャイムが鳴ると、すぐにカバンを担かついで教室を駆け出した。

　一時間を夕方のアクセスに使って、残り三〇分を夜に使おう。そう決めた。

　まだ陽ひが高いうちに入って、女王陛へい下かってのを見ておかないといけない。せっかくファンタジーの世界にいるんだから。

　家うちに帰り着いたのは四時過ぎだった。途中でコンビニに寄って晩ご飯を買ってきたので遅くなった。

　すぐに部屋に入ってヘッドセットを着けてログイン。いつもの暗転の後、視界が開けた。

　昨夜と同じ宿の中だった。

「来たな」

　バードがつぶやく。

　わ、わかる？

「一瞬、頭をなでられたような感じがする」

　そう言って右手を頭に伸ばそうとしてバードは舌打ちした。

　どうしたの？

「ベッドから転がり落ちたみたいで、腕が痛い」

　ギクッとした。でも、気がついてないみたいだ。心の中でゴメンと謝って、ごまかすことに決める。

　で、今どうなってるの？

「陛へい下かがもうすぐ到着される」

　行かないの？

「オレは出迎えなどごめんだ」

　えーっ!?

「うるさいっ！」

　バードは両手で耳をふさいだ。無駄だけど。

　せっかく来たのに。

「おまえが勝手に来てるだけだろーが。オレが頼んだわけじゃねー」

　頼むから見せて！　遠くからでもいいからさ。

　顔どころか姿も見えない相手に拝おがむ。拝み倒す。

「イヤだね」

　素っ気ない答え。

　どうしてだよ。少しはサービスしようって気にならないわけ？　別に紹介してって言ってるわけじゃないんだし、ちょっと見るくらいなら手間もかからないじゃないか。

「なにがさあびすだ。わけのわからんことを言うなっ！」

　バードは腕を振り上げた。それからブスッとした声で念を押すように声を上げる。

「少しだけ、遠くからだぞ！」

　サンキュ！

「さんきゅって何だ？」

　ありがとうってこと。恩に着るよ。

「亡霊みたいなヤツに恩を売っても何の役にも立たねーだろが……」

　ブツブツと言いながらもバードは起き上がってドアを押し開けた。

　その途端、廊下にいたアルとはち合わせた。アルは驚いたように目を丸くしてる。やっぱりかわいいよな。

「あれ、バード？　お客さん？」

「いや、ひとりだぞ」

「そう？　話し声が聞こえたような気がしたけど。ま、いいや。どこ行くの？」

「陛下のご尊そん顔がんを拝みに行くんだよ」

「へえ、いつもは王族なんて寄りつきもしないのに、どーゆー風の吹き回し？」

「たまにはな」

　ごまかすような笑いを上げて、バードは宿を出て行く。

「変な目で見られたじゃねーか。どうしてくれるんだ」

　口を覆って小声でボクに文句を言う。

　アルっていつもバードの様子を見てるね。ひょっとして気があるとか？

「まさか」

　まんざらでもないんじゃないの？

「やかましい！」

　違うのかなぁ。

「そんなことしか考えられないのか。こっちにも色々あるんだよ」

　バードはやってられないとため息をついた。ガキめと言われたようで、ちょっと恥ずかしくなってしまう。

　宿を出ると、バードは村を貫く道の方に向かっていった。道に沿って人垣ができている。この村にこんなに人がいたのかと思えるほど大勢だ。

　どこからかカーンカーンと鐘の音がした。それが合図だったのか馬車が村の入り口から入ってきた。

　三台の馬車が連なって来る。その前後左右に八頭の騎馬。護衛の兵士なんだろうけど、剣は持っていない。リジアと同じシャルムという棒を水平に構えている。

　二台目の馬車の窓から女性が顔を出して手を振っていた。

　あれが女王かぁ。

　もっとごついおばさんを想像してたけど、ほっそりとして、意外と若い。ボクの母さんとあまり変わらないくらいじゃないだろうか。

「ロア＝レセス・ロンデア三世陛へい下かだ」

　さすが女王だなぁ。いかにもって感じの名前だ。

　別に王冠があったり、宝石をつけているということはなく、せいぜい刺繍ししゆうの施ほどこされたドレスというくらいで、意外にも質素な印象だ。

　さらに馬車が続いて、窓から金髪の女の子が顔を出していた。

　風になびくストレートの髪が夕ゆう陽ひに映はえている。人目を引くかわいい感じだ。

　あの人は？

「ミア＝レセス・セーディア――王女だ」

　セーディアかぁ。

　金髪だけど、雰囲気が椎しい名なに似てる。黒く染めたらそっくりじゃないだろうか。椎名より鼻が高いかも、なんて言ったら怒られるか。ひょっとしてデザイナーがボクの趣味を知ってたんじゃないかなんて気がするほどだ。

「ああいうのが好みなのか？」

　あ、うん。そうみたい。

　反射的に答えて、しまったと思った。

「はーん」

　な、なんだよ？

「いや、別に」

　顔は見えないけど、バードは絶対にニヤニヤ笑いを浮かべてるに違いない。ここにボクの顔があったら絶対真っ赤になってる。意識だけでよかった。

　バードはボクのためか、ずっと王女の方に視線を向けてくれていた。

　ホントに綺き麗れいだ。もし、椎名とどっちか選べと言われたら真剣に悩むだろう。万が一でもそんな事態にはならないだろうけど。



    

  
    
      



    

  
    
      　と、視界の端に映っていた女王の視線がこっちを向いたような気がした。

「もういいよな」

　バードが急に顔を背けて宿に引き返し始めた。

　もうちょっといいだろ？

「少しつったろー」

　どこか不機嫌な声でつぶやき、バードは完全に人垣に背中を向けた。

　けち。

　聞こえるように考えながら、ふと思い出す。アルとリジアはどうしたんだろ？

「あいつらにはあいつらの仕事があるさ」

　へ？　仕事って？　一緒に査さ察さつ士しってのしてるんじゃないの？

「だから、色々あるんだっつったろーが！」

　完全に不機嫌になった声を上げて、バードはどんどん宿に戻っていく。何を怒っているのかわからない。

「どうした？」

　宿の手前まで来たところで横から声をかけられた。

「リジアか……」

　振り向くまでもなく、声としゃべり方でわかる。

「大声を出すとはらしくない」

「いや、ちょっといらついてな」

「何かあったか？」

　リジアが回り込んでこっちを見上げた。

　無関心というか、素っ気ない人だと思っていたから、この質問は意外だった。バードも同じ思いだったのか、答えるのがワンテンポ遅れた。

「あー、たいしたことじゃない。悪かったな」

「そうか？」

　バードをジッと見つめるリジア。

　それまで気づかなかったけど、細長い石が両耳で揺れている。飾りっ気がないって思ってたけど、こういうところはやっぱり女性なんだな。そう言えば服にもさりげない刺繍ししゆうがしてある。アルと違って色が目立たないからわからなかった。

　と、リジアは小さくささやいた。

「気をつけろ」

　リジアはそう言い残すと、人垣の方へ歩き去った。

　気をつけろって、どういうこと？

「さあな」

　バードは肩をすくめた。どんな表情をしているかわからないのが残念だ。

「そろそろ消えてくれ。もう用は済んだだろ」

　面倒そうにそう言うと、

「じゃな」

　バードは一方的に別れを宣言した。

　わかったよ。

　下手に食い下がって関係を壊したくない。そう思って、ボクはログアウトした。

　視界が元に戻ってから、ふと考えてみるとどうも納得できない。プログラムされたキャラに命令されて追い出されたなんて情けなさすぎないか？

　他ほかのプレイヤーもこんな理不尽な思いをしてるんだろうか？

　パソコンを立ち上げていつもの掲示板にアクセスした途端、もの凄すごい数のレスが連なってる発言に目が止まった。

『開けたよー』

　元のタイトルはそれだった。今日の朝に書かれている。

「本当にやった人いるんだ」

　さっきまでの腹立たしさなど忘れて発言タイトルをクリックした。



　――中心部はえらく頑丈なブラックボックスになってて開けられないけど、リミッターはその外側にあるから簡単にいじれる。配線図の★の部分をハンダゴテとラジオペンチでいじればすぐに一日中レセシア女王国で過ごせるぜ。後は自己責任でよろしく。



　添付された写真には簡単な配線図が説明されて、★マークがつけられていた。

　念のため、レスをざっと読んでいく。改造成功の情報やら五時間ぶっ続けでアクセスした人の報告なんかだ。

　そうなのか。配線いじったことはないけど、九〇分の制限がなくなるのはいいな。それに、もっと王女様と会えるかもしれない。

　そう思うと決心が固まった。やってみよう。

　でも、その前にハンダゴテを買ってこないとなと、内心で指を折った。



　夜一〇時を過ぎてから、残り三〇分のアクセス時間を使うことにした。

　バードの体を動かしてみようと思ったわけだ。さっきの仕返しという気持ちもある。

　多分、もう寝てるよな。

　そう思いながらヘッドセットを装着した。

　いつものブレたような感覚が治まっても視界は真っ暗だ。バードからの反応はない。

　少し苦労してまぶたを開けた。

　そこは宿のベッドだった。昨夜と同じように寝ていたようだ。部屋には誰だれもいない。

　ホントにアルと恋人でも何でもないのか。

　がっかりとはちょっと違う複雑な感情がする。

　起き上がって体を動かすのに慣れようとする。昨夜と同じく、立ち上がる時に倒れそうになったけど、なんとかこらえた。

　体は動かせるけど、触しよつ覚かくが全然ないから足が地面についてるかどうかもわからない。そのせいでバランスを上う手まく取れないんだ。それに、もし、どこかで怪け我がしてもわからない。それだけ慎重に行動しないとバレてしまいそうだ。

　あまり長い間、外にいられない。一〇分くらいで引き返さないとベッドに戻れなくなってしまう。

　王女様がいるところを見てこようか。

　行き先は思いつきで決定した。

　どこにいるのかわからないけど、狭い村だ。外に出ればわかるだろう。

　ドアの掛けがねをつまんで動かすのが思ったよりも面倒だった。触覚がないから指の力の加減ができない。

　苦労してドアを開けて廊下に出る。

　真っ暗だ。まったく光がない。昼間にここを通って外に出たけど、こんなに暗いと手探りでもつらい。二、三度つま先を壁にぶつけてしまったみたいだ。感覚がないと、こんなに動きにくいなんて。

　なんとか外に出ると、ようやく月明かりで見えるようになった。よく見れば木の影がくっきりと地面に映っている。

　月ってこんなに明るいんだなと感動。

　あれ？　ふっと思ったけど、この月って現実の月と似てないか？　ウサギみたいな模様が見える。デザイナーがＮＡＳＡのサイトから写真を取ってきてそのまま貼はりつけたんだろうか？　いくらなんでも手抜きすぎだ。メーカーに報告してやる。

　村長の家に向かう。多分、昨日見た昼間の大きな家がそうだろうと見当をつけた。

　見張りの姿はない。松たい明まつが四本周囲を照らしているだけだ。

　正面からじゃ何も見えないなと、裏側に回ってみる。松明はあるが、こっちの方がずっと暗い。

　見上げると、二階のバルコニーから誰だれかが外を見ていた。

　わっ、いた。王女セーディアさんだ。

　同い年くらいの女の子に『さん』づけなんてヘンだけど、なんとなくそういう雰囲気がある。王女だっていう先入観があるからだろうか。

　白いワンピースみたいな服を着ている。ストレートの金髪が月の光で輝いて見えるほど綺き麗れいだ。でも、ホントに椎しい名なに似てる。椎名もＦＬ：‥Ｓｉｍでアクセスしてるなんてことはないよな。そうだとしても似てるわけないし。

　こうやって見てるのって、ストーカーみたいだよな。

　犯罪者になった気分で、引け目を感じた。

　やっぱりやめようと思った時、

「誰かいるの？」

　セーディアがこっちを見下ろして声をかけた。

「あ、怪しい者じゃありません。えーっと、査さ察さつ士しのバードといいます」

　とっさに答える。ボクにしては賢明な対応だと自画自賛。が、しゃべってから声が出せることに気づいた。

「査察士？　こんな夜更けに何を？」

「いえ、寝られなかったので散歩を、ちょっと」

「そうですか。私もです」

　セーディアは少し笑って答えた。

「あなたはここに長いの？」

「いえ、三日前に来たばかりです」

　どっちの意味でも正しい答えだ。

「そう……。いいところだわ」

　どこか哀かなしそうに月を見上げるセーディア。何か心配事があるんだろうか。

　でも、それを口にする前に、頭のどこかで声が聞こえた。



［残り五分です］



　ヘルプメッセージを聞いて我に返る。

　マズい。早く戻らなきゃ。時計がないから時間の感覚がなくなってる。

「す、すみません。そろそろ戻ります」

　ボクはバルコニーの上に向かって手を振った。

「おやすみなさい」

　返ってきた声に応じながら、機転を利きかせて付け加える。

「あ、それから、お会いしたことは秘密にしててください。お願いします」

　これで万が一バードが王女さまと会っても、ボクが勝手に体を借りたことはバレないだろう。

　必死になって走って戻る。思ったよりもスピードが出ない。感覚がないと足が地面についたかどうかがわからないから難しい。地面に出っ張りがあるとすぐにつまずくからじっと下を見てないといけない。誰だれか見てたら操り人形みたいに見えたに違いない。

　暗くら闇やみの中を苦労して何とか部屋にたどり着いた。急いでベッドに座って横になる。

　危ない危ない。

　冷や汗をかきながらアクセスを断ち切った。

　暗くなった視界に浮かび上がったのは椎しい名なとセーディアを混ぜたような笑顔だった。



　　　　６



　翌日の授業が終わると、ボクは街に出てＤＩＹショップに向かった。もちろんハンダゴテを買うためだ。でも、まだ本当にＦＬ：‥Ｓｉｍを改造するかどうか決めかねていた。失敗したら、ボクの知識じゃ二度と使えなくなってしまう。

　帰宅すると、予想外の人がいた。

「よう、静しずか」

　その人はボクの顔を見るとバツが悪そうにぎこちない笑みを浮かべた。

「父さん……」

　そうつぶやき返すだけで精一杯だった。

　父さんの顔を見るのは半年ぶりだ。その前に会ったのは別居前だから、四年も前になる。

「ちょっと母さんに話があってな」

　母さんも珍しくこんな時間だというのにリビングのソファに座っていた。

「離婚――することになったわ、正式に」

「そう……」

　本当にそうとしか言葉が出なかった。

「母さんの人生だもんな。好きなようにして」

「それで、いいの？」

「ボクには関係ないんでしょ？」

　それだけ言うと、ボクは部屋に駆け込んだ。いや、逃げた。何を言ったってボクの言うことなんか聞いてくれるわけがない。勝手に別居して勝手に離婚すればいい。

　だったらボクだって勝手に――。

　何をやるんだ？

　ボクには何をやるにも勇気はない。

「せいぜいゲーム機の違法改造くらいだよな」

　笑って口に出すと勇気が出た。ヤケ気味かもしれない。会っても仕方がない人と、一緒に住んでいるだけの人――。そんな人に同時に会う。しかも、今さらようやく別れる決心がついたなんて、マヌケもいいとこだ。そんな結論、とっくに出ているはずなのに。どうして今まで待ったのかわからない。

「くそっ……」

　いつもボクなんか蚊か帳やの外だったのに、形式上だけ確認すればいいって感じじゃないか。

「やるぞ！」

　気合いを入れてハンダゴテとペンチの用意をすると、ＦＬ：‥Ｓｉｍ本体をひっくり返した。プラスドライバーで固いネジを全部抜き、元に戻してカバーをはずす。

　初めて見る内部は思ったよりスカスカだった。

　中央に真っ黒なカバーに覆われた四角い物体。これが本体のブラックボックスだろう。確かに、頑丈そうだし、ネジ穴が見あたらない。

　左右にむき出しの基板。放熱板と排気用のファンもつけられている。基板からコードが伸びて、ヘッドセットが接続される端子なんかにつながってる。

　後ろに電源部分。いじるのはこの一部だ。

　改造手順を書いたページをプリントアウトして、それを見ながら電源の基板を取り外す。

　写真によると、手を入れるのは端っこの回路だ。

「なんか、改造しやすく作ってあるみたいだな」

　そう考えて、そんなわけないよなと首を振る。

　どうせ正式に発売された後、違法改造できないような形に直すんだろう。数年前に他ほかのゲーム機で海外のゲームがプレイできる簡単な改造ってのが流は行やったけど、その後、できないように改良された新型が出たって話を聞いたことがある。その頃ころはまだ小学生だったから、そんなことは知らなかったけど。

　ペンチで基板を挟み、熱くなってきたハンダゴテを構える。

「やるぞ」

　失敗しませんように。

　祈りながらハンダゴテを近づける。

　何かの部品がハンダづけされている部分を溶かして隣の配線に線を引くようにしてつなげる。ショートカットさせたような感じだ。

「これでいいのかな？」

　あんまり簡単だったせいで、不安になってきた。とりあえず、元に戻す前に電源を入れてみる。

　いつもと同じブウンという音。それだけだ。特に問題はなさそう。後はヘッドセットを着けてログインできるかどうかだ。

　どうしようか。九〇分のリミットがまだ生きていたらもったいないし、いつも通り夜に試した方がいいだろうか。

　ちょっと考えて、夜まで待つことにした。ふたりはまだリビングにいるみたいだし、こっちに儀礼的な話を持ってくるかもしれない。途中で邪じや魔まされたくないから、今は宿題でもしてた方がいい。

　そう考えたボクは机に向かった。



　食事時にはキッチンで残り物をレンジで温めて食べた。ふたりの話はまだ続いているようだ。

　夜九時を回ったところでノックがして母さんが部屋のドアを開けた。が、中には入ってこようとしない。

「父さんは帰ったの？」

　どこに帰ったかは口にしない。

「ええ」

「離婚するの？」

「するわ」

「そう」

「あなたは私と一緒よ」

「これまでと同じだね」

「そう、ね」

　うなずいて、母さんは付け足しのように訊きいた。

「受験はどう？」

「進んでるよ」

「父さんみたいにならないでね」

　これだけで家族の重要な会話は終わった。母さんはそれ以上何も言わずにドアを閉める。

　もうこれ以上の話はないだろう。母さんも父さんもボクに何も期待していないのか、ついてくるだろうとしか思っていないみたいだ。ボクも何も言うつもりはない。考えても無駄だから。

　ヘッドセットをかぶってイスに座ると、スイッチを入れた。

　ブンッと音がして視界が暗くなり、気がつくと外にいた。視界がおかしい。天地が逆さまだ。

「よう。来たか」

　バードのつぶやきが聞こえて、ようやく状況が把握できた。

　今いるのは宿の裏側のようだ。バードは上半身裸になってトレーニングの最中だったのだ。足首を縛って、木の枝から逆さに吊つるされてる。そして、腹筋を使って上半身を持ち上げていく。もの凄すごいパワーだ。

「今日は来ないかと思ったぞ」

　ちょっと色々あってさ。

　考えてることを悟られないように考えないようにしながら答える。

　とりあえず、アクセスは問題なくできるのはわかってホッとした。壊れるんじゃないかと心配していたんだ。

「どうした？　何か心配事でもあるのか？」

　ううん、別に何もないよ。

　できるだけ普通に答える。

「そうか？」

　バードは首をかしげた。答える最中も動きを止めない。

　いつも夜にこんなことやってるの？

「体は放ほうっておきゃなまるからな。朝昼晩の三回動かすのが日課だ」

　朝もだったのか。ボクは朝にはアクセスするような余裕なかったもんな。

　でも、そんな体してたら、もういいじゃん。

　視界に入ってくる六つに分かれた腹筋と分厚い胸板を見ながらそう思う。

「体はすぐになまるぞ。シズカの世界じゃ鍛えなくても生きていられるのか？」

　鍛えてる人もいるけど、そこまでしなくても大丈夫だし。

「のんきな世界だな」

　悪かったね。

「いや、うらやましい。オレみたいな悩みもないんだろうな」

　珍しく、バードは素直につぶやいた。

　でも、悩みってなんだろ？

「オレはもう寝る」

　ボクの疑問を無視するように、バードは上半身を持ち上げると、足首を縛ったロープをほどき、一回転して地面に降りた。体操選手並の身軽さだ。

「明日は陛へい下かが出しゆつ立たつされる」

　え？　それじゃ王女様も？

「残念だったな」

　そ、そんなんじゃないよ！

　バードの声に冷やかしを感じて慌てて否定する。

「ま、おまえの趣味は悪くない」

　そう言うと、バードは水に濡ぬれたタオルで汗をふき始めた。そのまま宿に戻り、ベッドに潜り込む。

「それじゃな」

　わかった。おやすみ。

　素直に答えると、ボクは何も考えないようにした。

　すぐにバードは寝息を立て始める。もの凄すごく寝つきがいい。

　一〇分ほど余裕を見てから体を動かしてみた。

　問題はなさそうだ。慣れたせいか、昨日よりも動きやすいくらいだ。

　宿を出て、外に出る。さっきまで灯ともっていた宿の前の松たい明まつも消えている。月明かりしかない暗くら闇やみだ。昨日よりも雲が多いせいで暗く感じられる。

　村長の家に向かったものの、バルコニーには誰だれの姿もない。毎日王女様がいるわけないよな。

　がっかりしたけど、そうそう上う手まくいくわけがない。せっかくだからもうちょっと遠くまで足を伸ばしてみようか。

　あれ？

　視界の隅で人影が動いた気がした。

　暗闇の中を目を凝らして見ると、誰かが茂みの中にいた。

　こんな時間に出歩く人がいるなんて意外だった。見張りとか警備の人だろうか。だったら見つかったらまずいよな。

　そう思ったけど、なんとなく動きがヘンだ。隠れて様子をうかがってるような――って、昨日のボクと同じじゃないか。

　まあ、王女様に会いたいって気持ちはわかるからなぁと少し共感してしまう。

　と、人影が動き出した。

　ちょっと後を尾つ行けてみよう。

　悪いた戯ずら心でそんな気になった。

　今夜は雲が多いせいでかなり暗い。輪郭から大人の男だってくらいしかわからなかった。ちょっと背が低くて肩幅が広いのが特徴的だ。

　後をつけられていないか確認しているのか、頻繁に後ろを振り返る。そのたびにこっちは硬直してしまう。

　さらに尾行ていくと、なんかヘンなことになってきた。

　村の外に向かっているみたいだ。

　意外な気がした。どうせ村人の誰かだと思っていたのに、違うようだ。ひょっとして、こないだの剣を取り上げられた男たちだろうか。でも、王女様とは関係なさそうだったし、第一背格好が違うし。

　そうこうするうちに本当に村の外に出てしまった。どこに行くつもりなのか、何の用があるのか。

　考えてみたら、この世界の治安というか危険度を知らないのに気づいた。

　野犬とか狼おおかみとか下手したらモンスターとか、人を襲う生き物がいるのかどうか知らない。どう考えてもひとりで出歩くのはマズいよな。

　そう考えると急に不安になってきた。

　なんせ素手なのだ。

　使えるかどうかわからないけど、剣でもあればまだマシに思えるのに、何もない。

　引き返そうか。

　そう思った時、道の上に何かが見えた。

　さっきの男が歩いていったところだ。

　どうしよう？

　好奇心は抑えられなかった。ちょっと行って戻ってくるだけなら何の問題もないよな。

　自分にそう言い聞かせ、足早に村の外に走る。男の姿はすでになくなっていた。どこかで道をそれたんだろうか。

　一応周囲を確かめてから、地面を見る。

　何だ、これ？

　道の端に小さな筒のような物が顔を出していた。道に沿って六個くらい一定の間隔に並んでいる。見れば道の反対側にも同じようにある。草で見えにくいようになっているけど、新しいものに見える。

　動物を捕まえる罠わなだろうか。でも、こんな村に近いところを動物が通るとは思えない。

　村を守るお守りみたいなもんだろうか。

　そう考えて可能性が思い浮かんだ。きっと女王の歓迎に使ったものだ。いや、女王がやってきたのとは逆方向だ。ということは明日出ていく時に使うのかもしれない。

　何をするんだろ？

　指でつまんで持ち上げたらスポッと抜けた。力のコントロールが上う手まくいってないんだ。あんまり勢いよく抜けたので手から飛び出して地面に転がる。

　あ、ヤバい……。

　じっくり見る余裕もなく、拾い上げた筒を穴に戻そうとして困った。

　どっちが上だったっけ？

　わからない。

　バレるなよと祈りながら適当に差し込む。

　何だろ、打ち上げ花火みたいな感じだけど、まさかこの世界に火薬があるわけないし。

　考えていたら、いきなり背後に足音が聞こえた。

　リアルのボクなら聞こえなかったかも知れない。それくらいかすかな音だった。

　モンスターかと思って、必死で動いた。バードの体で全力で動いたのは初めてだったからどうなるとか全然考えていなかった。

　ボクの体なら横にゴロンと転がったくらいだっただろうけど、バードの体は思いっきり横に跳んでいた。二メートルは動いている。二回転して周囲に目を走らせる。

　迫っていたのはモンスターじゃなかった。人間だ。小柄な影がボクがいたところにうずくまっていた。

「だ、誰だれだっ!?」

　声を上げてから慌てて口をつぐむ。向こうもそうだけど、こっちも見つからない方がいい立場だった。

　影は立ち上がると手を振り上げてボクに向かってきた。

　武器を持ってる!?

　月光を反射したのは間違いなく金属の武器。

　背後から跳びかかっただけじゃなかった。ボクを、バードを刺し殺すつもりだったんだ。

　身を翻ひるがえして逃げようとした。が、相手は追ってくる。こっちはバードの体だからスピードが出せない。すぐに追いつかれてしまった。

　背後で腕を振る音。

　刺される！

　パニックになったボクの足がもつれた。ダイビングするみたいに草むらに飛び込んだ。

　相手が押しかぶさってくる。

　顔が見えた。さっき見た男だ。

「く、来るなっ！」

　叫びながら思いっきり突きだした拳こぶしが相手の頬ほほに当たった。まぐれもいいとこだ。

　ガツンと大きな音がしたけど、触しよつ覚かくがないからこっちには痛みも衝撃も伝わらない。

　男はのけぞってサッと飛び退のくと、そのまま暗くら闇やみにまぎれて消えてしまった。

　どうしたんだと思っていると、

「何の音だ？」

　近くの民家から声が聞こえた。おかげで男が逃げたんだ。

　ボクは感謝しながら、見つからないように身をかがめて宿に戻った。あちこちにすり傷が出来ている。バードがおかしく思わなければいいけど。

　後で考えれば、これが分岐点だった。

　ログアウトした時、二時間が過ぎていた。

　改造成功に喜んだボクにはその時そんなことを考えている余裕はなかった。



    

  
    
      


２：‥波乱にアクセス
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　ＦＬ：‥Ｓｉｍが届いて五日。

　早い人だとモニターテスト六日目になる。ネット上では色々な情報が飛び交っていた。

　単純な感想もあれば、向こうでの出来事や白熱した議論もある。評価については賛否両論で、一日で放ほうり投げた人もいるかと思うと、改造して一日中向こうの世界で過ごす人もいる。いかがわしいネタも当然あふれてる。



　――裏情報だけどな、ＦＬ：‥Ｓｉｍを開発した会社って《一の界》って宗教団体が設立したらしいぜ。

　――マジ？　ひょっとして洗脳装置とか（笑）

　――やべーぜ、おまえら。



　こんな、どう考えてもおかしい書き込みも多い。

　朝起きて、最初にネットに入って見たのがこんな書き込みじゃ気分が悪い。

　家うちを出るまで二〇分くらい時間がある。ちょっとアクセスしてみようか。ひょっとしたらそろそろ女王が出発する時間かもしれない。王女様の顔を見るのも最後になるかもしれないわけだし。

　そう考えるといても立ってもいられない。すぐにヘッドセットを装着してスイッチを入れた。

　いつも通りに視界が暗くなり、視覚が戻ると、遥はるか前方には馬車があった。

「いいところに来たな」

　バードがつぶやいた。宿の入り口に立っているらしい。馬車まで五〇メートル以上ある。

「これから陛へい下かが出しゆつ立たつされるところだ」

　もうちょっと前に出てよ。

「贅ぜい沢たく言うな」

　バードが舌打ちをする。

　いいじゃないか。ケチ。騒ぐぞ。

「もうその手は食わねーよ」

　もうちょっとだけ！

「うるさいぞ」

　多分、思いっきり顔をしかめてるんだろうな。

　と、その時、明るい声が飛んできた。

「バード、見送りに出ないの？」

　列の後方にいたアルがこっちに手を振っていた。アルはいつも楽しそうだ。

　ほらほら、アルが呼んでるよ。

「わかってる」

　ブスッとした声で答え、バードは面倒そうに声を上げた。

「オレはいい」

「どうして？」

　アルが駆け寄ってきた。

「別に見たくもねーしな」

「不ふ敬けいなヤツねー」

　アルは腕を組んでバードをにらみつけた。ボクがにらまれてるみたいで居い心ごこ地ちが悪い。それだけじゃなくて、押し上げられた胸が強調されて目のやり場に困る。

「これくらいじゃ不敬罪にゃならねーだろ」

　バードはそんなボクの気持ちにはお構いなしにアルを見つめ返した。

「ま、いいけど。リジアは？」

　アルがバードの背後に向かって声をかけた。いつの間にかリジアが後ろに立っていたらしい。

「遠慮する」

　肩越しにいつもの通り素っ気ない返事が聞こえた。

　その間に馬車の列が村を出て行く。行きと同じく、先頭に騎馬二頭、三台の馬車の二台目に女王、三台目に王女だ。左右に二頭ずつの騎馬。しんがりにもう二頭。

　あーあ、見納めか……。

　聞こえよがしにため息をついてやる。

　なんだか、椎しい名なが遠くに行ってしまうみたいで良い気分がしない。もちろん勝手な思いこみなんだけど。

「うっとうしいヤツだな、まったく……」

　バードがハエを追い払うように手のひらを目の前でひらひらと動かした。それからため息をついて、道に向かって足を踏み出す。

　ありがとう！

　ボクがそう言った時――。

　ドンともバンともつかない音が轟とどろいた。

「何だっ!?」

　バードの視線は自然と音のした方に向けられていた。

　村のはずれ――馬車が出ていった方向から煙が立ち上っていた。

　な、なにっ!?

　ボクが考えるより早く、バードは駆け出していた。

「どけっ！」

　意外なほど切迫した叫びを上げ、バードはこっちに向かって逃げてくる人垣をかき分けて道に向かった。

「魔法だっ！」

「呪のろいだっ！」

　てんでに声を上げて逃げまどう村人たち。

　軒下ではクルックが甲高い鳴き声を上げて飛び跳ねている。

　ようやく道に出たところで目にした光景は無惨なものだった。

　三台の馬車は激しく燃えていた。クルックはすでに身動きしていない。八人いた騎馬の兵士も吹っ飛ばされて、最後部のふたりだけがなんとか動いている。前の二台の馬車はひっくり返っただけじゃなくて、破壊されている。あれじゃ、中の人間は――。

「アル！　リジア！」

　バードが叫ぶより早く、ふたりは駆けつけていた。

「水を持ってくるんだ！　おまえたちもだ!!」

　呆ぼう然ぜんとしている数人の村人に怒鳴りつける。

「急げっ！」

　バードは炎を上げる馬車に向き直った。

　さっきまであれだけ女王に敬意を払ってないみたいだったのに、もの凄すごい反応の速さだ。口ではああ言ってたけど、本当は違ったみたいだ。

　でも、どうしよう？

　考えてすぐに否定する。こんな事件が起こったのに止やめられるわけないじゃないか。臨時休校決定。

　何もできないからただの野や次じ馬うまと同じだけど。

　王女様はどうなったんだろう？　これじゃダメ――。

「やかましいっ！」

　不意にバードが感情むき出しの声を上げた。

「黙って見てろ！」

　最後尾の騎馬に駆け寄ると、倒れて呻うめいている兵士が落とした槍やりをつかんだ。そのまま馬車に近づいていく。

　燃えさかる馬車に棒を叩たたきつけ、炎を振り払うとする。それくらいでは消えるわけがない。

「バード！」

　炎の轟ごう音おんに敗まけないリジアの叫びが聞こえる。振り返ると、両手に桶おけを下げているのが見えた。

「オレに水をかけろ！」

　リジアは桶に入った水をバードの頭からぶっかけた。

　え？　何すん――。

　尋ねるより早く、バードは炎の中に飛び込んだ。視界はオレンジ色に染め上げられる。

　ボクには熱気は感じられないけど、炎と煙だけでも充分すぎた。すぐにでも逃げ出したいくらいだ。

　そんな中をバードは身を低くして進み、倒れている人影を見つけた。王女セーディアだ。動いていないから、生きているのかどうかわからない。その隣には侍女も倒れている。

「大丈夫か!?」

　ぐったりした王女と侍女を抱え上げ、バードは馬車から飛び出した。

　同時に左右から水が浴びせられる。

「頼む！」

　バードがふたりをリジアとアルに託し、残る二台の馬車に向かう。しかし、どう見ても前の二台は手遅れだった。燃え方がこっちの比じゃない。すでに焼け落ちている。

　目の前で木のはぜる音がして、女王のいた馬車は崩れ、完全に形を失った。

「もう遅い！」

　リジアがバードの腕をつかんだ。それをふりほどいて進もうとするバードだが、炎の勢いがそれを遮る。

「くそっ！」

　バードは激しい口調で吐き捨てた。

　これがさっきまで不ふ敬けいだのなんだの言ってた同じ人なんだろうか？　実は女王に忠誠を誓ってたとか？

　村人たちがようやく集まって、桶おけに入った水を燃える馬車にかけ始めた。護衛の騎馬兵も三人が助け出され、手当を受けに村長の家に運び込まれていく。

「王女の様子は？」

　ようやく気を取り直したか、バードが誰だれにともなく訊きく。答えたのはアルだ。

「怪け我がはたいしたことないみたいよ。二、三日休めば大丈夫だって」

「そうか、よかった……」

　安あん堵どのため息をついて、力が抜けたようにバードは膝ひざをついた。

　ひょっとして、王女が好きだったのかな？　身分違いの恋で悩んでるとか？

　ボクの考えを断ち切ったのは背後から聞こえたアルの悲鳴だった。

「バード、ひどい怪我じゃないのよっ！」

　ボクじゃ見えないし、感じないけど、怪我をしてるらしい。

「手当しよう」

　リジアがバードに肩を貸して立たせた。リジアとは身長差がそれほどないから肩を貸してもちょうどいいくらいだ。アルじゃ低すぎるし、リジアの方がお似合いかも。そんな不謹慎なことを考える。

　木陰のベンチにバードを座らせると、リジアは腰の小袋から何かを取り出した。

「ちょっとしみるぞ」

　言いながら背中に何かを塗り始めた。バードが小さく呻うめく。かなり痛そうだ。

「あなたはよくやったわ」

　リジアが珍しく優しい声でささやいた。どんな顔をして言ったのか見てみたかったけど、バードは目を閉ざしてしまった。

「ちょっと休ませてくれ……」

　それだけ言うと、バードはそのまま気を失ってしまった。

　さすがに気を失ったバードが歩き出したらおかしいだろな。

　王女がどうなったのか気になったけど、ボクは黙ってログアウトするしかなかった。
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　戻ってきたら一時間が過ぎていた。

　当然、今から学校に行っても遅刻だ。

　まあ、いいか。

　そう思って制服を脱いでスウェットに着替えた。

　でも、ヘビーな展開だったなぁ。

　爆発で女王の乗った馬車が破壊。女王は多分助からなかったろうけど、バードの活躍で王女は助かった。これからどんな展開になるんだろう。

　炎に飛び込んだ時は思わずログアウトしようかってほどリアルで、現実にいるボクの体が燃えてないかと後で確かめたほどだった。最初は不満だったけど、触しよつ覚かくや嗅きゆう覚かくまで再現しなかったのは正解かもしれない。あれでもし感覚がキャラと共有できてたら、ショック死してたかもしれない。

　昼頃ごろまで待ってアクセスしよう。バードの傷が治らないといくらなんでもかわいそうだし、怪け我が人が動き回るのはおかしい。

　そう決めたら睡魔が襲ってきた。

　このところＦＬ：‥Ｓｉｍに時間を使ってたし、元々睡眠時間は多くない。これでも受験に失敗しないように勉強だけはしてるから。

　ベッドに潜り込んでそのまま眠ってしまった。

　何か夢を見たようだけど、覚えてない。あまりいい夢じゃなかったのは、起きてスウェットが汗に濡ぬれていたことでわかる。母さんと父さんが怒鳴りあっていたような印象がある。四年前に見た光景だ。あの後、ボクには一言も説明なく、ふたりは別居してしまった。

　なんで、そんなこと今頃思い出さなきゃいけないんだよ。

　気分が悪くなってきた。

　あんな自分勝手な連中のことなんか、考えたってしょうがないじゃないか。

　時計を見ると、もう一二時を回っている。

「何か食べるかぁ」

　向こうに行って食事時だったりするとおもしろくない。キッチンに行ってラーメンを見つけると適当に薄く切ったにんじんとキャベツを加えてお湯に放ほうり込んだ。数分で調理完了。食事完了。

　余裕ができたところでヘッドセットを着けてログイン。

　バードは食堂のイスに腰掛けていた。

「来たのか……」

　力なくつぶやく。

　周囲には誰だれの姿もない。

　怪け我がは大丈夫？

「ああ。たいした火傷やけどじゃないさ」

　どうなったの？

「確かに神の使いなんかじゃないな。それなら訊きく必要もないからな」

　そう言っただろ？

「女王は助からなかったが、王女は無事だ。少し怪我してるが元気だそうだ。隣にあるサディの街から王女の護衛と査さ察さつ士しが派遣されるはずだ。反体制派が起こした事件かもしれないからな。査察士の仕事だ」

　バードも査察士なんだろ？

「その場にいたオレも査察対象だ。調査はできない。だからこうやって時間をつぶすしかやることがないんだよ」

　ふてくされたように答える。

　だいたい査察士って何？

「そんなことも知らねーのか？」

　ボクの質問にバードは思いっきりバカにした声を上げた。

　知らないものは知らないよ。

「リジアにでも訊けと言いたいところだが、そうもいかないか」

　しょうがないなと、バードはささやくように説明してくれた。

　前に聞いたようにこの国は貴族が鋼の武器を持つことを禁じている。持つだけじゃなく、それを使う技術を習得するのも同じだ。査察士はそれを調べる警察のような役割をしている。

　さらに管轄内の事件を調べる権限もある。ただし、バードのような王都にいる自由査察士は管轄がなく、命令を受けて地方に派遣される。今回は西方のとある貴族の査察に向かう途中だったらしい。

　査察する側が査察されるのってマヌケだよね。

「やかましい」

　いらついた声を歯の間から押し出すバード。

　それじゃ、他ほかの査さ察さつ士しが取り調べするのか。村の人は大丈夫なの？

「女王の護衛は護衛の兵士の仕事だからな。責任を取るなら護衛だろ。もっとも隊長は死んじまったし、生き残りの二人も大ケガしてるからな」

　そうなのか。王女様が助かったのって奇跡なんだな。

「奇跡か……。確かにそうかもな。三台目の馬車だけ被害が少なかったのは確かだ」

　状況を思い出したのか、不思議そうに言うバード。

　そういや、アルとリジアは？

「あいつらは査察士を迎えに行ってる」

　てか、あの人たちも査察士でしょ？

「正確には違う」

　え？

　バードの口調がふっと素っ気なく、いや、さげすんだような感じになった。

「多分、あいつらはオレの――」

　その時、クルックの足音が聞こえてきた。バードが音の方に視線を向けると、村の入り口から四頭のクルックが駆けてくるのが見えた。先頭のアルが声を上げる。

「バード、来たよー」

「早かったな」

　イスから身を起こし、バードはクルックからひらりと舞い降りたアルを迎えた。

「まあ、事情が事情だから飛ばしてきたわ」

　アルの背後にふたりの男がいた。

　片方は黒髪で精せい悍かんな体育会系の男。まだ見たことのないバードもこんな感じかなって印象。袖そでから出た腕の太さはバード以上だ。

　もう片方は背が低くて、襟えりの高いマントで顔が半分隠れていてどんな顔かわからない。

「こちらがサディの査察士の――」

　アルの声を遮って黒髪の査察士は手を掲げて挨あい拶さつしてきた。

「久しぶりだな、バーディル」

　バードは笑い声を上げて手を差し出した。



    

  
    
      



    

  
    
      「レグス！」

　一瞬、相手の手が止まったが、すぐに握り返してきた。バードの動きが急に止まる。何か感じたみたいだけど、ボクにはわからない。

　妙な間があって、バードが何か言いかけたところで脇わきから声が割って入った。

「えーっと、知り合い？」とアルがふたりを交互に見て訊きく。

「ああ、学校の悪友だ」

　バードはうなずいた。

「こいつは私のお目付役のキーンだ」

　レグスは背後の男を親指で示した。が、キーンと呼ばれた男は軽くうなずいただけ。こっちを見る目がなんかイヤだ。こういうのにはボクは鋭い。

「口数の少ないヤツでね。気にしないでくれ」

　苦笑混じりに言うと、レグスはバードに座るように促した。

「怪け我がはいいのか？」

「たいした火傷やけどじゃない」

「そうか。で、さっそく仕事だ」

　レグスはバードの目を見て言った。

「状況はアルレーナから聞いた。おまえが付け加えることはあるか？」

「いや、オレが現場に着いた時にはすでに爆発が起こった後だからな。アルの方が詳しいだろう。不審な人物も周囲には見かけなかったと思う」

「なるほどな」

　レグスは唸うなって、急に話題を変えた。

「おまえ、西に仕事があったんだよな？」

「ああ、そうだ」

「なら、どうしてここに四日も余計に逗とう留りゆうした？」

「着いた翌日に陛へい下かの行ぎよう幸こうを知ったからな。陛下の先に行くわけにもいかないだろう。オレはともかく、他ほかのふたりはオレより陛下に対する畏い敬けいの念が強いしな」

「それだけか？」

　レグスはジッとバードを見つめた。小さな変化も見逃さないという視線だ。これじゃまるで――。

「おい、オレを疑ってるのか？」

「いや。しかし、全員を疑うのが私の仕事だからな。悪く思うな」

　そう言いながらもレグスの視線はバードの反応を見逃すまいとしているようだ。ボクをジロジロ見られてるみたいで居い心ごこ地ちが悪い。

　何か取り込んでるみたいだから、出直してくるね。

　当然ながらバードからの返事はなかった。

　ログアウトすると、二時過ぎだった。学校はそろそろ六時間目だ。

　すぐにパソコンを起動していつもの掲示板を見に行った。

　今度こそ、ボクと同じような状況になってる人がいないか、聞いてみよう。そうでもしないと不安でしょうがない。

　が、目にしたのはもっと不安感を煽あおるような書き込みだった。



　――おまえら、ＦＬ：‥Ｓｉｍはヤバいマシンだぜ。オレはブラックボックスを開けるのに成功した。中にはディスクドライヴもハードディスクも入ってない。メモリもせいぜい五一二メガだ。後は正体不明の機械だけ。絶対ヘンだ。オレは抜けるぜ。



　ニックネームはいつも書き込んでる常じよう連れんだった。これまではウソを言ったことのない人だけに、他ほかの人たちの反応も微妙だ。簡単に冗談だと片づけられない雰囲気がある。

　どういうこと？

　ちょっと整理してみる。

　ＴＶゲームもパソコンも基本的には同じだ。コンピュータの心臓部はＣＰＵとかＭＰＵとか言って、プログラムを計算する。ゲームもプログラムだ。メモリはそれを一時的に記憶したりして助ける。ハードディスクはメモリの役割も果たしながら、プログラムを格納する。ディスクドライヴはＣＤ―ＲＯＭやＤＶＤ―ＲＯＭからプログラムを読み込む。

　でも、ＦＬ：‥Ｓｉｍにはディスクドライヴどころか、ハードディスクもないって言う。多分、メモリに書き込まれてるんだろうけど、あの世界全部をプログラムにして入れるには五一二メガのメモリじゃ小さすぎる。こんなの子供にだってわかる。普通のゲームが入ってるＤＶＤ―ＲＯＭは何ギガもあるんだから。五一二メガっていったら、その一〇分の一しかない。

　それじゃ、一体あの世界は何なんだよ？

　まさか……。

　思いつきを笑って否定しようとした。

　まさかそんなわけはない。あれが全部現実だなんて。

　でも、笑いは凍りついたように出てこない。完全に否定できない自分がいる。

　あれが現実だと考えた方がしっくりくる。

　バードもアルもリジアもセーディアも本物の人間っぽすぎる。今までゲームであんな自然な反応をするキャラなんか見たことない。

　ということは、女王は本当に死んでしまったことになる。ボクは目の前で人が死ぬのを見てしまったんだ。

　ありえないよな……。

　そう考えながら否定できない。そう考えた方が納得できるから。

　ボクはどうしたらいいんだろう？

　混乱する頭を抱えながら、ボクはＦＬ：‥Ｓｉｍの黒い筐きよう体たいを見つめ続けるしかなかった。
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　夕方になってようやくもう一度アクセスする気になった。

　本当にあの世界は現実なのか、現実ならどこにある世界なのか。それを知りたかった。

　それに王女がどうなったのか確かめたかった。椎しい名なに似てるからというだけじゃなくて、心配だった。もし、あの世界が現実なら、王女は母親を失ったことになる。プログラムなら悲しいなんて感じないだろうけど、生身の人間なら別だ。

　こことは別の世界に住んでいる母親を殺された同じくらいの年の王女――。

　どんな気持ちでいるんだろう？

　それにバードはどうなったんだろう？

　そんなことを考えていると、いても立ってもいられなくなってきた。

　陽ひが落ちる前の五時一五分。

　ボクは今日三回目のアクセスをした。

　少しでもいい方に進んでいるのを期待して――。

　目に映る光景はログアウトした時とほとんど変わっていなかった。バードは宿の一室に座ったままだった。

　えっと、何か変わったかな？

「いや」

　バードは短くつぶやく。

　わかったことは何かある？

「たいしてない。陛へい下かを襲ったのはやはり魔法だ。路肩に仕掛けられた炎の魔法が襲ったらしい。幸いなのは最後の魔法は失敗したのか、不発で、おかげで王女の乗った最後尾の馬車は被害が小さかった」

　え？

　ボクは思わず内心で声を上げていた。ひょっとして昨日の晩に見つけたのが魔法の罠わなだったんだろうか？

　それってひょっとして筒みたいなもの？

「らしいな。おまえ、何か知ってるのか？」

　そうじゃないよ。ボクの世界にある花火ってのに似てるのかなと思ってさ。

　何とかごまかす。バードの体を勝手に動かしてたのがバレたらマズい。でも、そのおかげで王女が助かったんなら許してくれるだろうか？

　そう考えたけど、やっぱり黙ってた方がいいよな。

　それで、バードはここから出られないまま？

「そうだ」

　不機嫌に吐き捨てるバード。

「あの野郎、友人になんて仕打ちをしやがるんだ」

　レグスって人は学校の友人？　何の学校だったの？

「査さ察さつ士し養成だ」

　それって難しいの？

「まあな。オレは否いや応おうなしに入らされたけどな」

　そうか……。ボクと同じで他ほかに道はなかったんだね。

「なんだ、おまえも学校に行ってるのか？」

　うん。母さんに入る学校を決められた。来年はまた別の学校に行くし。

「はあ？」

　バードは予想外に大きな声を上げた。ついでにトドメの一言。

「おまえ、バカか？」

　バカって何だよ？

「バカはバカだ。それくらいで文句言うな。自分で決めろ。それともおまえの母親は化け物か？」

　そんなことないけど……。反対できるわけないだろ。

「できるわけない？　したら殺されるのか？　そんなことはないだろうが？」

　それじゃ、バードが養成学校に入ったのはどうしてだよ？

「おまえには関係ない」

　だったら、ボクがどうしたってバードに関係ないだろ。

「甘えてんじゃねーっつんだよ」

　バードの口調がいらいらした感じになった。

　ボクは甘えてなんか……。

「甘えてない？　ふん、おまえの世界はどこまでも平和なんだな」

　バードが吐き捨てた。

「オレには他に選択肢なんぞなかったんだ。これ以外に生き残る道はなかったんだ。これを断っていれば死んでたんだ」

　バードの声は重く、真剣で、ボクに突き刺さった。聞いていて鼓動が早くなった。怖いセリフだった。

「殺される可能性がおまえにあったか？」

　それは――。

「ないんだろう」

　バードはフンと鼻で笑った。

「おまえにはわからないさ。その方が幸せだ」

　その口調があまりにも疲れたように聞こえたので、ボクはよせばいいのに聞き返してしまった。

　いったい、何があったの？

　しまったと思ったけど、バードの返事は意外に穏やかだった。

「そのうちな。オレが話す気になった時におまえがいればだ」

　う、うん……。

　うなずくしかなかった。

　と、その時、力強いノックが聞こえた。

「バード、いいかな？」

　レグスかと思ったらアルの声がドアの向こうからした。

「ああ」

　入ってきたのはアルとレグス、それにリジア。最後にキーンという男がドアを守るように立った。

　なんかイヤな雰囲気だ。感覚は限定されてるけど、こういう威圧的な空気だけは敏感に感じ取れる。

「どうした？」

　レグスに顔を向けたバード。でも、視界の隅に映ったアルの顔が強こわばっているのが見えた。なんだろ？

「バード、おまえに聞きたいことがあってな」

　レグスの言葉にアルが代わって尋ねた。

「バード、こないだの夜、どこかに出かけたよね？　どこ行ったの？」

「夜？　オレが？」

　バードは何のことかわからないで聞き返す。そりゃそうだ。こないだということは、ボクが魔法を見つけた時だ。バードは知らない。

「とぼけないで。あたし見てたんだから」

　アルがこっちをにらんで断言する。

「ちょっと待てよ。オレはどこにも行ってないって」

　バードは戸と惑まどって身を退ひいた。

「村長の家の回りをこそこそかぎ回ってたでしょ？」

「何だって？」

　話が妙な方向に進んでいる気がした。

「おいおい、なんでオレがそんなこと――」

「理由？　聞きたい？」

「ああ、聞きたいね」

「あんた、反体制主義の仲間なんじゃないの？」

「はあ？」

「この間から仲間と連絡取ってたんじゃない？　ひとりでいたはずなのに話し声がしてたし、これまでしなかったことが多くなったじゃない」

「あ、あれは――」

　バードは話しかけて口を閉ざした。ボクとしゃべっていたなんて信じてくれないだろうと思ったんだろう。

「言えないのか、バーディル？」

　レグスが勝ち誇ったような声で確かめる。

「違うっつってるだろ！」

　叫び返すバード。それが精一杯だった。

「それじゃ、納得できるように説明してちょうだい」

　アルの表情と口調がいつもと変わっていた。甘えたような調子は完全になくなり、強い調子で詰つめ寄ってくる。

「どうしてバードがそんなことをする？」

　それまで黙ったまま固い表情でバードを見つめていたリジアがアルに訊きいた。

「バードに訊けばいいわ。反体制派に担かつがれて女王に取って代わるつもりじゃないの？」

「何を言い出すんだ、アル!?」

「違うの？」

「なんで、オレがそんなことを考えるんだ？」

「あなた、自分の出自しゆつじを知ってるんじゃない？」

「え？」

　リジアが驚いた表情でアルを見る。

「あなたが女王の子だってことを」

　ええっ!?

　今度はボクが驚く番だった。

　でも、バードはまったく反応しなかった。それが正しいというように。

「やっぱり知ってたのね」

「ああ」

　アルの言葉にバードは短くうなずいた。

「だったら、動機はあるわよね。女王と跡継ぎの妹を殺害して、体制をひっくり返し、自分がその跡を継ぐ。そうじゃない？」

「バカなことを言うな！　王女を助けたのはオレだぞ!!」

　叫んでイスから立ち上がろうとしたバードにリジアがシャルムを突きつけた。

「それも芝居じゃないのか？」とレグス。

「何だと!?」

「拘束させてもらうぞ、バーディル」

　レグスが距離を詰つめてきた。

　ドアはキーンが固めている。武器を持った三人が相手だ。

　どうするのさ、バード!?

　その時、バードが取った行動にボクは思わず叫びを上げていた。

　バードはイスの背もたれに身を投げ出すと、そのままの勢いでひっくり返ったのだ。視界がぐるんと一回転する。

　起き上がると同時に身を翻ひるがえし、窓に向かって跳んだ。腕で頭をかばって頭から突っ込む。

　木の窓を突き破って、バードは夜の村に飛び出した。

「バード！　逃げてもどうにもならないぞ！」

　レグスの叫びが追ってくる。

「わけのわからん容疑をかけられて捕まれるか！」

　バードはもの凄すごいスピードで駆け出した。
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　バードの動きはもの凄かった。何がどうなったのか表現できないほどだ。

　テーマパークにある最新型のジェットコースターなんて目じゃない。しかも、もう陽ひが落ちた頃ころだから薄暗くなって、視界がかなり限られてきている。

　窓から出て村の出口に向かう方向にシャルムを構えた男がふたりいた。

「レグスのヤツ、オレを最初から捕らえるつもりだったんだな」

　つぶやくなり、バードは男たちに向かって突っ込んでいった。

　な、何する気だよっ!?

　刃物じゃないとはいえ武器を持った男ふたりと戦うなんて無謀すぎる。しかも、相手はすでにバードに気づいて身構えていた。

　が、バードは意に介さない。

　突き出されたシャルムの先端を手のひらですくうように受けると、バードはトンと軽く押した――ように見えた。

　ところが男はまるでコマみたいに半回転して背を向けてしまった。無防備な体勢だ。そこを蹴けりつけると、男は前のめりに吹っ飛んだ。

　もう片方の男はバードが相方の攻撃を受けている間に横殴りの攻撃を仕掛けてきた。

　視界の隅にかろうじて見えるくらいの動き。

　しかし、バードは完全に見えてるようにしゃがみ込んでかわした。

　凄すごい！　同じものを見てるのに、どうしてこんなに違うんだろ？

　驚くのはそれだけじゃない。さらにバードは片手を地面について足を伸ばして半回転。男の足を払って倒すと、その足に足をからめた。

　足の甲こうをつかんで全身で伸ばしながら軽くひねる。

　男の足からブチッと妙な音がした。声にならない男の悲鳴。これって筋肉が切れた音？

　すぐに立ち上がると、蹴けり倒された男に向き直る。

　シャルムを下から突き上げるように振るってアゴを狙ねらってきた。翻ひるがえって今度は頭。風を切って横殴りに先端が襲ってくる。

　バードは手のひらでトンとシャルムを上に打ち上げた。斜めに跳ね上げられた武器につられて相手の腕も上がる。

　がら空きになった男の胸に飛び込んだバードは手のひらを打ち込んだ。

　男はウッと一声呻うめいて、そのまま崩れ落ちる。

　全部終わるのに一分もかからなかった。

　凄すぎる……。

　絶句だ。

　バードはそのまま後ろも見ずに走り出した。向かっているのは村のはずれだ。

　ところが途中で方向を変え、五日前にやってきた方に戻り始めた。

　どうしたの？

「どっちに行ったかわかりにくくしてるんだ。レグスに効くとは思えないけどな」

　邪じや魔まはなく、村を囲む柵さくを乗り越えると、広大な畑に飛び込む。背の高い麦のような穀物が実をつけている。しゃがめば体が隠れるくらいだ。



［メレ――この世界の主食。パンなどの原料］



　こんな時にヘルプメッセージが間抜けに響く。

　村の明かりが見えないところまで来て、ようやくバードは足を止めた。

「何とか逃げたか」

　つぶやく。

　でも、バード、逃げたら余計に疑われるんじゃないの？

「何をのんびりしたこと言ってんだ!?」

　だって、何もしてないんだろ？　それとも、ホントは違う？

「おいおい、おまえならわかってるだろ？　オレに入ってんだから」

　でも、ずっと入ってるわけじゃないよ。ボクがいない時に何かやったってわからないじゃないか。

「あのな、いつおまえが来るかわからねーのに、そんな危険なマネできるか」

　それもそうか。

「だろ？」

　うん。疑ってごめん。

「わかりゃいいんだ」

　だったら、なおさら逃げないで説明した方がいいんじゃ？

「ああ、おまえはホントにめでたいヤツだな」

　バードはどうしようもないと大きなため息をついた。

「いいか？　オレは疑われたらもうおしまいなんだよ」

　どういうことかまったくわからない。まさか前科者？

　バードはいら立ったように付け加えた。

「そうじゃねー！　さっき、聞いたろ？」

　女王の子供だってこと？　あれ、どういうこと？

「そのまんまだよ」

　だったら王子ってこと？

「いいか？　この国に王子はない。そんな言葉も大昔に消えたままなんだよ」

　そう言われてもどういうことかわからない。王子がいないのは女王が治める国だからでしょ？

　バードはもう一度ため息をついてから、説明を始めた。

「それでも男は生まれるよな？」

　そうだね。

「生まれた男はどうする？　そのまま置いておいては争いの種になるかもしれない。反体制派が皆無じゃないからな。国王に担かつぎ上げて女王を追い落とそうなんて考えるヤツはいる。だから、オレは生まれてすぐに外に出され、監視され続けた。物心がついた時には査さ察さつ士しになる以外の選択肢はなかった。もっとも、オレだけじゃなく貴族の男はそれ以外の道はないんだけどな」

　貴族の男って、それじゃ全員が査察士になるって決まってるの？

「嫡子ちやくし――つまり、跡継ぎは一〇年間。他ほかは一生だ」

　選べないんだね。

「ああ。拒否は死か追放だ」

　その言葉にボクはバードがさっき怒った意味を知った。ボクは今の学校に入るのを断っても殺されるわけはない。次の高校だってそうだ。でも、バードは本当に他に道がなかったんだ。

　でも、どうして自分が女王の子供だって知ったの？

「人の口に戸は立てられないってな。たまたま立ち聞きした女どもの話で知ったんだよ。まあ、知ったところでどうする気もなかったけどな」

　それじゃバードは反逆する気なんてなかったんだ。

「オレはこのままがいい。国を治めるなんてやってられっか」

　心底から面倒そうに答える。

　そして、かすかに首を傾けて周囲の音を探る。気配が感じられなかったようだけど、バードは身を低くしたまま動き出した。ほとんど足音も立てずに小走りで進んでいく。

「一いつ旦たん疑われたら容疑は晴れない。というより連中は晴らす努力をしない」

　そんなバカなことあるの？

「誰だれが晴らすんだ？　誰がいる？」

　アルは？　リジアは？

「見たろ？　アルは密偵だ。オレを見張ってたんだよ。リジアはそうじゃなかったみたいだけどな」

　ため息をつき、バードはわからないと首を振った。

「それにしても、オレのどこを疑ったんだ？　疑われないように気をつけてたってのに」

　バードの言葉にボクは身を固くした。ボクのせいだ。ボクの勝手な行動がバードの人生を変えてしまったんだ。

　ね、ねえ、これからどうするの？

「わからん」

　バードは唸うなると、

「しばらく、ひとりにしておいてくれ」

　固い声でそうつぶやいた。



　ログアウトした時は夜中になっていた。

　時計は夜一〇時を指している。

　母さんはまだ帰っていなかった。これじゃずっと学校に行ってなくてもわからないよな。

　ご飯を食べながらテレビでも見ようかと何気なくリモコンのスイッチを押した。ちょうど始まったばかりのニュースを無視してキッチンに行こうかと立ち上がる。が、キャスターの発した単語に足が止まる。

　ＦＬ：‥Ｓｉｍと聞こえた。

　思わず画面に目をやると、キャスターがしゃべっている。

「このゲーム機はＦＬ：‥Ｓｉｍと呼ばれ、市販する前のモニターとして三万台が配布されたものです。まったく新しい形の娯楽というふれこみで話題を集めていましたが、脳に直接イメージを送り込むという行きすぎたシステムに疑問の声がありました。今回の事件により、メーカー側は――」

　テロップにニュースのタイトルが書かれている。そこにはこうあった。



　――ゲーム機で中学生昏こん睡すい状態



「うそ……」

　パソコンに飛びついてスイッチを入れる。起動するまでジリジリしながら、すぐにいつもの掲示板を見る。すでに大量の書き込みがあった。



　――昏こん睡すいって、なんか発作？

　――例の改造したって話だ。一日中アクセスしてたってよ。

　――ヤバいってのが本当になったな。

　――回収だろ、回収。

　――とっとけばプレミアつくかな。

　――闇やみで売れや。



　無責任な発言ばかり続く。

　ひょっとして、ボクみたいに相手の体を動かせる人がいて、そのせいで何か起こったんだろうか？　だとしたら、ボクも昏睡してた可能性がある？

　ボクは足元に置かれたＦＬ：‥Ｓｉｍを凝視した。

　今まで夢のマシンだったものが、急に不気味な黒い機械に見えてきた。
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　翌日、学校に行くと、廊下で雄ゆう二じから待ってましたとばかりに話しかけられた。

「死人が出たってな？」

　一番避けたい話題だ。思わず顔が歪ゆがんでしまった。

「死んでないよ」

「似たようなもんだろ。おまえも昨日死んだのかと思ったぜ。持ってんだろ、ＦＬ：‥Ｓｉｍをよ」

　からかってるのか本気なのかわからない。いつもなら気にならない言葉がどうしても気になって仕方がない。

「ただの風邪だよ」

「おまえが一日だけで治るなんてありえねーって。いつも今にも死にそーだろ」

　プチッとボクの中で何かがキレた。

「死ぬ死ぬゆーな！」

　雄二は驚いた顔でボクを見た。

「何だよ、マジんなって」

「何でもないよ」

　ボクは雄二に背を向けて教室に向かおうとした。が、甘かった。背後からガラリと口調の変わった雄ゆう二じの声が追ってきた。

「おい、オレにそーゆー態度でいいのかよ？」

　しまったと思ったけどもう遅い。こいつは邪険にされるとすぐにキレるんだった。

「何でもないんだってば」

　なだめるように言ったつもりだったけど、雄二はもうどうでもいいようだった。ボクをイジメる理由を見つけて嬉うれしくてたまらない顔だ。

「オレにＦＬ：‥Ｓｉｍをやらせたくねーから休んだんだろ？」

　雄二はボクを壁に押しつけると、襟えりをつかんでノドを締めつけた。遊んでるフリをしてるから、顔は笑ってる。誰だれかに見つかっても言い逃れができるからだ。

「わかってんだろうな？」

　雄二が拳こぶしを握りしめた。

　殴られる。そう思っただけで体は動かなくなってしまった。しかも、狙ねらいは顔じゃなくて、傷の見えない腹だ。

　その時、雄二の後ろから声が飛んできた。

「有あり森もりクン、先生が呼んでたよ」

　目を向けるまでもなく相手はわかった。椎しい名なだ。

　雄二は舌打ちしてボクを放すと、先に教室に向かっていった。

「あ、ありがとう……」

　ボクは襟を直して何でもないフリをすると椎名に向き直った。とはいっても、顔を見る勇気はない。

「どの先生？」

「ウ・ソ」

　その言葉に思わず椎名に目を向けてしまった。ペロッと舌を出して笑う椎名を凝視。

　多分、ボクはマヌケな顔をしてたと思う。

「なんか危なそうだったから。余計だった？」

「い、いや、そんなんじゃ……」

「よかった。バレないようにゆっくり戻ってね」

「う、うん……」

　椎名は先に教室に行ってしまった。

　助けてくれた礼も言えなかったのに気づいたのは、その姿が消えてからだった。

　まただ。

　初めてしゃべった時もまともな会話ができなかった。今度こそと思いながら、何もできない。

　次こそ。

　でも、次ってあるのかな？

　そんな気弱なことを考えてしまって落ち込んでしまった。

　でも、どうして椎しい名なはボクにかまうんだろ？　ひょっとしてボクに気があるとか？

　そんなわけない。

　ありえない。

　首を振って教室に向かった。



　帰宅したボクは郵便受けにあった郵便物と夕刊をまとめて部屋に持っていくと、スウェットに着替えた。

　バードはどうしてるだろうか？　まさか、捕まってたりしないよな。

　気になりながら、軽くご飯を食べた。それからアクセスの準備をする。

　いつものように暗転した視界が元に戻ると、見慣れない部屋に座っていた。宿じゃない。家具がもっと高そうだ。

　どこだ、ここ？

「来たのか」

　バードが口の中でつぶやいた。

　手が伸びてきて口を隠したってことは、捕まってるわけじゃないようだ。

　で、ここ、どこなの？

「グルシェス様の別荘だ」

　誰だれ、それ？

「まあ、西の地方にいる貴族のひとりだ。オレが王都にいた時、色々世話になったことがある」

　その人に捕まったわけ？

「いや、助けてもらった」

　助けるって、指名手配されてる人を？　そんなことしてマズくないのかな？

「オレがあんなことをすると信じてないんだろうな」

　そんなもんかな？

「疑ってもしょうがねーだろ」

　そう言って、バードはベッドに寝転がった。

　ボクの考え方がひねくれてるんだろうか？　それとも、この世界は本当に親切な人ばかりのファンタジーなんだろうか？

　バードがお人好しだって可能性もあるよね。

「なんだと？」

　なんでもないよ。

「なんとでも言え」

　そのまま、バードは目を閉じてしまった。

「昨日は疲れたからな。もう寝る」

　あれからどうしてたの？

「夜のうちに動いて、朝はずっと隠れてたさ。昼になってグルシェス様の手の者がオレを見つけて、接触してきたんで、ここにいるわけだ」

　すぐに信用したの？

「グルシェス様の顔を見るまでは信用しなかったさ」

　そんなに信用できる人なんだ。

「まあな。つきあいも六年以上になるしな。面倒見が良いので評判だ」

　そうかぁ。

「そういうことだ。それじゃおやすみ」

　うん、おやすみ。

　バードはすぐに寝息を立て始めた。相変わらず寝つきが良い。

　目を閉じられると何も見えないけど、音は聞こえる。ボクの耳じゃなくてバードのだからだろうか。外にも誰だれかがいるようなかすかな音が聞こえてきた。

　見張りだろうか？　客なら見張る必要なんてないじゃないか。

　なんか妙だ。

　ボクはバードの体を動かして立ち上がると、ドアの方に歩いていった。簡単なロックがしてあって、それを跳ね上げるとドアは抵抗もなく開いた。

　外は廊下が延びていて、右側は中庭になっている。手前に男がひとり立っていた。手にはシャルムという棒を持ち、どう見てもバードを監視しているみたいだ。

「何か？」

　男がボクの様子をうかがうように訊きいてきた。バードらしく聞こえるようにと祈りながら声を出す。

「いや、ちょっと小腹がすいてさ」

「では、何か持たせます」

　そう言いながら、前に立ちふさがる。これ以上先に進ませないという感じだ。

「わかったよ……」

　引き下がるしかないかぁ。

　そう思った時、横合いから渋い声がかかった。

「どうした？」

「グルシェス様」

　目の前の男が一礼して新しい男に向き直った。そこに立っていたのはいかつい感じの男。

　この人がバードの恩人ってわけか。

　何というか、服を着ているのに、下の筋肉が見えてきそうな感じだ。年齢はボクの父さんと同じくらいだと思うけど、迫力が全然違う。

「空腹とのことでしたので、食事をお運びしようかと」

「そうか。では、私と少しつきあってくれたまえ。ディン、用意を」

　グルシェスは誰もいないはずの背後に声を掛けた。

「かしこまりました」

　声を聞いてびっくりした。ディンと呼ばれた男はグルシェスの影から姿を現した。ホントに影みたいだ。こっちには全然顔を向けずに頭を下げて立ち去った。

　でも、今の男、どこかで見たような気がする。気のせいだろうか？　現実の世界でも結構いそうな感じだし。ヤクザとか暴力団とか、あんまりかかわりたくない人たち。

　それきり考える機会がなくなった。それどころじゃなくなったからだ。

　気がついたら口を挟むヒマもなく、グルシェスと食事をすることになっていた。

「食事の用意ができるまで久しぶりにやるかね？」

「やるって――」

　グルシェスの仕草を見てわかった。格闘だ。いくらバードの体だってボクにできるわけがない。中身が違うのがバレてしまうじゃないか。

「いえ、今はちょっと――」

「ふむ、老体が相手ではできんというわけか」

　グルシェスが不機嫌そうな顔をしたから、慌てて付け加える。

「い、いえ、そうではなくて、体が疲れてますから。明日にでも改めて」

「そうだな。昨日はひどい一日だったろうからな。いつもの体のキレもないようだ」

　ドキッとするようなことを言われた。やっぱり違うんだ。

　納得したように、グルシェスは先に立って歩き出した。ついていくしかない。

　どうしよう？

　額に汗がにじんでなければいいなと祈りながら歩いていく。そうでなくても体の感覚がないのに、雲の上を歩いてるみたいに不安だ。

　案内されたところは食堂のようだった。大きめのテーブルがあり、イスが八脚ほど並んでいる。テーブルにはすでにパンとシチューのような物が置かれてあった。ボクの分だけだ。促されるまま、イスに座る。

「今回の件については誠に残念でならない。もちろん君への嫌けん疑ぎもだ。私にできることはすべてしよう」

「ありがとうございます」

　頭を下げるべきかと迷って、うなずくようにしてごまかした。



    

  
    
      



    

  
    
      　グルシェスがワインか何かの入ったグラスを持って、テーブルの向かい側に立つ。



［ポルト――果実の発酵した酒］



　間抜けなヘルプメッセージだ。

「かまわずに食べてくれ」

　パンを手に取ると、ちぎって食べ始めた。結構固い。味覚がわからないのはバードの意識がある時と同じだ。でも、わかっても味わってる余裕はないだろうけど。

「王女が無事だったのは不幸中の幸いだったが、どうして失敗したと思うかね？」

　シチューを食べていると、グルシェスが尋ねてきた。

　ロールプレイングだ。役になりきって芝居をするんだ。

　自分に言い聞かせながらセリフを考える。

「多分、暗殺者が魔法に失敗したんでしょう」

　本当はボクが魔法の筒をいじったからだろうけど、それは言うわけにはいかない。言ったらバードにもバレてしまう。

「ところで、今回の君の任務は何だったんだね？」

　う、知らないことを訊きかないでよ。確か西の方に査察の任務があったって言ってたけど。

「いえ、それは――」

「そうか。査さ察さつ士しの任務は極秘だったな。忘れてくれ」

　あっさりと引き下がってくれて助かった。

　その後は黙々と食べるのに徹しようとしたけど、グルシェスがジッとこちらを見ているのに耐えられなくなった。何かしゃべらないと間が持たない。さんざん考えた末、思いついた。確かグルシェスの街ってもっと西だって言ってなかったっけ？

「今回はどうしてこちらに来られたのですか？」

　グルシェスはグラスをテーブルに置いて小さく咳せき払ばらいした。

「言わなかったかな。陛へい下かのご行ぎよう幸こうにあわせて王都から戻るところだったのだよ」

「そこで私の噂うわさをお聞きになったんですか」

「そうだ。凄すごい騒ぎだったよ。私の街の査さ察さつ士しも慌てておった。何といったかな、君の友人だったな」

「レグスですね」

　名前を覚えていてよかった。

「ああ、思い出したよ」

　うなずきながら、グルシェスはグラスを持ち上げて飲み干した。ちょうどボクも食べ終えたところだ。何とか逃げ出したい。ボクは手で口を隠してあくびをしてみせた。

「そろそろ眠った方がいいようです」

「そうか。私は夜にここを発たつ。ここには数名の部下を残しておくから、どうするか決めたら私の街まで来たまえ」

　グルシェスは先に立ち上がり、ドアを押し開けた。

「はい」

　ボクはほっと胸をなで下ろしながら席を立った。でも、バードの体をベッドに横たえるまで、気は抜けない。おかげでディンと呼ばれた男が柱の陰からこっちをジッと見つめているのに気がついた。

　あいつ、何なんだろう？　グルシェスの部下なんだろうけど。

　怪しいと思いながらも、緊張して深く考えられなかった。

　バードの体をベッドに横たえ、ログアウトすると、現実の椅い子すに座ったボクは思い切り安あん堵どのため息を漏もらした。

「真剣にロールプレイングすると疲れるなぁ……」

　実感だった。
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　夜になったけど、アクセスする気にならない。バードはまだ寝てるだろうし、見張りがいるから家の中を歩き回るわけにもいかないし。

　風呂から出てスウェットを着たのが日付が変わる頃ころ。

　寝る前にちょっとだけアクセスしてみるか。

　そう思ってヘッドセットをつけてみた。

　いつものように暗くなった視界が元に戻らない。一瞬慌てたけど、まだ寝てたのかと思い直した途端、

「なんだ、こんな夜に？」

　バードが寝ぼけたような声でつぶやいた。

　起きてたんだ。

「良い具合に寝てたんだぜ」

　ごめん……。

「まあ、いいさ」

　バードが目を開けても何も見えなかった。本当に真っ暗だったからだ。バードが寝た時、ランプも点つけてなかったから当たり前だ。

「どうせそろそろ動き出さないといけなかったからな」

　どこか行くの？　多分、見張りがいると思うけど。

「見張り？　そりゃいるだろうな。なんとでもなるさ」

　言いながら身を起こしたバードの動きが急に止まった。

　どうしたの？

「静かにしろ」

　ボクに音は出せないんだから、このセリフはおかしいんだけど、とにかく何も考えないようにした。

「外の様子がおかしい」

　バードは身を低くしてドアの脇わきに進んだ。今になってベッドに寝てなかったのに気づいた。床に座ってたんだ。だから眠りが浅かったんだろう。

　ボクには何も聞こえない。

「数人が庭を動いてる。こっちに来るな」

　誰だれが？　夜中だよね？

「だから怪しい」

　バードがそう言い終えるより早く、ドアの外にかすかな足音が聞こえた。

　息を飲んだ瞬間、ドアが勢いよく押し開けられた。

　ランプの明かりがベッドを照らし出す。布団が丸められて人が寝ているような形ができあがっていた。いつの間にあんなことをしたんだろう。

　ひとりがベッドに突っ込んでいった。もうひとりが部屋に足を踏み入れる。

　バードが陰から飛び出したのはそのタイミングだった。

　両足を伸ばして入ってきた相手を捕らえると、全身をひねった。足をすくわれた相手は前のめりに倒れる。

　その隙すきにバードは跳ね起き、外に出るとドアを閉めた。

　が、その前に立ちふさがったのは小柄な人影。

「アル……」

　バードのつぶやきに問答無用でブーダグの一いつ閃せん。

「信じてたのに！」

　身を低くしてかわしたバードは廊下から庭に飛び出しざまに声を上げた。

「なら、最後まで信じろ！」

「こんな状態でできるわけないじゃない！」

　叫んだアルも追ってきた。

　アルの武器ブーダグは接近戦用だ。離れてしまえば攻撃されることはない。

　が、行く手にはもうひとりいた。

　リジアだ。

　シャルムを低く構えてこっちをにらんでいる。

「投降して、バード」

　リジアが固い声で言いながら滑るように前進してきた。長く伸びたシャルムの先端にある金属カバーが鋭い光を放つ。

「したら終わりだってわかってるだろ」

　わずかな明かりの下でもリジアの顔が白いのがわかった。

　スッとリジアが距離を詰つめる。同時にシャルムの先端が跳ね上がった。

　バードは下がらない。代わりに左に回り込んだ。背後からアルが迫っているのを知っていたからだ。

　シャルムは翻ひるがえって横殴りに襲いかかった。バードがそっちに気を取られる。が、攻撃は前からだった。一瞬で持ち替えて、反対側の端が飛んできたんだ。

　バードはもう一度右に戻り、いきなりしゃがみ込むと後方に足を飛ばした。アルを狙ねらったんだろう。

　ところがこれが思いっきり空振りだった。アルは読んでいたのだ。

　次の瞬間、アルのブーダグが打ち下ろされた。

　ボクは反射的に目を閉じようとしたけど、そんなことはできるわけがない。が、殴られることはなかった。寸前で止まったのだ。

「バード、これまでよ」

　アルがブーダグを喉のど元もとに突きつけながら言う。

「さすがだな、アル」

「こんなので勝ったって嬉うれしくないよ」

　アルの声は震えていた。

　すうっとシャルムの先端がバードの眉み間けんに伸びてくる。

「バード……」

　リジアが何か言いたそうにジッと見つめている。

　と、そこにパチパチと拍手の音。

「さすがだな」

　声と共に現れたレグスがバードを見下ろした。

「バーディル、もう抵抗するな」

「オレは何もやってない」

　バードが唸うなる。

「それはしかるべきところで聞こう」

　レグスが指を鳴らすと、バタバタと部下が駆けてきた。部屋に侵入してきたふたりも入れて八人もいる。

「さっきの部屋に監禁しておけ。夜明けと共に移動する」

　部下に命令するレグス。

「残念だよ」

　最後にレグスがそう声をかけると、バードは問いかけた。

「ここにいた連中はどうした？」

「おまえの仲間はすべて捕らえて他ほかに移した」

　レグスは勝ち誇ったように答えると笑みを向けた。イヤな笑いだ。ボクも雄ゆう二じやその仲間に向けられたことがある。哀れなヤツという視線。

　バードは四人がかりで男たちに抱えられて部屋に運び込まれると、手足をロープで縛られてしまった。そして、ドアを閉められ、暗くら闇やみに閉じこめられてしまう。

　足音が去っていく。しかし、外には誰だれかが見張っているはずだ。

　仲間ってどういうことなの？

　そう訊きくと、バードは面倒そうに唸うなっただけ。

　グルシェスに見捨てられたとか？

「黙ってろ」

　やっと口を開いたと思ったら不機嫌に言うだけ。

　何か言わないと間が持たない。かといって、このままログアウトするのも落ち着かない。そんなことを考えて、よせばいいのに余計なことを言ってしまった。

　今さらなんだけど、バードって女王の息子ってことなんだよね？

「ああ、そうだ」

　でも、セーディアはそんなこと知らなかったんだけど。

　単純な疑問をぶつけたつもりだった。でも、それが致命的だった。

「当たり前だ。誰にも秘密で処理されてるからな。知るわけがないさ」

　そうかぁ。だから、わからなかったんだ。

「ちょっと待て。どうしておまえが王女と話せるんだ？」

　バードが怪け訝げんそうに尋ねて、ボクはようやく自分がミスしたのに気づいた。

「何か隠してるな？」

　問い詰つめられて、これ以上は隠せないと悟った。このままログアウトする手もあったけど、正直に言うしかない。何も言わないで別れるなんて、したくなかった。

　ごめん。ボクのせいなんだ……。

「なんだ、いきなり？」

　実は、ボク、バードの体を勝手に動かしたことがあるんだ。

「どういうことだ？」

　バードが寝てる時、ボクがバードの体を動かせるんだ。

「オレの体を動かせる？」

　夜に王女様と話をしたことがあるんだよ。

「オレの体を勝手に動かして出歩いただと？」

　うん……。

「セーディアのところに忍んでいったってのか？」

　うん……。

「それをアルが見てたってわけか？」

　そう、だと思う。

「おまえのせいなのか？　全部、おまえのせいだって言うんだな？」

　ごめん、バード。

　だんだん小さくなって穴に入りたい気分になってきた。目の前にバードがいたら声なんか出せなかったはずだ。

　ずいぶん長い間、バードは黙っていた。やがて、ぽつりと固い声でつぶやいた。

「二度と来るな……」

　歯を食いしばって、隙すき間まから押し出すような声だった。そして、いきなり立ち上がって叫びを上げた。

「二度とオレの中に入るな！」

　バードの表情は見えない。けど、それが余計に怖かった。

「すぐに出て行け！」

　バードは叫びながら、縛られてふたつ並んだ拳こぶしをベッドに叩たたきつけた。

　バキッと木が折れる音が響く。

　何ごとかと見張りの男がドアを開けて飛び込んでくると、バードを押さえつけた。さすがに手足を縛られては何も出来ない。それでももがきながらバードはひとりのアゴに拳を突き上げて倒してしまった。

　さらにふたりが部屋に駆け込んできた。さすがにこれ以上は何も出来ない。しかし、バードはもう一度叫んだ。

「今すぐ消えやがれっ！」

　ボクは何も言えずに、ただその場から逃げ出したくてアクセスを断ち切った。

　現実に戻っても、しばらく放心したまま机に向かっていた。

　何もろくに考えられない。ひどい話だ。ゲームのキャラに罵ののしられるなんて、笑うに笑えないじゃないか。

　積み上げられた郵便物が目の前にある。帰宅して郵便受けから取ってきた束だ。中にボク宛あての速達があった。

　ＦＬ：‥Ｓｉｍのメーカーからだ。開けてみると、回収通知だった。明日の夕方までに引き取りに来ると書いてある。

　あんな事件も起きたし、回収も決まったし、ちょうどよかったじゃないか。

　自分にそう言い聞かせながら、立ち上がってＦＬ：‥Ｓｉｍからケーブルを引き抜いて、束ねる。段ボール箱を持ってきて、ビニール袋に本体を突っ込み、スチロールのクッション材をかぶせて箱に入れる。ヘッドセットと電源ケーブルを隙すき間まに入れ、箱を閉める。最後に布テープでぴっしり梱こん包ぽうした。

　これで終わりだ。

　なんかわからないけど、涙が落ちた。

　もう二度と向こうの世界を見ることもないんだ。だから寂しいんだ。

　いや、そんなんじゃない。

　バードにひどいことをしたってのが悲しかった。

　バードともう話ができないってのが悲しかった。

　きちんと謝れなかったのが何よりも悲しかった。

　いつの間にかボクにとってバードが現実だとかゲームのキャラだとかは関係なくなっていたんだ。そんなことにようやく気づいた。
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　昨日の夢見は最悪だった。

　それも当たり前だ。あんなことがあったんだから。

　それに輪をかけたのが、朝っぱらから雄ゆう二じにからまれたこと。

「昨日は上う手まく逃げやがったな」

　後ろから首に腕を回され、反対側の手で腹を何度も突く。そんなに痛くないけど、何度もやられると後で気分が悪くなる陰湿な手だ。

「女のスカートの陰に隠れるなんて情けない野郎だな」

「そんなことしてないじゃないか」

「似たようなもんだ」

　からんでくる理由は簡単だ。雄二も椎しい名なに気があるから。

　このまま教室に着くまで殴られ続けたらおかしくなりそうだ。でも、ふりほどけるほどパワーないし、第一気力がなかった。どうでもいいやという気分だった。

「おい、雄二」

　助けの手じゃないけど、同じグループの和かず也やが雄二を呼んだ。

「明日、おまえん家ちに行くぞ。スナックとコーラくらいは用意しとけよな」

　そして、雄二はボクを突き飛ばすように放して、和也たちと話しに行った。

　解放された嬉うれしさもあったけど、またバードのことが脳裏をよぎって、力のないため息が漏もれてきた。



　昼休みになってほとんどが食堂に行ってしまって、教室には数人しか残っていない。ボクは朝にコンビニで買ってきたパンとコーヒーで昼食しようとした。幸い、雄二たちはボクよりおもしろいものを見つけたのか、こっちにかまうつもりはないみたいだ。

「ワカー、行くよ」

　女の子が椎しい名なを呼ぶ声。

「あ、悪いー。先行ってて」

　椎名はそう言うと、席を立った。なぜか、こっちに向かってくる。意識しすぎだ。他ほかの友達に用があるんだ、きっと。

「何か心配事でもあるのかな？」

　椎名がボクの前の席に座ると、こっちをジッと見て声をかけてきた。

　いきなりのタイミング。いきなりのドアップ。心臓が跳ね上がるかと思ったけど、これまでの二回よりはマシな答えが返せた。

「どうして？」

「額にシワが三本」

　言いながら椎名は眉み間けんに指を走らせる。

「う、うん」

「昨日の朝のことじゃないよね？」

「全然」

「今日の朝でもないよね？」

「見てたの？」

　驚いて聞き返す。

「今日は間に合わなかったけど。ごめんね」

「椎名さんが謝ることじゃないよ」

「ワカでいいよ。その代わり、シズカって呼ぶけど、いい？」

「い、いいけど……」

　また鼓動が速くなった。単純な心臓だ。

「椎名さん、あのー」

「ワ・カ」

　椎名はムスッとしてボクをにらんだ。慌てて言い直す。

「ワ、ワカ、ご飯食べに行くんでしょ？」

「ここで食べる」

　言うが早いか、椎名は前の席に後ろ向きに座ると、ボクの机に弁当を広げ始めた。驚いてるヒマもない。こんなところ雄ゆう二じたちに見られたらどんな仕打ちを受けるかわからない。でも、椎名はすでに卵焼きを箸はしでつまんでいた。なんかマイペース。

　それを見ていたら気にするのがバカらしくなってきた。

　焼きそばパンにかじりつく。椎名はそれを見て尋ねた。

「それで悩み事って？」

　何と言ったらいいか考えた末、ボクはこう切り出した。

「ええと、そうだ。ゲームの話だと思ってよ」

「ゲーム、好きなんだね」

「どうして？」

「いつも北きた畑はたクンとかと話してるじゃない」

　ボクは『シズカ』で、雄ゆう二じは『北畑クン』だ。ささやかな勝利。椎しい名なってボクのことを気に掛けてくれてるのかな？　今はそれどころじゃない。

「あ、あくまで仮定の話だからさ」

　そう断って話し始めた。

　バードとの出会いや一連の事件。駆け足だけどできるだけ話した。もちろん、セーディア王女が椎名にちょっと似てたってのは言わなかったけど。

　椎名は最初だけ驚いたような顔をしたけど、その後は笑う様子もなく黙って聞いていた。まるでこの話が本当のことだと思ってるみたいに真剣な表情。

　黙々と弁当を食べていた椎名は急に口を挟んできた。

「そのリジアって女の人、バードに気があるのね」

　考えてたことと全然違うコメントに意表をつかれた。

「ど、どうして？」

「女の勘かな」

「そ、そうなの？」



    

  
    
      



    

  
    
      「シズカが見た時にはいつもちょっと離れてバードを見てるんでしょ。監視してるんじゃなければ理由はひとつよ」

　椎しい名なの断言にちょっと首をかしげた。

「そうなのかな」

「それともにらんでた？」

「そんなことはないけど……。でも、リジアって強いんだよ」

「強くっても好きな男の人に強く出られるとは限らないよ。ひょっとしてアルって人もバードのこと気になってるんじゃないかな」

「え？　アルまで？　でも、もの凄すごい剣けん幕まくだったよ」

「裏切られたから余計に怒ってるのかも」

「う～ん、それじゃバードもてすぎだよ」

「うらやましいんだ」

　椎名はボクの顔を見てニッと笑った。

「そ、そりゃボクだって、男だし……」

「ふうん。どっちが好み？」

「そ、そんなこと――」

　言えるわけない。ふたりよりも目の前でボクを問い詰つめてる女の子だなんて。

　椎名から視線をそらせて、話を続ける。聞き終えると、椎名はペットボトルのお茶を飲んだ。そして、話を整理するように唸うなってから質問。

「その事件があった前の晩に襲われたんでしょ？　どんな人だった？」

「え？　どうして？」

「一番怪しいじゃない」

　言われてみればそうだ。あの時は自分が怪しまれないように行動するのを一番に考えていたから、他ほかの人のことを考える余裕がなかった。

「えーっと、背は低めで、肩幅があって――。どこかで見たような感じが――」

　特徴を上げていくうちに、同じイメージをどこかで見たような気がしてきた。そして、ようやく記憶とイメージがシンクロした。

「あ……」

　思わず声を上げて立ち上がってしまう。

　思い出した。グルシェスの別荘にいたディンって部下に見覚えがあると思ったら、女王が襲撃される前の晩、ボクが殴った相手だったんだ！

「その上司も怪しいね」

　椎名が箸はしで最後のご飯を口に運びながら指摘する。

「そうだよ。そう考えたら、バードがかくまわれてた家が襲われたのもおかしい……」

　真犯人は確かに他にいる。しかも、バードのよく知っている相手だ。

「どうしよう……」

　椎しい名なは考えてからボクを真まっ直すぐに見て答えた。

「よくわからないけど、後悔するのがわかってるなら行動した方がいいと思うな」

「でも、許してもらえるかな……？」

「謝るしかないよ。謝って謝って信じてもらうしかないでしょ」

　シンプルな答え。でも真実。

「そうだよね……」

　下を向いたままつぶやく。重荷を背負ってしまった気分。

　椎名がいきなり立ち上がってボクの肩を両手で叩たたいた。

「ガンバレ、シズカ！」

　最近、雄ゆう二じに殴られた以外はゲームでもリアルでも誰だれにも触られたことがないから、しかも、相手が椎名だから、何が起こったのかわからなかったくらいショックだった。

「は、はい！」

　思わず背筋を伸ばして声を上げる。

「よしよし」

　ニコニコしてうなずく椎名。

　ちょっと肩が痛い。でも、なんだか、重荷が軽くなった気がする。

「うん、謝るよ。それしかできることないもんね」

「そういう素直なとこがシズカのいいとこ」

「え？」

　不意をつかれた。鼓動が跳ね上がった。

　でも、それ以上に重要なことを思い出した。今日はＦＬ：‥Ｓｉｍが回収される日だったんだ。夕方頃ごろって手紙に書かれてた。まだ間に合う。

「ゴメン！　早退するから先生にそう言っといて!!」

　ボクは席を立つと椎名に叫んで後ろも見ずに走り出した。

　またお礼を言い忘れたと思い出したのは、学校を走り出てからだった。



    

  
    
      


３：‥反撃のアクセス
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　そして、ボクは梱こん包ぽう材を投げ捨て、ＦＬ：‥Ｓｉｍをダンボールから出すとヘッドセットを装着して、起動スイッチを押し込んだ。

　時刻は二時ちょうど。

　一瞬暗くなった視界が元に戻るより早く、罵ば声せいが聞こえた。

「二度と来るなっつったろうが！」

　体が萎縮いしゆくして今すぐにスイッチを切って逃げ出したくなった。でも、それじゃダメだ。自分に言い聞かせる。

　ごめん、バード。でも――。

「でももしかしもあるかっ！　出て行け!!」

　お願いだから、少しだけ時間をちょうだい！

「オレから自由を奪ったくせによくもそんなことが言えるな」

　そうだけど、これだけ言わせて。これを言ったら出ていくから。

「勝手な言い草だな」

　お願いします！

「勝手にしゃべってりゃいいさ。どうせオレは耳をふさぐこともできねーんだからな」

　ありがとう！

「なに勘違いしてんだ。オレは聞かねーからな」

　うん！

　そして、ボクはバードの体で見聞きしたことに椎しい名なの推理も加えて話し始めた。

　二回目にセーディアに会いに行った夜、男の姿を見て、襲われたこと。その男の特徴がディンというグルシェスの部下と同じだったこと。それにレグスって査さ察さつ士しが襲撃してきた時にあまりに守りが薄かったのが、おかしいと思うこと。

　全部言った後、バードはしばらく何も反応しなかった。

「言いたいことはそれだけか？」

　短く、それだけを言う。

　これで全部。聞いてくれてありがとう。それにごめんなさい！

　礼と謝罪を言うと、ボクはログアウトしようとした。

「まあ、待て」

　引き留めたのはバードの意外に穏やかな声だった。

「査察士の任務は口外したらいけないんだが、まあ、おまえなら問題ないだろ。オレが西に行ったのはグルシェスを調べるためだったんだ」

　意外な言葉にボクは驚いた。

「謀む反ほんの疑いがあるって情報を受けてな。オレが派遣されたわけだ」

　アルとリジアは知ってたんでしょ？

「いや、査さ察さつ士しは現地に着いてから仲間に任務を教える決まりだ。それだけ秘密の仕事だってことだ」

　じゃ、村で泊まってたのは？

「アルに言ったとおりだ。女王の行ぎよう幸こうに先んじるのは失礼だし、向こうがオレを覚えてると面倒だしな」

　そう言うと、バードはフッと苦笑を漏もらした。

　向こうって、女王だよな。母親に顔をあわせないようにしてたのか。

　そう思うと、ボクとは違う理由だけど、バードがちょっと重なって見えた。

「とにかく、おまえがその魔法の筒をひとついじったおかげで、セーディア様が助かったのは事実だ。礼を言うよ」

　あ、そうだね。ボクも役には立ったんだ。

「偶然だけどな」

　バードはそう言ってまた笑い、次の瞬間、真剣な声でつぶやいた。

「しかし、そうなると今ヤバいのはセーディア様だな」

　え？

「考えてみろ。殺し損そこねた王女を邪じや魔まに思ってるはずだ。しかも、敵がどこにいるかわからないんだ」

　あ、そうか。

「どうする？」

　一声唸うなると、バードは周囲を見回した。

　薄暗い部屋だ。明かりは外で燃えている松たい明まつだけ。外っていうのは鉄格子の向こう側ってことだ。

　ところで、ここはどこ？

「王都の地下牢ろうだ」

　あ、やっぱり。なんか、松明の燃える臭においが漂ってるみたいな気がした。半日で王都まで来たの？

　距離がどれくらいあるのか知らないけど。



［クレナ村から王都までの距離はおよそ四八キロです］



　ヘルプメッセージが聞こえて地図のイメージが浮かんだ。結構な距離だ。クルックで走ったんだろうな。

「歩いても一日かからねーよ。たいした距離じゃない」

　バードがバカにしたようにつぶやいた。どうせボクは体力ないよ。

　不意にバードが外に顔を向けた。

「誰だれか来るな」

　そう言った次の瞬間、ガシャンと金属の音。扉の音だろう。その後、足音が聞こえてきた。

　ひとりらしい。バードは足音だけで相手がわかったのか、わざと視線を脇わきにそらした。

「バード……」

　鉄格子の向こうに立った長身の女性が心配そうな声で呼びかけた。

「リジアか。何の用だ？」

　素っ気なくバードが訊きく。

「本当のことを教えて欲しい」

　視界の隅に映ったのは真剣な表情だ。いつもあまり感情を表に出さない落ち着いた顔をしていたからかもしれないけど、本当に追いつめられたような余裕のない顔に見えた。

「仲間も信じない真実なんて意味ねーだろ」

「私は信じないわけではないっ！」

　反射的に声を荒げてしまったのか、リジアは自分の声の大きさに驚いたみたいだ。

「聞かせて欲しい」

　懇こん願がんするリジアの表情は強こわばっていた。こんなに必死な表情を見たのは初めてだ。

　不意に椎しい名なの言葉を思い出し、思いついた。

　そうだ、リジアに協力してもらおう！

「って、どうするんだ？」

　バードは口元を隠してささやいた。

　リジアはバードのことが好きなんだよ。

「ああっ？」

　バードはいきなりでかい声を上げてリジアを凝視した。

　突然、奇声を発してマジマジと見られたリジアは目を点にしている。頭大丈夫だろうかと疑われても仕方がない。

　何でもないと口の中でブツブツ言ったバードはリジアに背を向けてしゃがみ込んでしまった。

　バードはリジアのこと嫌い？

「い、いや、そんなことは考えたこともなかった」

　リジアって美人だよね。

「そ、そうだな」

　不満？

「しかし、今はそんな場合じゃねーだろ」

　うん、そうだね。だったらやるしかないよね。

「う……」

　バードが呻うめく。

　いつもボクが言葉に詰つまる側だから、少し気分がいい。

「どうした？」

　リジアが思いっきり不審そうな声をかける。絶対、何かおかしな病気にでもかかったと思ってるに違いない。

「いや、何でもない」

　バードは立ち上がると、頭をボリボリとかいた。

「あ～何だったかな？」

　冗談めかしたみたいだけど、リジアには効かない。

「聞かせて、本当のことを」

　真まっ直すぐにバードを見るリジア。こんなに一直線に見つめられたら、ボクなら視線をあわせられない。

「おまえはオレを信じられないのか？」

　バードも真っ直ぐに見返して尋ねた。

「信じたい……」

「なら、信じてくれ」

　ああ、なんか流行はやりのドラマみたいだよ。脇わきで見てると恥ずかしいくらい。でも、女優が美人だから見てるけど。

「状況は悪いわ。信じさせて」

　なんか堂々巡りだ。

「らちがあかないな」

　小声でつぶやき、バードは鉄格子に近づくと左腕を外に出した。顔は無理だが、肩までは出せるくらいの幅がある。

「リジア、内緒の話がある」

　そう言ってバードはリジアに手招きした。

「そこから言えないの？」

「壁に耳ありだ。ヤバい話なんだよ」

　リジアは少し眉まゆを寄せたが、近づいてきた。

　どうするの、バード？

「おまえの勘ってヤツが当たってるのを祈ってろ。外れてたら殺されるぞ」

　口の中でつぶやくと、バードはリジアの後頭部に手を回して強引に引き寄せた。

「な――」

　リジアは驚いて何も言えないうちに口をふさがれてしまった。バードの口で。

　わあっ！

　こっちも驚いた。自分でけしかけたくせに。

　これってつまりキスじゃないか。

　どアップでリジアの瞳ひとみが見えた。両手でバードの頭をつかんで引き離そうとするけど、バードはがっちりつかんで放さない。

　リジアの見開かれた瞳は急に力を失ってまぶたに隠れた。同時にリジアの抵抗もなくなってしまった。

　最初は唇をぶつけたような感じだったけど、最後は舌も入れたような――。感覚はないけど、ドキドキしてる。リアルのボクの心臓はバクバクいってるに違いない。

　長い、キスだった。

　他人のキスをこんな間近に見るなんて経験なかったし、自分も経験ないわけで、どうだとも言えないんだけど、かなりの衝撃だった。

　ようやくふたりの唇が離れる。荒い息をしながらリジアが目を開いた。

「卑怯ひきようよ……」

　口を開いて出た声はいつものリジアの口調からは想像できないほど弱々しくて、震えていた。

「リジア、助けてくれ。おまえだけが頼りだ」

　バードは真っ赤な顔をしたリジアに懇こん願がんする。

「オレは何としてでもここから出なきゃならない」

　リジアは真まっ直すぐにバードを見て、唇に指を当てた。その感触を確かめるように唇を動かす。

「出ない方が……」

　何か言いかけたが、リジアは首を振って言葉を取り消した。

「私を裏切ったら怖いよ」

　こんな感情のこもったリジアの顔と声は初めてだ。

「わかったって」

　バードはわかってるのかいないのか、かなり適当に応じた気がする。

「詳しい話を聞こう」

「逃げてからの方がいい」

「しかし、どうやって逃げる？」

　リジアの問いにバードは笑った。

「何も考えてなかったな」

　おーい、バードぉ……。

　リジアも同じ気持ちになったのか言葉に詰つまった顔になった。

「王女様を守るにはこの人数じゃ少ないしな。かといって逃げりゃ王女様が危ない」

　そうだ。アルも味方にしようよ。

「アルもだぁ？　いや、アルはアルでいいんだが……」

　何を考えたのか、バードは腕を組んでつぶやいた。

　そーゆー問題じゃなくって。だいたい、アルがバードを好きかどうかはわからないんだから。

「アルがどうした？」

　リジアが怪け訝げんそうに訊きく。ちょっと声が詰きつ問もん口調になってる。

「いや、アルも味方に引き入れられないかなーなんて」

「できると思うが……」

　リジアがつぶやいたが、どこか気乗りしない感じだ。眉み間けんにシワが寄ってる。

「なんだ？」

「いや、何でもない」

　そう答えると、リジアは尋ねた。

「どうすればいい？」

「アルを連れてきてくれ。オレが話をしたがってるとかいいくるめて」

　半分本当だね。

「そういうことだ」

　小声でボクに答えたバードだけど、リジアには聞こえてしまった。

「何がそういうことなの？」

「こっちの話だ」

　不審そうな視線を向けると、リジアは背を向けて牢ろうから出て行った。

「不便でいけねーな」

　リジアが立ち去ってから、バードはこぼした。

　しょうがないんだけどね。不便だけど。

「まあな」

　バードは鉄格子から離れてイスに腰掛けた。

　ねえ、どうだった？

「何がだ？」

　リジアとキスして。

「どうもこうも、あいつ、初めてだな」

　驚く様子もなく、バードは平然と答えた。

　どうしてわかるの？

「してみりゃわかる。慣れてないとぎこちなかったり、必要以上に力が入ってたりするからな」

　そうかぁ。バードは？

「オレは何度もやってるさ。もっと先までな。おまえはまだ経験なさそうだな」

　な、ないよ。悪かったね。

「別に悪くないだろ。人それぞれだ。どうせいつかはするんだしな」

　で、できるのかな……。

「ま、焦あせらずじっくり攻めるこったな、そのシイナって娘こを」

　そんなこと言っても、時間がないんだよ。もう受験だし、卒業までもう五ヶ月もないんだよ――と考えてからバードの言葉の意味に気づいた。

　椎しい名なと『する』？

　バ、バカ！

「なんだよ？」

　そ、そんなこと考えてない！

「だから何がだよ？」

　わけがわからないというバード。慌ててごまかす。

　い、いや、そんなことだよ。

「わからんヤツだな」

　呆あきれ声を漏もらすバード。ちょうどそこにリジアが戻ってきた。アルを連れている。

「話したいことって何？」

　アルの口調は硬くて、挑戦的だ。バードに容疑がかけられてからずっとこの調子だ。椎名が聞いたらどう判断するかな。

「その前にここから出してくれないか？」

「そんなことできるわけないじゃない」

　憤然と腕を腰に当ててアルが答える。

「仕方ねーな」とバードのため息。

　その時、リジアが動いた。アルの背後から長いシャルムを器用に操って利きき腕をねじり上げ、関節を極きめてしまった。一瞬の早技だ。

「アルレーナ、許せ」

　その姿勢で反対側の腕をつかんで完全に腕が使えなくしてしまう。これで腰のブーダグもただの飾りだ。

「リジア!?」

　アルの表情は痛みに歪ゆがんだ。真剣に痛そうだ。関節が硬いボクから見たら地獄みたいな体勢だ。

「丸め込まれたね、あんた!?」

　食いしばった歯の間から怒りの声が漏れる。

「すまねーけど、ちょっと付き合ってくれ」

　リジアがアルを鉄格子に押しつけると、バードがアルの腰からカギを取って鉄格子を開けた。

「何が目的なのよ？」

「王女が危ない」

「あんたが狙ねらうんでしょ？」

「おいおい、オレは王女を救ったんだぜ」

　正確にはボクだけど。

「どういうこと？」

「魔法をひとつ効かなくしたのはオレだ。おかげで王女の馬車だけ助かったんだ」

　正確にはボクだってば。

「そんな都合のいい話、聞けないわ」

「とにかく、王女が無事か確かめに行く。その間だけでいいから協力してくれ」

「お願い、アル」

　リジアが関節を極きめながら頼み込む。他人にものを頼む態度じゃない。

「無理にでも協力させるんでしょ」

「まあ、そうだな」

「好きにしなさい。その代わりおかしなことをしたら大声を上げるからね」

　アルはバードをにらみつける。

「了解だ。リジア、放してもいいぞ」

「大丈夫か？」

　リジアの問いに、バードは肩をすくめて答えた。

「アルを信用してるからな」

　不服そうな表情のリジアはアルを押さえつけていた腕を緩め、シャルムを引き抜いた。アルはひねられた腕を動かしていたが、すぐに歩き出した。

「行くんでしょ？」

　振り返って怒った顔で訊きく。頬ほほが紅潮しているように見えるけど、怒ってるせいだろうか。アルはそのまま出口に向かっていった。

　バードとリジアはその後を追って駆け出した。
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　地下牢ろうを出るのはスムーズに行った。その先に進んで、城の中に入るところで衛兵に引っかかった。

「どちらにおいでですか、アルレーナ殿？」

「殿でん下かが罪人を尋問したいとおっしゃられている」

　アルは毅き然ぜんとした態度で答える。敬語を使われているところから考えると、アルは結構上の身分ってことか。

「城内でですか？」

「殿下を地下牢にお連れせよというのか？」

「いえ、そういうことでは――」

　ふたりの衛兵はアルの視線を避けてうつむいてしまった。

「ならば通しなさい」

　強気で命令し、アルは前に進む。

　衛兵の真ん中を抜けようとした時、片方が後ろに回したバードの腕に気がついた。

「囚人の手かせを――!?」

　舌打ちしたバードは一方の衛兵に跳んだ。身を低くして、胸の辺りに肘ひじを打ち込む。ほとんど同時にリジアがシャルムの先端をもう片方の衛兵に伸ばした。みぞおちに深々とめりこみ、悶もん絶ぜつ。まるであらかじめどうやるか決めていたみたいな行動だ。

　わずか一秒もかからず、衛兵ふたりは動けなくなってしまう。

「どうして手かせくらいしなかったのよ!?」

　アルがバードに非難を浴びせる。

「面倒だったんだ」

「ああっ、もうっ！」

　はらだたしそうに唸うなるアル。

「とっとと行くぞ」

　バードはすでに囚人のフリをするつもりもなくなったのか、さっさと先に歩き出していた。

「待ちなさい。あんたを先に行かせるわけにいかないわ」

　アルが後ろから駆けてきて、バードの前に立つと、城の中に入っていった。衛兵が倒されたことに誰だれも気づかなかったようで、周囲からは動きも叫びもない。

　城は想像したようなものじゃなかった。もっと塔がそそり立っていたり、白い壁が続いていたり、ものものしい感じを考えていたけど、普通の大きな屋敷だった。確かに石造りで三階建てで、庭も広くて、日本じゃどう考えてもなさそうな建物だけど。ゲームだったら絶対にバカでかい城をデザインしただろうから、ますますこれが現実に思える。

　アルが先導したおかげか迷うことなく庭を突っ切り、正面にある大きな階段を登っていく。建物の中に入るのは二階かららしい。

「おかしいな」

　バードのつぶやき。

　すでにアルもリジアも何かを感じ取ったのか物腰が変わっていた。腰を少し落として、武器を構えている。足はつま先に重心をかけた感じ。

　でも、ボクには何がおかしいのか全然わからない。完全に置いてかれた感じ。

「人の気配がないんだよ」

　バードが聞こえないようにつぶやいた。その直後、リジアがささやく。

「血の臭においがする」

「そうか？　感じないぞ」

　バードが首を振る。

　だが、さらに進んだところでバードは立ち止まって鼻を鳴らした。

「血だ」

　ふっとサビた鉄みたいな臭いがした気がする。

「でしょ？　女は敏感なの」とアル。

　どうしてだろ？

「毎月出るからだろ」

　バードに言われてボクは黙ってしまった。顔があったら真っ赤になってただろう。人に見られなくて良かった。

　階段を登るバードたちの行動はさらに慎重になった。アルはブーダグを両手につかみ、リジアはシャルムを顔の前に垂直に構えた。どちらも臨戦態勢だ。

　二階に着くと、柱の陰に人が倒れていた。さっきの衛兵と同じ格好をしている。

「殺やられてる。まだ温かい」

　かがみ込んだリジアが衛兵の首に手を当ててつぶやいた。

「マズいな」

　バードは足を速めた。でも、足音はほとんど立てない。

　二階から三階に続く階段の下にも衛兵の死体が転がっていた。ふたりだ。

　その時、上から悲鳴が聞こえてきた。

「王女！」

　バードが叫んで階段を三段抜かしで駆け上がる。

　出たところは確かにこれまでの階よりも装飾が豪華そうだった。絨じゆう毯たんの深さも違う。

　でも、場違いなのは死体が三つ転がっていること。そして、その脇わきに剣を持った男がふたり立っていること。

　バードは真まっ直すぐに男たちに突っ込んでいった。相手が剣を持っていることなど見えてないのかと思ったほど一直線だった。

　バードの接近に気がついた男たちは左右に広がり、剣を構えた。

　が、バードの動きは男たちの予想を裏切った。見ているボクが噴き出しそうになるほど男たちの顔はマヌケだった。

　バードはふたりを無視して突っ切ってしまった。

　そのまま真っ直ぐに叫びの聞こえた奥に向かう。背後からはドスンバシッと物々しい音。リジアとアルが男たちを相手にしてるんだろう。

　何ていうか卑怯ひきような気が――。

　そんなことを考えていたら目の前に男が飛び出してきた。

　視界がいきなりひっくり返った。気がついたらスライディングして男の足をすくって倒し、起き上がりざまにかかとを後頭部に叩たたき込んでいる。

　今の男はきっと何が起こったのか全然わかってないに違いない。

　バードは何ごともなかったように、男が出てきた方向に駆け出す。

　その奥の部屋に王女の姿。スリットの入ったロングスカートを翻ひるがえしてベッドを跳び越えたところ。

　ベッドを挟んで男ふたりが今にも襲いかかろうとしている。

「相手はオレだ！」

　ここで初めてバードが声を張り上げた。

　男たちの注意がそれた。その隙すきに王女はさらに奥の部屋に向かって走った。

　バードは猛然と突っ込み、相手が剣を構える前に片方の目の前に迫っていた。五〇メートル走なら五秒台だ。無茶苦茶速い。

　相手の剣が下から斬きり上げられる。その手を一瞬速くバードの両手のひらがパシッと押さえた。

　男は力任せに剣を振り上げようとしてできなかった。

　バードが手首をひねり、あっさり剣を奪い取る。そして、空いた手のひらを男のアゴをなでるように突き上げただけで、男はのけぞって倒れてしまった。

　もうひとりの男はもう少し慎重だった。剣を構える時間があったためにバードと距離を置いて攻撃してきたのだ。

　ブンッと風を切って薙なぎ払われた剣。

　バードはそれを首をのけぞらせただけで避け、剣が翻ひるがえって戻ってくるまでの間に距離を詰つめていた。

　男は気がついたら目と鼻の先にバードがいてパニックになった。声にならない叫びを上げて剣を振り回そうとする。

　バードは無雑作に腕を伸ばしただけ。男は顔面に一撃を食らって吹っ飛ばされた。

　一分もかからずに部屋は静かになる。

「姫様、ご無事ですか!?」

　そこへアルが駆け込んできた。

「アルレーナ！」

　セーディアがアルを見て声を上げると、駆け寄って飛びついた。信頼している部下というより、親友のような感じだ。

　セーディアと抱きあったアルがこっちを見て、ちょっとバツの悪そうな顔をする。

「オレと組む前は殿でん下か付きの兵だったのか」

　バードが言うと、セーディアがバードの顔を思い出したのか笑みを浮かべてた。

「あなたは、あの時の？」

「そうです、陛へい下か」

　バードはひざまずいて答える。

「まだ戴たい冠かんしていませんから殿下で結構です。事件の時、私を助け出してくださったそうですね。礼を述べておりませんでした」

「当然の責務を果たしただけです」

　そう答えるバードを、セーディアはジッと見つめて首をかしげる。

「少し印象が違いますね？」

　う、鋭い。

「あの時は月明かりだけでしたので、そうお感じになられたのでしょう」

　バードがフォローを入れる。思いついても口にできないセリフだ。

「やかましい。誰だれのせいだと思ってんだ」

　口を閉ざしたまま、小声でバードが唸うなる。

　あれ？　いつもそうやって口く説どいてるんじゃないの？

「違うっ！」

　アルもリジアもセーディアも不審そうな目でこっちを見つめる。

　バードが咳せき払ばらいをしてごまかすと、セーディアは倒された襲撃者たちを示して尋ねた。

「この者たちは？」

「グルシェス殿の配下と思われます」

「グルシェス殿の？」

　リジアが驚いた声を上げた。

「どういうことなのよ!?」

　尋ねるアルの表情はかなりうろたえていた。

　そこでようやくバードはアルとリジアにこれまでの経けい緯いを説明し始めた。

　与えられた任務がグルシェスの査察だったこと。夜にグルシェスの腹心ディンを見かけたこと。まるで見ていたようにグルシェスの助けが来たこと。アルたちが踏み込んできた時の無防備な屋敷の様子。

「此こ度たびの陛へい下かの崩ほう御ぎよ、グルシェス殿がかんでいると考えた方がいいと判断します」

　バードが言葉を切ると、しばらく沈黙が訪れた。

「どうしてそれを言わなかったのよっ!?」

　まずアルが怒った声を上げた。確かにそうなんだけど、バードはディンのことを知らなかったから仕方がない。

「言える状況じゃなかっただろうが」

　ぶすっとアルに言うと、バードはセーディアに向き直った。

「とにかく、ここにいては危険です」

　バードがそう促すと、リジアが付け加えた。

「グルシェス殿かどうかはともかく、襲撃者がここまで簡単に来られたからには内部の手引きがあったと考えたほうがいいでしょう」

　セーディアはバードを真まっ直すぐに見る。まるで椎しい名なに見つめられるみたいでこっちが緊張する。

「わかりました。私の身はあなたに預けます」

　即決だ。ますます椎名みたい。

　潮時かな。

　これでひと段落だ。何とか後始末ができたし、そろそろログアウトしよう。

　もう行くよとバードに伝える。

「そうだな。グルシェスがどこにいるかわからねーけど、こっちでやるさ」

　これで最後だから、バードの疑いが晴れるまでいられてよかったよ。

「もう来ないのか？」

　うん。機械がなくなるから。

「そうか。まあ、色々あったが、達たつ者しやでな」

　ありがとう。バードもね。

　そう言ってアクセスを切ろうとする。

　あれ？

　これまでは意識しなくてもスイッチを切れたのに、それができない。

　まさか――。

　イヤな考えが頭をよぎった。

　ひょっとしてＦＬ：‥Ｓｉｍを使って昏こん睡すい状態になったニュース。あれと同じことが起こってるんじゃないだろうか。

　もう一度試してみたけど、まったく反応がない。パニックが襲ってきた。もし、体があったら膝ひざが笑って、ガクガク震え始めていただろう。

　でも、こっちの状況には関係なく、バードたちは動き出していた。

「では、今のうちに安全なところに――」

「そうはいかない」

　アルがセーディアを促す声を遮って、だみ声が割り込んできた。
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　立ちふさがっていたのは女王殺害の前の晩、見かけた男だった。グルシェスの屋敷で見たディンと呼ばれていた男だ。さらにふたりの男がいる。

　手に刃渡り三〇センチくらいの短剣を持ち、下からバードをにらみ上げている。あの夜、ボクに斬きりつけた短剣だ。

「どうやって牢ろうから抜け出したのかと思えば女を色仕掛けで落としでもしたか？」

　図星だ。

　視界の隅でリジアの頬ほほが少し赤くなるのが見えた。

「ま、あんたじゃ落とそうとしたって絶対落ちないけどね」

　意外にもアルが挑発的に言い放った。ディンは殺気だった目でアルをにらむ。

「王宮の兵士が脱獄の手助けか？」

「殿でん下かをお守りしてるだけよ」

　アルはセーディアを背後に回した。

「おまえがここにいるってことは、やはりグルシェスが黒幕なんだな」

　バードの問いにディンはせせら笑う。

「どうかな？」

「ヤツはどこだ？」

「教えて欲しいならオレたちを倒すことだ」

　言うなり、ディンは身をかがめて走ってきた。右手の短剣は目の前に一文字に構えている。同時にほかのふたりも襲ってきた。

　アルとリジアが王女を守りながら武器を構える。

　バードは相変わらずの素手だ。しかも、構えるわけでもなく両手を左右に広げて腰を落としただけ。

　ディンは短剣を横薙なぎに振るった。

　バードは難なくかわす。

　剣風が吹きつけるのを確かに感じた。

　その後、ディンの腕が翻ひるがえったかと思うと、まるでボールみたいに体を丸めて、バードの足元に飛び込んできた。力を溜ためて、一気にカエルみたいに跳び上がった。顔の前に短剣を構え、真まっ直すぐに突き上げる。バードのアゴかノドを狙ねらっているんだ。

　これでバードが死んだら、ボクまでおしまいになる!?

　バ、バード！

　パニック一歩手前の悲鳴を上げる。

　バードの頭にボクの悲鳴が響き渡った――らしい。

　反射的に耳をふさいだバードは体をひねってディンの攻撃をやり過ごした。

「やかましい！　なんでオレがこんなアホな攻撃にやられるなんて発想が出てくる!?」

　叫びながらディンの第二撃をしゃがみ込んでかわす。ディンはかわされたと同時に短剣を水平に振るったのだ。

　ディンの体は空中で体勢を入れ替え、柱に足をつくとそこからロケットみたいに跳んできた。腕を伸ばして短剣を突き出している。まるでミサイルだ。

「軽業師かよ」

　バカにした声で言い放ち、バードは仰あお向むけに倒れた。真上を跳ぶディンの腹に容よう赦しやなくつま先を蹴けり込む。

　バランスを崩したディンは一八〇度ひっくり返って背中から床に落ちた。

　すかさずバードが腕をつかみ、短剣を奪う。あっけないほど簡単だ。

「これ以上動くと腕が折れるぜ」

　バードはディンの右腕をつかんで真っ直ぐに伸ばすと肩に膝ひざを押しつけた。いや、思いっきり踏みつけた。ミシッとイヤな音がする。

「グルシェスは何を考えている？　なぜオレを罠わなにかけた？」

「罠だって？　おまえは勝手に穴に足を突っ込んだだけだよ、マヌケめ」

　思いっきりバカにした声でディンは吐き捨てた。

「あの方はおまえに目をかけておられたというのに、おまえは自分でそれを無駄にしたのさ。自分の愚かさを嘆なげけ」

「目をかけていた？　確かに査さ察さつ士し養成学校の頃ころから良くはされたが、なぜだ？」

「おまえの出自しゆつじだ」

「そういうことか。知っていたんだな」

「だが、おまえの代わりなど他ほかにもいる。疑われた者は切り捨てるだけさ。おまえのようにな」

　バードはディンをにらみつけた。

「グルシェスはどこにいる？」

「言うと思うか？」

　ディンはニタッと笑いながら訊きいた。

「言わしてみようか」

「それは無理だね」

「何っ？」

　バードがディンの肩をつかんだと同時に、ディンは低く呻うめいて、口から大量の血を吐き出した。

「しまった……」

　血の池に顔面を沈めたディンを仰あお向むけにすると、鮮血と共に聞き取りづらい声を吐き出した。

「おまえだぢはおばりだ」

　そして、息絶えた。

　舌をかみ切ったんだ。

　体がないのに背筋に悪寒が走った気がした。それほど恐ろしい光景だった。

「バード……」

　背後からリジアの声がした。

「大丈夫か？」

　バードが言いながら振り返る。

「たいしたことなかった」

　アルの言葉通り、ふたりは傷どころか息も乱れていない。セーディアも何ごともないようで一安心。

「この程度の刺客しかいないのは妙だ」

　リジアが不審そうに言う。

　この三人が特別強いんじゃないのかな。

「そんなわけないだろう」

　バードがボクにささやき声で答える。

「そういえば、さっき何か慌ててなかったか？」

　え？

　戻れなくなったのを教えようかと迷って、思い直した。これ以上バードに心配の種を増やすわけにいかない。

　えっと、何でもないよ。気が変わったから、もうちょっと付き合うよ。

「もう邪じや魔ますんなよ」

　わかってるって。

　軽く返事したものの、怖くてたまらなかった。昏こん睡すい状態になったってニュースも本当のところは何もわからない。今のボクの状態がそうなのかもしれないし、これ以上にひどくなるのかもしれない。でも、どうにもならない。

「さあ、どうする？」

　腕を組んでバードは唸うなった。

「ね、バード。あいつ、何か持ってるよ？」

　アルがそう言って倒れた兵士のひとりを指さす。いつの間にか口調が以前と同じに戻ってる。信用も戻ったんだろうか。

「なんだこいつは？」

　バードがかがみ込んで落ちていたものを手の中でひっくり返して調べる。筒だ。どこかで見たようななどと考える必要もない。

　打ち上げ花火みたいだね。

「知ってるのか？」

　女王を襲った物に似てる。ちょっと小さいけど。臭においがする。

　言ってしまってから愕がく然ぜんとした。臭いなんか今まで感じなかったのに、今はっきりと火薬の臭いを感じた。いや、その前にも血の臭いに気がついた。

　ボクの意識はだんだんバードの体になじんできてる。さっきは風を感じた。このままだとバードとボクは一生このままってことに……。

　そんなことを考えてると、バードは筒を顔から遠ざけて今にも放ほうり投げそうにしていた。

「まさか炎が噴き出すのか？」

　アレほど大きくないから、そうじゃないと思う。

「それじゃ何に使うんだ？」

「合図ではないのか？」

　リジアが口を挟んできた。頭良いなと感心。

「なるほどな。王女を捕まえたって知らせるわけか」

　バードはそれを聞いてうなずいた。

「試してみる価値はあるな」

　試す？

「グルシェスがここに来るかもしれねーだろ？」

　あ、そうか。でも、それって賭かけだよね。

「賭かけてみるしかねーって時もあるだろ」

「ねえ、バードって独り言いうクセあったっけ？」

　アルが前にかがんでバードの顔をのぞき込んだ。胸の谷間がチラッと見えてドキッとした。

「あ、いや、なんか、最近な」

　ごまかしたバードを冷やかすようにアルが笑う。

「年のせい？」

「そんな年じゃねーだろ」

　バードはアルをジロッとにらんで、小声でボクに尋ねた。

「で、どうやるんだ？」

　火を点つければいいんだろうけど……。

　そう思ったけど、どこにも導火線みたいな物はない。まさか本当に魔法？

「わからないのか？」

　こっちが上で、外に向けて打ち上げるんだと思うけど、どうやって火を点けるんだろ？

「これが下か？　ザラザラしてるな」

　ホント？　ひょっとして床にこすりつけるとかかな？

「こうか？」

　バードはボクが止める間もなく筒の下を床の石にこすりつけた。シュッという音と、こげくさい臭においがして何かが燃えるような音が聞こえた。

　そ、外に向けて！

　バードが筒の先を空に向けた途端、ヒュッと甲高い音を発して、筒から何かが飛び出した。黒い煙の尾を引きながら空高く上がって、パンッと弾はじける。

「わー、凄すご～い！」

　アルが無邪気な歓声を上げた。

　バードも感心した唸うなりを上げる。下手したら火傷やけどとか爆発の危険もあったのに、何も知らないってのは強いもんだ。

　とにかく、やっぱり合図だったのは確かだ。問題は何の合図だったのかだけど。

　どうなるかな？

「何とかなるさ」

　この期に及んでも気楽なバード。

　ホントうらやましいよ、その性格。

「そうでなきゃ生きていられなかったのさ」

　そう言って笑うバードが、心底からうらやましいと同時に尊敬できた。ボクがバードと同じ境遇ならそんな性格になれただろうか？　今でもこんなに気が弱くて引っ込み思案なのに。

「リジア、アル、こいつらの死体を隠せ」

「えーっ!?」

　アルが素すっ頓とん狂きような声を上げた。

「衛兵にやらせれば？」

　思いっきりイヤそうに言う。

「信用できるならな」

　バードがアルを見る。どんな顔をしてたかはわからないけど、アルはそれで気づいたようだった。

「そっか」

　うなずいて肩を落とす。

「城の中に内通者がいるのね」

「そういうことだ」

　うなずくと、バードはニッと笑った。

「さあ、グルシェスを出迎える準備をしようか。王女殿でん下かは安全なところに隠れていただけますか」

　セーディアにそう言って、バードが動こうとした。

　が、次の瞬間、状況は激変した。
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　どこにこれだけの兵士がいたのかわからない。気がついたら二〇人以上の兵士に取り囲まれていた。

「賊め。抵抗は無駄だぞ」

　隊長らしい筋肉の塊が棍こん棒ぼうをバードに突きつけて吠ほえた。

「王女殿下を自由にして投降しろ」

「待ってください！」

　セーディアはバードの前に飛び出したが、隊長は聞く耳を持たないと声を張り上げた。

「殿下、惑わされてはいけませんぞ！　こやつは陛へい下かの命を奪った賊なんですぞ!!」

　問答無用だ。こういう声のでかい相手は苦手だ。論理的に説明してもわかってくれないし、すぐに力で解決しようとする。

「バード、逃げろ！」

　リジアが叫ぶ。

　バードの行動はほとんど反射的だった。

「失礼」

　セーディアを抱きかかえると兵士の間かん隙げきを突いて駆け抜けた。

　アルとリジアもすぐに続いたのを背後からの足音で判断する。

「追わんかっ！」

　隊長の怒号。

「殿でん下か、ご無礼をお許しください。落ち着いてからゆっくりお話しします」

「構いません。あのグライは実直な兵士ですが、血が上ると冷静に判断できません。一いつ旦たん逃げるのは得策です」

　驚いたことにセーディアは結構落ち着いていた。反対なのがアルだった。

「どうして逃げんのよ？　やっぱり何か企たくらんでるの？」

　後ろから怒気の混じった声が飛んでくる。

「あいつらにグルシェスの息がかかってないって保証があるか？」

「そりゃそうだけど、アレ、バカだけどしつこいわよ」

　アレってのはさっきの筋肉隊長グライだろう。

「最低なヤツだな」

　バードは呻うめきを上げた。

　ああいうのいるよね。思いこんだらそれしか見えないとか、自分の考えが絶対正しいってタイプ。この世界でもいるなんてなぁ。誰だれとは言わないけど、雄ゆう二じの取り巻きの顔を思い浮かべて嘆たん息そくした。

　その間にもバードたちは追おつ手てをまこうと走り続けている。

「右へ！」

　一階に降りたところで、急にセーディアが声を上げた。バードは反射的に動いた。ボクなら絶対に行きすぎたあげくに足を滑らせて転んだはずだ。

「そこに入ってください」

　セーディアが指したのは地面にはめ込まれた鉄格子。

　リジアがシャルムを突っ込んで持ち上げると、大きな穴が開いた。

　追手の目が届かないのを確かめて、バードはセーディアを先に降ろし、自分たちも順に城の地下に逃げ込んだ。一旦足を止め、様子をうかがう。

　上の動きがないのを確認して、全員ようやく安あん堵どのため息を漏もらした。

「しかし、さっきのは失敗だったな」

　花火での合図のことだ。

　ゴメン。ボクが間違えたから……。

「決めたのはオレだ。それに合図なのは確かだったな」

　兵士が突入するって合図だったのか。

「しかし、あの隊長は何なんだ。あんなのまで反体制派なのか？」

「ああ、アレって単純だから、陰謀とかは無縁だと思うけど」とアル。

「とすると、扇動したヤツがいるってことだな」

「グルシェスね」

　アルのつぶやきにバードはうなずいた。

「しかし、逃げたはいいが、どうする？」

　バードは周囲を見回した。

　薄暗い地下の水路だ。バードの長身だとちょっと天井に圧迫感がある。中央に水が流れてるけど、下水じゃなくて、川みたいだ。井戸の代わりになっているのか、上からロープにぶら下がったオケが吊つるされてる。

「殿でん下かの身の安全をはかりつつ、逃げるのは難しいな」

「グルシェスを倒せばいい」

　落ち着いた声に全員がリジアを見た。

「大胆なことゆーね、リジア」

「まあ、確かに逃げてばかりじゃおもしろくねぇな」

　うなずきはしたけど、バードは続けた。

「どうやってやるかは問題だけどな」

「グルシェスの屋敷はここにもあるだろう？」

　リジアの声にアルが手を打つ。

「そういやそうね。こっちに来てるはずよ」

「まあ、オレも査さ察さつ士し養成学校にいた頃ころ、何度か行ったことがあるけどな。確かに自分の足元は警戒しないかもだ。どうやって行く？」

「ここ、たどってけば？」

「わかるか？」

　バードとアルが顔を見合わせた。ダメそうだ。

「私はわかるが」

　静かな声を上げたリジアをふたりが見る。

「どうして知ってるのよ？」

「昔、水路の図面を見たことがある」

　リジアは平然と答えた。

「私もおおよその位置はわかると思います」

　王女が控えめな声を上げた。

「しかし、殿下をお連れするわけには」

　アルが言うと、王女は決然と首を振った。

「あなたたちの言う通りであればグルシェスが狙ねらっているのは私の命。ここにひとりでいる方が危険ではありませんか？」

「確かに」

「それに私は自分の身は守れます」

　王女らしくない力強い言葉。

「あ、それは保証する」

　アルが言う。

「アルレーナの直伝ですから」

　セーディアがにっこりと笑って腰に手を当てた。何をするのかと思うと、いきなりスカートを脱ぐ。

　うわっ！



    

  
    
      



    

  
    
      　白い肌に目がくらみそうになった。いや、翻ひるがえったスカートの下にはもう一枚短いスカートがあったんだけど。問題なのは太ふと腿ももにあったホルスターとブーダグだ。

　バードはうなずいた。

「アルがそう言うなら信用するか」

「ありがと」

　笑ったアルを見るのはずいぶん久しぶりな気分だ。

　やっとアルの表情が以前に戻ってきて、ホッとした。って、ボクが安心したってしょうがないんだけど。でも、アルは笑ってた方がずっとイイ。リジアもそうだけど。

「よし、リジア、先導してくれ」

　バードが促し、地下の水路を歩き始めた。

　水路は真ん中に幅二メートルくらいの川が流れ、両側に五〇センチくらいの道がある。水深は一メートルくらいあるかもしれない。結構深そうだ。二メートル上に天井があり、ところどころに穴が空いている。さっきも言ったように井戸だ。

　三〇分くらい歩いた後でリジアが立ち止まった。

「この辺りがグルシェスの屋敷の真下だと思う」

　上に水汲くみ用の桶おけがぶら下がっている。料理か洗濯かどっちに使うんだろ？

「上がってみればわかるさ」

　バードがボクの疑問に答えるようにつぶやいた。

「何か言った？」

　アルがバードを見る。

「独り言だ」

　ごまかしながら、バードは上に続くハシゴに手をかけた。さびた鉄の臭においがして、鼻が利きくようになってるのに気づいた。やっぱり前よりもバードと感覚が一体になってるみたいだ。このまま行くと触しよつ覚かくも感じるようになって、怪け我がしたら痛みを感じるようになるかもしれない。

　そうなったら、バードが怪我したら――。

　考えて身震いしたくなった。

「大丈夫だって」

　フッと笑いながらバードがつぶやいた。

「おまえが何考えてるかくらいはわかるんだぜ」

　驚く間もなく、ボクの考えを読んだように答えた。

「そんなことにならねーようにするさ」

　いつから、ボクの考えたことをわかってたの？

「昨日くらいか。なんか気がついたら、おまえの考えとオレの考えが混ざってるような感じになっててよ。さすがに驚いたけどな」

　深刻に考えていないのか、バードは軽く答えた。

　バードは気にならなかったの？　ボクが、ひょっとしたら、その、ずっと一緒になるんじゃないかって知っても？

「不安なのはおまえの方だろ？」

　う、うん……。

「ま、怪我しねーように気をつけるさ」

　でも、危険なことになったらバードがどうかならないって保証はないじゃないか。

「あのな、もうちょっとオレを信じろ。そんなヤワな鍛え方してねーからよ」

　でも……。

「おまえだって誰だれか信じてるだろ？　それと同じくらいに信じろ」

　ボクには信じられる人なんかいないから。

「そりゃ自分が信じなけりゃ信じてもらえねーよな」

　信じてくれてない相手を信じられるわけないじゃないか。

「どっちかが先に信じなきゃ始まらねーだろ？　だったら、こっちから始めた方が手っ取り早い。オレは気が短くてな」

　そういって笑うと、バードは続けた。

「ま、オレのやり方だ。おまえにはおまえのやり方があるさ。相手が歩み寄ってきてくれるのを待つのも手だ。オレにゃできねーがな」

　そう言ってバードは笑った。バカにしてる風じゃない。ただ単純にそう思っているようだ。

　バードみたいに考えられればな。

「おまえの考え方を貫け。それがダメなら変えりゃいい。それで死ぬわけでもなし」

　その言い方の裏には死が身近にある世界と、自分の身の上の不安定さがあるような気がした。確かにボクの世界じゃ考え方を変えたって死ぬことはない。でも、この世界でバードが考え方を変えたら、今みたいに叛はん乱らんと思われてしまう。

「その話はここまでだ」

　バードのささやきでボクはこの世界の現実に戻った。

　頭上には井戸の出口がある。オレンジ色の光が射さし込んでいるから外なんだろう。気配を探ったバードは用心しながら頭を出した。

　外だ。洗濯なんかに使うんだろう。近くに物干し竿ざおが並ぶ棒が幾つも立っていた。夕方遅くなので洗濯物は取り込まれた後だ。

「よし、人気はないな」

　周囲を確かめてから、バードは外に飛び出すと下で待つアルたちに登ってこいと合図を送った。

「さあて、グルシェスとご対面といくか」

　バードは無謀なことを楽しそうに言い放った。
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　王都にあるグルシェスの屋敷――別邸とか別荘って言った方がいいのかも――は、かなり広かった。近所にある有名な政治家の屋敷みたいで、高い壁と低い建物、広い庭の三点セットだ。もっとも、監視カメラはなかったけど。

　バードは迷うことなく屋敷の裏側に行くと、そこから二階の窓に登り始めた。

　慣れてるね。

　ボクが冷やかすと、バードは得意そうに答える。

「これも仕事のうちだからな」

　うーん、査さ察さつ士しって何なんだろう？

　そんなことを考えてしまった。警察が泥棒の訓練するもんだろうか？

　二階の窓から中をのぞき込み、誰だれもいないのを確認してまずベランダに降り立つ。窓を押し上げて、するりと中に滑り込む。泥棒というか忍者だ。

　部屋は特に目立った感じがない普通の感じ。多分、この世界にしては豪華なんだろうけど、地味な色だし、金きん箔ぱくが貼はってるわけでもない。

「おいおい、ここにあるだけで一生普通の生活ができるくらいあるんだぞ」

　バードが呆あきれた声で家具や装飾を指さす。

　価値観が違うんだな、これが。

「それより問題はグルシェスがここにいるかどうかだが……」

　言いながらバードは隣の部屋に通じるドアに耳を近づけた。かすかに声が聞こえる。聞き覚えがある声だ。

「いたな」

　バードはニヤリと笑みを浮かべると、ベランダに引き返して下で待つ三人に合図を送った。

　アルが先頭で、王女を次に、リジアが最後に登ってくる。王女の動きも敏びん捷しようで、ボクより間違いなく速い。しかし、忍者のマネができる王女ってのはどうなんだろうか。

「ここで待っていてくれ」

　三人にそう告げると、バードは友人の部屋に入るように無雑作にドアを押し開けた。

「久しぶり、でもないか、グルシェス殿」

　グルシェスの表情は見物だった。口をポカンと開けてバードを凝視したまま動かない。思わず笑ってしまう。声が出るまでに五秒はかかった。

「おまえ、どうやって……」

　グルシェスに向かってバードは一歩踏み出した。

「そんなに簡単に捨て駒ごまにされるほどバカじゃねえってことだ」

　驚きから覚めると、グルシェスは余裕の笑みを浮かべて見せた。

「なるほど、気がついたというわけか。ディンはどうなった？」

「死んだよ」

　あっさりと答えるバード。

「そうか。あいつでも敵かなわなかったか。どうやらおまえを過小評価していたようだ」

「どうしてオレを罠わなにかけた？」

「見られたからだ。もっとも、王女が助からなければ何の問題もなかったのだがね。全員消えてなくなれば下げ手しゆ人にんが誰だれだろうが問題はない。すぐに私が事態を収拾するはずだったからな」

　う……、やっぱりボクのせいなのか。

「オレは巻き込まれただけということか」

「そうでもない。最初はおまえを誘い入れるつもりだったからな」

　グルシェスはそう言うと手を差し出した。

「どうだ？　これまでのことは水に流して私と手を組まんかね？」

「手を組む？」

「そうだ。おまえはワシの息子も同然だ。おまえが国を治めればいい。なにせ女王の血を引いているのだから、国民も納得するだろう。私はそれを補佐しようではないか」

「気でも違ったのか？」

「力のある者が国を治めればいい。それだけのことじゃないかね？」

「そして国は戦いで荒れ、罪もない人が巻き込まれて死んでいくって、昔のようになるのか？」

「成すべきことを成すには対価は必要だからな」

　たいしたことじゃないというように素っ気なく答える。

「そんなことがないように女王制が続いてきたんだろうが」

「時代が変われば統治も変わる。それだけのことだ」

　グルシェスは肩をすくめてそう言い切った。

「むしろ、まったく変わらない方が不自然だと思わんかね？」

「自分に都合のいい理屈にしか聞こえねーな」

「決裂か……。残念だよ」

　グルシェスは壁に手を伸ばすと、飾られていた長剣をつかみ取った。準備運動のつもりか、手首を返して軽く回す。それだけで風を切る音が凄すごい。

「死んでもらうか」

　刃渡り一メートル以上の真まっ直すぐな剣。両もろ刃はで太い剣だ。かなり重そうだけど、軽々と扱っている。

　グルシェスは大きく踏み込みながら剣を水平に振るった。ブンッと風を切って刃が目の前を駆け抜ける。

　軽くステップしてかわしたバード。

　でも、グルシェスは攻撃を休まなかった。どんどん前に進みながら剣を振ってくる。おかげでバードは攻撃の間合いに入れない。剣と素手じゃリーチが違う。

「どうした？　逃げてばかりでは私を倒せんぞ！」

　あざ笑うようにグルシェスが剣を突き出す。振り回すだけじゃなく、フェンシングみたいな攻撃もしてくる。

　ひょっとして、この人、凄く強いんじゃない？

「見ての通りだ」

　バードはつぶやきながら剣風を半歩下がって避けた。

　が、予想外に伸びてきた。

　切きつ先さきが胸をよぎった。避けきれずに服が切れ、肉がサクッと切れていく。

　痛っ！

　バードの代わりにボクが呻うめき声を上げる。

　そして、愕がく然ぜんとした。

　痛つう覚かくが一緒になってる！

　嗅きゆう覚かくに続いて触しよつ覚かくだ。バードとボクの意識がだんだん一緒になってるんじゃないかって恐怖が現実のものになってきた。

「チッ」

　バードは短く舌打ちしただけで、グルシェスの攻撃をかわし続けた。何とか隙すきを見つけようとしてるみたいだ。

　剣をパンッて折れないの？

「こんな相手じゃ無理だ」

　苦しそうに呻うめく。

　アルとリジアに手助けしてもらうとか？

「アホ！　一対一の戦いでそんな惨めなことができるか!!」

「何をブツブツとほざいておる？」

　グルシェスが叫びながら大きく踏み出してきた。バードはそれを狙ねらっていたのか、右に飛びのきながらグルシェスの足元を狙う。

　が、グルシェスが一枚上手だった。足を狙いに行ったバードをステップを踏んでやり過ごし、床に転がったバードに剣を突きつける。

「ここまでだな」

　グルシェスが切きつ先さきをバードの喉のど元もとに突きつけた。もう一押しすれば喉を貫かれてしまう。

　バード!?

「こっちは倒れてからが本番なんだよ！」

　バードは叫ぶと、グルシェスの足に自分の足を巻きつけた。これまで何度も見てきた足技だ。

　グルシェスは剣を突き出した。バートは上半身をひねってギリギリでかわした。でも、首筋に小さな痛みが走る。

　グルシェスの膝ひざを折るようにねじると、グルシェスは前のめりに倒された。

　膝の関節を両足で極きめながら、すかさず上半身に手を伸ばす。回転して逃れようとしていたグルシェスはわずかに遅かった。バードの腕が喉に回され、締め上げる。この体勢では剣は振れない。

「ここまでだな」

　バードがさっきの仕返しとばかり同じセリフを言い返すと、グルシェスは苦しい息の下から声を吐き出した。

「ふっ、強くなりおったな」

　バードは剣を部屋の隅に投げ、足をほどくとグルシェスの首をしめたまま起き上がった。呻くグルシェスを押しつぶすようにして座らせると、自分は背後になってグルシェスの動きに注意しながら起き上がる。

　窒息寸前まで絞められたせいで、必死になって呼吸している。当分反撃もできそうもない。

　やったね、バード。

「ああ、これで終わりだ」

　ホッと息を抜く。

　でも、ボクの問題はこれからなんだよなと思い出した。

「バード！」

　その時、隣の部屋からドアを開けてアルが飛び込んできた。

「査さ察さつ士しが来たよ」

　リジアとセーディア王女がドアの向こうにいるのが見えた。

「何だと？」

　意外にも声を上げたのはグルシェスだった。その視線が真まっ直すぐに隣の部屋に向けられた。

「私を、利用しよったな……」

「利用？　どういうことだ？」

　バードの問いにグルシェスが顔を歪ゆがめて笑う。

「何も知らんというのは幸福なことだな。おまえの――」

　グルシェスはかすかに動いた。手を懐に入れたようにも見えた。

　その時――。

「バード！」

　矢のように飛び出してくると、リジアがグルシェスに躍りかかった。

　シャルムが真っ直ぐにグルシェスの眉み間けんに伸び、ドンと重い音を発した。ビリヤードで突かれた玉みたいにグルシェスの頭は吹っ飛び、床に倒れる。そのまま動きを止めてしまった。

　グルシェスに駆け寄ったバードは喉のど元もとに手を当て、舌打ちする。触ったのはわかるけど、脈が感じられない。絶命したんだ。自分の手が今まで生きていた男の死体に触れてるみたいですぐにでも引っ込めたかった。でも、バードはしばらくそのままで祈るような姿勢をしていた。

　それからリジアに視線を向ける。

「リジア、どうしたんだ!?」

「懐から武器を出そうとした」

　バードはグルシェスの体を確かめる。手にも懐にも何もなかった。武器は床に落ちた剣だけだった。バードはリジアを見上げてとがめるように言う。

「おまえらしくないな」

「すまない」

　リジアはグルシェスの死体を見下ろしたまま、頭を下げた。

　でも、これで悪役は死んだんだし、何とかなるよね？

「そう願いたいね」

　何を考えているのか、バードの言葉は暗かった。

　そうこうするうちに査さ察さつ士しがやってきた。部下を二〇人くらい引き連れた大部隊だ。おかしいなと思っていると、バードを取り囲む。

　おかしいと思ったのは査察士だというのに剣を持っていること。他ほかの男たちも全員が剣を持っている。それどころかすでに抜いている。

「グルシェス氏殺害容疑で拘束する」

　バードを一目見るなり、査察士はそう言った。

「どういうことだ？」

「言葉の通りだ。来い！」

　問答無用だ。幾ら文明が遅れてても、いきなり逮捕はないだろう。そう思ったら、セーディアが進み出てきた。

「お待ちなさい。私がこの者の身の潔白を証明いたします」

「控えなさい。王女殿でん下かの御前である」

　アルが王女の前に進み出て声高らかに宣言した。格さんみたいだ。この後、へへーってみんなが平へい伏ふくするんだよな。

　ところが、誰だれも平伏しないどころか、査察士は薄ら笑いを浮かべて言い放った。

「この小娘どもも引っ捕らえろ！」

「な、何を!?」

　アルが王女をかばってブーダグを構える。

「申し立ては王の前で行うがいい」

「何だって!?」

　驚いたアルが声を上げる。あるはずのない言葉を聞いたからだ。

「どういうことだ？」

　バードがもう一度訊きく。しかし、査察士は乱暴にバードを鞘さやに入った剣で突いてきた。

　アルがブーダグを構えたまま目配せを送ってきた。強引に切り抜けるかどうか訊いたんだろう。バードは黙って首を振った。王女もいるし、相手が多すぎると判断したらしい。

「とっとと行かんか！」

　またどつかれた。

　ボクはわけがわからないままバードの頭の中で右往左往していた。でも、バードは何か思うところがあるのか、抵抗もせず、静かに従っていた。
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　目の前で鉄格子が閉ざされた。

　なんかちょっと前に見たのと同じ光景だ。でも、今回は正面の牢ろう屋にアルとリジアと王女が閉じこめられている。

　何があったんだろ、王女がわからないなんて。

「わからないんじゃねーよ」

　え？

「聞いたろ、王がいるってな」

　でも、この国には王様はいないんじゃ……。

「いなかっただけだ。今はいるってことだ」

　それってクーデターってこと？

「なんだ、そいつは？」

　いや、そういうことをこういうんだよ、ボクの世界では。

「おまえの世界でもこんなことがあるのか？」

　ボクの国じゃないけど、別の国で起こることはあるみたい。

「あんまり変わらねーんだな」

　バードはつまらなさそうにつぶやいた。

　どうしたの？

「おまえみたいなのが生きていられる国なら、つまらん争いなんかないと思ってたんだがな」

　そんなわけないよ。

「しょせん、人間はどこでも同じか」

　そうつぶやいてため息をつくバード。

「ねえ、バード？」

　正面の牢ろうからアルの声が飛んできた。

「なんだ？」

「さっきから何ひとりでブツブツ言ってるのよ？　気味悪いんだけど」

「悪いな、病気でね」

　悪かったね、病気の元で。

　そう応じて、ふと視界に映った光景に目を疑った。正確にいうと、バードがずっと見つめているものに気づいたわけだけど。

　ねえ、バード？

「なんだ？」

　今気づいたんだけど、鍵かぎ開いてるよね？

「ああ」

　どうして逃げないわけ？

「おかしいと思わねーか？」

　罠わなじゃないかって？

「ああ」

　どうするの？

「誘われてるなら行かねーわけにはいかねーよな」

　つぶやきながら立ち上がったバードは鍵かぎを引き抜くと、鉄格子を押し開けた。

「バード！　どうやって？」

　目の前の牢ろうからアルが驚いた声を上げて、鉄格子の前まで跳んできた。

「出して出して！」

　アルは完全にケンカする前に戻って無邪気な感じだ。

　バードは黙ったまま動かない。じれたようにアルが鉄格子を叩たたいた。

「どうしたのよ？　出してよ、早く！」

　それでも動かないバードを見て、アルは何か勘違いしたらしい。

「これまでのことで怒ってるんなら謝るからさぁ」

　そう言って手を合わせて頭を下げる。リスみたいでなんかかわいい。

「おまえはここにいろ」

「え～っ!?」

　アルの甲高い声。ここが牢屋だって忘れてるんじゃないか。

「動くな。いいな」

「意地悪しないでよ～」

　が、バードはアルを無視して奥のリジアに視線を向けた。リジアは腕を組んでジッと座っている。まるでバードの視線を避けるみたいに地面を見ている。

「後を頼んだぞ、リジア」

　言い残して、バードは歩き出した。背後から人でなし～とか罵ば声せいが飛んでくる。

　どうして？

「イヤな予感がする」

　どんな？

　でも、バードからの答えは返ってこなかった。



　牢の外に出ても、見張りの姿はなかった。城の中は静まりかえっている。

　時刻は夜になったばかりだろうか。銀色をした月が空に浮かんでいるのが見える。

「イヤな月だぜ」

　どうして？

「こんな晩にかかる月なんぞろくでもないに決まってら」

　月のせいじゃないだろ。

　理由はわからないけど、バードはいらいらしていた。町中でこんなバードに会ったら、絶対近寄らない。でも、バードは周りに八つ当たりはしないと思う。それができるくらいなら、ボクに向かってもっとブツブツ言っているはずだ。

「オレはそんなに立派なヤツじゃない」

　そんなこと言って謙けん遜そんして。

「小心者なんだよ」

　どこか自嘲じちよう気味の笑いを漏もらして、バードは城の上を目指す。

　相変わらず人気はない。無人のような気がしてきた。

　でも、バードは何か確信があるように確かな足取りで進む。

　階段を登ってさらに上へ。衛兵が番をしているはずのところにも誰だれの姿もない。廃はい墟きよみたいだ。

　さらに登ると城の三階――セーディアがいたところだ。

　部屋の奥に窓があった。開け放たれている。

　その手前に人影があった。

　こっちに背中を向け、窓から外を見下ろしている。

　背の高い男だ。黒髪が夜でもはっきりとわかる。

「来たか」

　言いながら振り向いたのはレグス――バードの友人の査さ察さつ士しだった。驚いたなんてもんじゃない。でも、バードは落ち着いて口を開いた。

「やはり、おまえだったか」

　そして、尋ねる。

「なぜ、牢ろうから出られるようにした？」

「おまえならここまで来るだろうと思ったからだ。いつわかった？」

「グルシェスが妙なことを死に際に口走ったからな」

「ふん。疑いだしたのはどうしてだ？」

「再会して握手をしただろう。その時だ」

「なるほどな。妙な顔をしたと思ったが。これか？」

　そう言ってレグスは右手の手のひらを示した。

「ああ、剣ダコだ」

　すべての指の付け根にはっきりと硬そうなタコができていた。

「剣どころかいっさいの武器を禁止されている査察士にそんなものがあるはずがない。何かよからぬことを考えているんだろうと思ったさ」

「やはり握手は遠慮すべきだったな」

　レグスが苦笑した。

「それに、グルシェスの隠れ家にすぐにおまえがやってきた。つながりがあると考えた方が自然だろうが」

「なるほどな」

「あんまりオレをバカにするなよ」

　バードは軽い口調で笑うと、不意に低い声で詰つめ寄った。

「なぜだ？」

「なぜ？」

　妙なことを訊きかれたというようにレグスはオウム返しに言う。

「なぜ、女王を殺害し、国を乗っ取ろうとする？」

「私は当然のことをしただけだがね」

　レグスはどうしてわからないのかと不思議そうに問う。

「当然の権利を行使しただけだ。おまえがしなかったことをやったのだよ」

　意味がわからない。でも、バードには理解できたらしい。

「まさか、おまえもなのか？」

「そうだとも。私はおまえの兄だ。父は違うがな。あの女王の血を引いている」

　ええっ!?

　思わず声を上げる。だって、それじゃ――。

「母親を殺したんだぞ」

　そうだ。でも、レグスは平然と言い放つ。

「子を捨てた母など母とは呼べないさ」

「そしてグルシェスまで殺したか」

「ああ、グルシェスはしょせん権力の亡者だ。あいつに任せておけばいずれ国は滅ぶ」

「おまえは違うと言いたいみたいだな」

「もちろんそうだ」

「おまえとグルシェスにそんなに違いがあるとは思えねーがな」

「何だと？」

「ただの欲の塊じゃねーか」

　バードはレグスをにらみつけた。

「支配欲でやってるだけだろう？」

「では、おまえは何のために私を非難する？　私のなす事の何が気にくわない？」

「王女が存命なうちはオレは法に従う。それだけだ」

「盲目的に従うだけでよいのか？　王女が賢明な統治者になると言えるのか？」

「その機会を与えなかっただけだろう」

「機会があったなら私も同じことができる」

「その機会を誰だれかを殺さなけりゃ得られないって段階で間違ってるだろーが」

「機会を奪われた私たちにはその権利がある。正当な権利だ。おまえならわかるだろうと情けをかけてやったというのに」

「情けだと？」

　バードの声音に怒りが混ざった。

「オレは自分が情けをかけられる存在だと思ったことなど一度もない！」

　一声叫んでレグスに向かって跳び出した。

　その途端、影が飛び出した。

「おまえの相手は俺おれだ。レグス様には指一本触れさせん」

　それまでレグスの脇わきに黙って控えていたキーンが進み出たのだ。

　また剣が相手か。汚いな。

　が、キーンが腰から抜き放ったのは剣じゃなかった。もっと柔らかそうなもの。

　振り上げて腕をしならせると、先端が矢のように落ちて床を叩たたいた。ビシッともの凄すごく鋭い音が弾はじける。

　鞭むちだ。

　痛そう……。

「いいだろう。おまえの前に軽く体を動かしておくぜ」

　バードは両手の指を胸の前で組むと、ポキポキと音を立てさせた。

「ほざけ」

　キーンは言い放ちながら鞭を頭上で回した。

　広いとはいえ室内だ。よく器用に回せるなと感心する。

　感心していられたのはそこまで。

　次に鞭が襲いかかった時には悲鳴を上げていた。

　痛いっ！

　火傷やけどしたような痛みが走り抜けた。

　グルシェスと戦った時よりも感覚が鋭くなってる。バードはこんな痛みでも声を上げないのか。

「どうした？　近づけないか？」

　キーンの腕が伸びた。それにワンテンポ遅れて鞭が飛ぶ。どこを狙ねらっているのか全然わからない。バードには見えてるかもしれないけど。

「見えるわきゃねーだろ！」

　バードはののしり声を上げた。

　ええっ!?　ダメなの？

　返事は痛みで返ってきた。鞭の先端が思いっきり太股を切り裂いていったのだ。痛いなんてもんじゃない。雄ゆう二じに殴られたのなんて問題にならない。

　避けようとするバードだけど、タイミングがあわないのか、どうしても攻撃を食らってしまう。手も足も胸や顔まで切り傷ができた。血もうっすらとにじんでいる。このままじゃ動けなくなってしまう。何とかして鞭を止めないと。

　その間にも鞭の攻撃はやむことなくバードの体に傷をつけていく。ボクの痛みはだんだん麻ま痺ひしてきた。

　腹が立つのはレグスが窓際に薄笑いを浮かべながら立っていることだ。隙すきがあったらナイフでも投げつけてやりたいけど、そんなヒマもナイフもない。

「次はどこがいい？　目をつぶしてやるか？」

　キーンはいたぶるのが好きなのか、そう言ってバードを弄もてあそぶ。雄二を思い出して腹が立った。

　予告通り鞭が飛んできた。顔面を狙っている。

　バードはとっさに腕を上げ、目をかばう。そこに鞭むちがからみついた。

　やった！

　腕を回して鞭をつかみ、たぐり寄せる。

　が、キーンは笑っていた。

「かかったな」

　勝ち誇った声を上げて、バードの腕に巻きついた鞭を思いっきり引いた。

　バードがバランスを崩して前のめりになる。

　空いた手で腰の長剣を引き抜くキーン。まだ剣があったんだ。高々と掲げた剣を真まっ直すぐに振り下ろそうとする。

　よろめいたバードはそこに頭からタックルを食らわせた。

　思わず悲鳴が出そうになった。

　接近して剣を封じようとしたんだろう。接近すれば当たってもダメージは小さい。

　頭にドンと衝撃が走った。キーンが二、三歩後退する。

　が、キーンはとっさに剣を持ち替えて、握り手で応戦した。

　横から衝撃が襲いかかった。頭がガクンと揺れ、視界が左右にブレる。

　側頭部に拳こぶしが叩たたき込まれた。いや、この硬さは多分剣の握りの部分だ。

　ボクならこの段階でアウトだ。

　でも、バードはもの凄すごいスピードで反応した。

　片手を伸ばすと手のひらごと柄つかを握った。その肘ひじを振り上げ、キーンの顔面に打ち込む。

　ガツンと手応えがあって、キーンの鼻がへしゃげた。骨に当たって痛みが走ったけど、軟骨が潰つぶれる感触が伝わってきた。血が吹き出す。さらに一発。格闘ならバードの敵じゃない。自分で殴ってるんじゃないけど、アドレナリンが噴き出す感じを味わった。

　一瞬、力が緩んだところでバードは背後に回り込んだ。

　腕にからみついた鞭をキーンの首に回し、締め上げる。バードの頭をつかもうと腕を回そうとするが、届かない。そのうち、力尽きて腕は宙をかいて落ちた。

　ぐったりしたキーンを床に倒し、バードはレグスに向き直った。

「さあ、次はおまえの番だ」

　自分ではそう言ってるつもりなんだろうけど、言葉はかなり聞き取りにくい。視界がグラグラしてるのは今にも倒れそうなほど足元がおぼつかないせいだろう。それに視界がぼんやりとして、はっきり見えない。

　キーンの攻撃が結構効いているんだ。よく格闘技で脳のう震しんとうを起こしたっていうけど、多分それだろう。最後の攻撃だって意識してやったんじゃなくて、体が勝手に動いたような感じだったのかもしれない。

　と、視界の右隅に動く影。

　あれは誰だれだろ？

　バードはそのままレグスに詰つめ寄っていく。

　てっきり見えてると思っていたら、バードは隅に誰だれかいるのにまったく気づいてなかった。

　バード！　気をつけて!!

　慌てて声を上げる。

「何だ？」

　ぼけた声を上げるバード。ようやく動きに気づいたのか首を回す。

　その瞬間、衝撃が襲いかかった。

　最後に見たのは何かの棒の先端のドアップだった。
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「よくやった」

　誰かが話している。

「はい……」

　沈んだ声で答える誰か。

「これですべて片づいたな」

　誰だっけ、聞き覚えがあるけど。イヤな感じがするから雄ゆう二じかな？

「どうした？　浮かない顔だな、リジア」

　リジア？

　聞き覚えがある名前だ。

　ああ、リジアだ。バードに襲いかかったのはリジアのシャルムだったんだ。

　リジアは裏切ったんだ。レグスとつながっていたんだ。

　ずっと一緒にいたのに、バードに好意を抱いていたのも、全部ウソだったんだ。レグスの手先になって、だまし続けていたんだ。

　怒りが込み上げてきた。

　体を動かそうとしてみたけど、動かない。目も見えない。バードが今どういう体勢でいるのかもわからない。ただ、音だけが聞こえる。

「バードはどうしますか？」

「生かしておくと面倒だな。つまらん失敗をしたくない」

「どうしても殺さねばなりませんか？」

「ふん、情が移ったか？」

「いえ、そういうわけでは――」

　リジアが口ごもった。それをレグスが鼻で笑う。

「まあいい。おまえに殺やれとは言わない」

　何かをつかむ音。

「私が殺ろう」

　足音が近づいてきた。マズい。このままじゃ倒れたまま、バードが殺されてしまう。それに、ひょっとしたらボクも……。

　あせった。あせったけど、バードは目を覚ます様子がない。

　長剣を抜く金属のすれる音。

　絨じゆう毯たんの上を動くかすかな音。

　誰だれかが息を飲んだ。

　何かが床に落ちた。

　足音はすぐ近くで止まった。

　何とかしないとこのまま終わってしまうじゃないか！

　身もだえしたいけど、体は動かない。

　不意に視界が明るくなった。

　視界が戻ったんだ。バードは目を開けたまま気絶していたみたいだ。脳のう震しんとうを起こしてたんだろう。ボクの方まで影響を受けてアクセスがおかしくなってたのかも知れない。ちょっと怖い考えだけど。

　うつ伏せに倒れた目の前にレグスの足が見える。ランプに照らされて、影が床に見えていた。

「己の運のなさを嘆なげくんだな」

　レグスはそう言うと、影が剣を持ち上げた。心臓を貫く気だ。

　動いてくれと念じながら意識を集中する。こんなに必死になって何かに集中したのは生まれて初めてだった。

　指先がかすかに反応した。

　いける!?

　考えてるヒマもない。とっさに手を伸ばしてレグスの足首をつかんだ。引き倒して剣を奪えれば大成功だ。

　が、そこまで上う手まくはいかなかった。

　つかんで引っ張ったところでレグスが反応した。跳びずさろうとして失敗してひっくり返る。ボクは跳びかかろうとしたが体が思うように動かない。

「バード、貴様!?」

　レグスがはいずりながら離れていく。これでチャンスはなくなってしまった。

　くそっ、やっぱりバードみたいにはいかないよな。

「リジア、手加減をしたな」

　リジアはシャルムをだらんとぶら下げて、こっちを呆ぼう然ぜんとした表情で見つめていた。

「いえ、まさか!?　あれで起き上がれるはずは!!」

「手加減なんかしてないよ。バードは気絶してるんだから」

　何とか立ち上がったボクが言うと、レグスは目をむいた。気味の悪いものを見るような目つきで凝視する。

　無視して足を踏み出す。まだ完全に動かせないからかなりぎこちない。まるでゾンビみたいに見えたかもしれない。

　グラグラ揺れながら動くと、全身の感覚が戻ってきた。その途端、痛みが襲いかかった。痛いなんてもんじゃない。鼓動のリズムに合わせて全身が膨れあがるみたいに痛みが激しいドラムを打つ。悲鳴を上げそうになったけど、ギリギリで耐えた。代わりにふたりをにらみつける。

「ひどいよね。友人を裏切って殺そうとするなんて」

「何を言ってる？」

　ボクの言葉が理解できないように聞き返すレグス。

　何かを否定しようと必死になって首を振るリジア。

　なんだかどっちもおかしかった。思わず笑いが漏もれてしまった。

　ボクの様子が気味悪かったのか、レグスの顔が引きつっていた。

「何者だ、おまえ!?」

「バードだよ」

「違う！」

　叫びながら飛び起きたレグスは剣を薙なぎ払った。まるでボクを追い払おうとしてるみたいだ。

「リジア！」

　レグスの叫びでリジアが動いた。だらんと下げていたシャルムを持ち直し、ボクに向かって踏み込んできた。

　ブンッと風を切って棒が飛ぶ。

　普通なら避けられるわけもないけど、今はかなり動揺してるからか、動きが硬い。そのせいでボクでもなんとかかわしていられる。でも、それがいつまでも続くわけもない。

　言ってるしりから、戻ってきたシャルムが後頭部に当たった。

　視界がブレる。

　鈍い痛みが走る。

　感覚はほとんどボクの体と同じだ。パワーは違うけど。

　リジアはボクをモンスターを見るような目で見た。

「ウソまでついてバードを陥れて楽しかったろうね」

「い……言うなっ！」

　リジアはボクから目をそらしてシャルムを突きだした。

　さすがにそんな攻撃じゃボクでも当たらない。

「バードを殺すんじゃなかったの？」

　怒りに任せてリジアをなじる。意外にもリジアはシャルムを手放して耳を押さえた。

「もう、やめて……」

　声は弱々しく、自信に満ちた様子はまったくない。

「それはバードのセリフだよね」

　リジアは長身を折るようにしてうずくまってしまった。

「しょせんは女か」

　吐き捨てる声と走る金属の音。

「こうなるとわかっていたら最初から私が殺しておけばよかったな」

　振り向けば、レグスは長剣を構えていた。とっくにさっきの動揺はなくなっている。ヤバい。ヤバすぎだ。

　思わず一歩後退してしまった。

「どうした？　素手で剣を相手にするのが査さ察さつ士しの神髄だろう？」

　せせら笑いながらレグスは剣を頭上に持ち上げた。

　剣は片刃で反りの入った日本刀みたいな形をしていた。持ち手の部分が日本刀とは違う。どっちにしたって、いかにも切れそうな刃の輝きだ。

　バードはどうしてたっけ？

　思い出しながら両手を広げて構えようとする。

　そこにレグスは大きく踏み込みながら、もの凄すごい勢いで頭上から剣を叩たたき落としてきた。

　見えない！　必死になって飛びのく以外にどうしようもない。こんなの付け焼き刃じゃダメだよ、おい！

　しかも、さらにレグスは追い打ちをかけてきた。一いつ旦たん振り下ろした剣を踏み込みながら切り上げてきたのだ。

　後ろは壁だった。左右どっちかに逃げるしかない。でも、ボクには動けなかった。とっさにできることといえばしゃがみ込むくらいだった。

　レグスはボクの行動に驚いたようだった。狙ねらいは右に動かして胸を切ることだったのか、剣は完全に狙いをはずして宙を泳いでいた。

　この隙すきに逃げるしかない。

　身についた危険察知能力をフルに発揮して、ボクは脱だつ兎とのごとく逃げた。

　この行動も予測していなかったのか、レグスの対応はワンテンポ以上遅れた。

　でも、逃げ回っていても仕方がない。いずれ切られる。バードの体もあちこち出血してるし、このままじゃマズい状態になるはずだ。

　レグスが剣を構え直して迫ってくるのを見てパニック一歩手前になった。逃げ――。

　あれっ？

　急に体の自由が利きかなくなったかと思ったら、口が勝手につぶやいた。

「もういいぞ」

　驚いて声を出そうとしたけど、それもできない。

　ようやくバードの意識が戻ったんだと気づいた。

　ゴメン。勝手に動かした。

「かまわねーよ」

　予想外に穏やかな返事。

「こっちもちょっと借りたからな」

　え？

　意味がわからずに聞き返そうとしたけど、先手を打たれてしまった。

「それよりこっちだ」

　確かに。

　レグスは真まっ直すぐにこっちに向かっていた。

　真っ直ぐにノドに向かって剣を突き出してくる。ビシッと効果音でも入りそうなほどブレのない攻撃。

　バードはそれを首を振っただけでかわし、刃に手を伸ばす。

　つかむ気かと驚いたが、それより先にレグスが剣を引いた。

　バードの手が空振りした隙すきにレグスの剣は翻ひるがえって水平に飛んできた。

　スッと後退し、攻撃を避けようとするバード。

　が、剣はそれを予期していたようにさらに伸びた。切きつ先さきが服を切り裂き、冷たい感触が一文字に走る。

　痛みが一瞬後に来た。皮膚がさっくりと切られたのだ。

　痛い痛い！　傷の痛みは鈍いけど、こっちは鋭くて反射的に悲鳴がでてしまう。

「こんなもん痛いのうちにはいらねーっ！」

　バードは一喝すると深呼吸してレグスから間合いを取った。

「おまえの剣はそんなもんか？」

「何ぃ？」

「拳こぶしを捨てて武器を取った挙げ句にそれくらいの攻撃しかできねーのか？」

　そう言って、あざ笑う。バードの体にそんな余裕があるわけがない。でも、強がりってわけでもなさそうだ。

「来いよ」

　挑発的に手のひらで招くバード。

「できるかっ！」

　レグスの剣が真っ正面から切り下ろされた。

　顔面を真っ二つにしようって勢いだ。刃はほとんど見えない。ほとんど？　全然じゃなかった。少しだけ見えた。

　バードの体が動くのがわかる。腕を伸ばして横合いから刃を弾はじくように叩たたく。

　ピシッ！

　甲高い音が弾けた。

　レグスの長剣は中央で真っ二つに折れて彼方かなたに飛ばされていた。

　思わずレグスの視線が切先の方につられる。

　バードはとっさに手を伸ばして、その剣の柄つかをレグスの手ごとつかんだ。

　その次の瞬間――、

「グワッ！」

　レグスは獣のような叫びを上げた。

　バードが何をしたのかすぐにはわからなかった。でも、剣を取り落としたレグスの手を見てようやくわかった。

　レグスの右手の親指は思いっきり反り返っていた。いや、折れていたのだ。バードは指をつかんで折ったのだ。

　親指がないと物を握れない。まして――。

「これで剣は使えないだろう」

「バードォォッ！」

　手を押さえて野獣の雄お叫たけびを放つレグス。もの凄すごい殺気の込められた目でにらむ。

「どうした？　剣の振りすぎで拳の使い方を忘れたのか？」

　怪け我がをした相手に言うセリフじゃないとは思ったけど、バードの怪我もかなりひどい。これであいこになったってことだろう。

「後悔させてやる！」

　レグスは折れた親指を中に握って、拳こぶしを作った。表情が歪ゆがむ。もの凄すごく痛そうだ。

「行くぞっ！」

　それでもレグスは向かってきた。鬼気迫るって言葉が相応ふさわしい顔つきで。

　レグスのパンチが襲いかかる。狙ねらいは正確だ。

　そして、それをバードは紙一重のところで見切ってかわしていく。これができたらケンカじゃ怖いものなしだよな。

　腕と腕が絡み合い、脚と脚がぶつかり合う。そのたびに重い音が響き、衝撃が体を走る。

　人間の体って、こんなに丈夫で硬い物だったんだ。

「どうした？　動きが鈍いぞ」

「ほざけ！」

　レグスは吠ほえて顔面に右拳を放ってきた。

　拳をかわしたバードはレグスの右腕をつかむと、自分の方に引いた。レグスの体が泳ぐ。そこにバードの右足が高々と上がって、かかとを背中に落とした。

　レグスは顔面から床に叩たたきつけられる。右腕はまだバードがつかんだままだ。レグスが起き上がるより早く、両足でレグスの肩を押さえつけ、両腕でレグスの右腕をねじりながら反らす。プロレスの技でこういうのがあったっけ。

　レグスの腕をつかんだバードの腕に容よう赦しやなく力が入った。ミシィと妙な音がして、レグスがのどの奥から声を上げた。痛みで声にならないという感じ。

　バードが放すとレグスは叫びを上げて身をよじった。右腕はだらんと垂れ下がっていた。肩が外れたのかと思ったけど、そうじゃなかった。筋肉が切れたんだ。もう動かない。

　呻うめくレグスを突き放し、バードはよろめいた。

　勝ったんだね、バード。

「ああ、そうだ……な――」

　バードは荒い息の下からつぶやいた。そして全身から力が抜けたようにしゃがみ込む。

　その時、慌ただしい足音と共にアルが駆け込んできた。

「バード！」

　一目見て状況が理解できなかったのか、入り口で立ちすくむ。

「一体、どうなって――」

　リジアがうずくまっているのを見て、アルは混乱した声でまくし立てた。

「リジアが牢ろうを開けて出ていって、また鍵かぎかけられて閉じこめられたんだけど、こじ開けて脱出したんだけど、誰だれもいなくて、それで――」

　アルの説明は混乱するばかりだ。

「詳しい話は後だ……」

　答えるのも面倒だというようにつぶやき、手を後ろに伸ばして床に突き、体を反らす。

　その時だった。

「死ね、バード！」

　レグスの叫び。

　そして、視界の隅で何かが動いた。

　レグスの方に向いた視界がレグスの姿を捕らえた。手に何かを持って構えている。

　弓――ボウガンってヤツだ。普通の弓より強力で速度も速いってゲームの設定で読んだことがある。でも、今は現実で、しかも、自分が狙ねらわれてる。

　いつの間にそんなものなんて間の抜けた思考。バードの反射神経でも避けるのも素手でつかむのもムリだよな。

　次の一瞬、視界が遮られた。

　ビンと弦が弾はじかれる音。

　風を切って矢が飛ぶ音。

　ドスッと突き刺さる音。

　目の前に誰かの体が倒れ落ちてきた。

　その向こうに指の折られた右手で台座を押さえ、力任せに左手一本で次の矢をつがえようとするレグスが見えた。

　ボウガンって両手でやっと使えるくらい力が必要なはず。すごい執念だ。

　バードは野獣のように襲いかかり、固めた拳こぶしで顔面を殴りつけ、ボウガンをかかとでへし折る。

　レグスが昏こん倒とうするのも見ず、バードはとって返した。

「リジア!?」

　倒れていたのはリジアだった。抱き起こした胸には矢が突き立っていた。左胸。深々と食い込んで、真っ赤な血があふれてきた。どう見ても致命傷だ。

　口から鮮血を吐き出して、リジアが見上げる。



    

  
    
      



    

  
    
      「大丈夫だった、バード？」

「ああ」

　リジアは心底から安あん堵どした顔で笑った。

「よかった……」

「牢ろうにいろと言ったろうが！」

　腹立たしさと悲しさの入り混じった声でバードが言う。

　ああ、そうか。バードはレグスのこともリジアのことも予想していたのか。だから、牢にいろと念を押したんだ。今頃ごろになってボクには理解できた。

「どうしてかばった？」

「わからない？」

「ああ」

「バカ……」

　そう言ってリジアはバードの腕を震える手でつかんだ。力が弱い。あのリジアからは想像もつかないほどだ。

　何か言うかと思ったけど、リジアは何も口にせずに微笑ほほえむだけ。

「グルシェスを殺したのはなぜだ？」

「できれば、何も知らずにいて欲しかったから……」

　血の塊を吐き出す。

「レグスのことも、私のことも……。そうしたら、少しでも一緒にいられるから――」

　リジアのまぶたが閉ざされて声も聞こえなくなってきた。

「懐かしい……。三人で一緒に旅をしたのが夢みたい――」

「またすればいい。任務はすぐにあるさ」

「そう、ね……。楽しみ――」

　最後にそうつぶやくと、リジアの体は力を失って崩れ落ちた。急に重さが増したような感じがする。今、バードの腕の中で人が死んだ。それを感じた。

「リジア！」

　バードの叫びが虚むなしく轟とどろいた。

　リジアは結局バードに言葉にすることはなかった。しなくても伝わる想おもいはあった。でも、もっと早く言葉にしてたら何か変わってたかもしれない。手遅れにならないうちに何か言っていれば、もしかして。

　その時、押し殺した笑いが聞こえてきた。

「レグス……」

　幽霊のように立ち上がって壁際に倒れたままのレグスに向き直る。

「殺せ……」

　壊されたボウガンを脇わきに置いたレグスが吐き捨てた。

「査さ察さつ士しの拳こぶしは殺すためにあるんじゃねーんだよ」

　バードは静かな声で宣言する。

「おまえは裁かれる」

「肉親を殺された復讐ふくしゆう心に満ちた王女にか？」

　レグスがせせら笑いながら吐き捨てる。

　バードは首を振った。

「法でだ」

「私は裁かれんぞ」

　不意にレグスは立ち上がって窓辺に向かった。最初に立っていた位置だ。

「止やめろ、レグス！」

「来るなよ、バーディル」

　レグスは剣を左手で構えてバードに向けた。でも、いつも使ってない腕じゃバードに敵かなうわけもない。実際切先は震えてる。

　窓枠に登ると、レグスはこっちを向いて笑った。

「さらば！」

　身を翻ひるがえしたレグスは自分が支配できなかった街に向かって飛び出した。

　見るまでもない。この建物は日本の三階よりも遥はるかに高いし、下には何もなかったはずだ。

　下からかすかにドスッという音が聞こえてきた。

「バカ野郎が……」

　苦しげに吐き捨てると、バードは立ち尽くしているアルを見た。

「アル、後は頼む……」

　そう言うと、バードは疲れ切って床に寝ころんだ。

「頼むって言われても、何がなんだか……」

　ぶつぶつ言いながらも、アルは駆け出していった。

　誰だれもいなくなったところでバードがつぶやく。

「後はおまえの問題だけだな。どうやれば戻れるんだろうな」

　いいよ、もう。どうせ、ボクなんか戻ったって誰も心配なんかしてないし。

「そんなことはねーぜ」

　バードは自信ありげな声でつぶやいた。

「心配してるさ」

　どうして？

「気を失った瞬間、おまえの体に入ってたからな」

　え？

「誰かが近くにいるのがわかった。おまえはひとりじゃない」

　バードの言葉は力強く、真剣にそう思っているように聞こえた。でも、ボクには自信がない。

　そう……かな？

「そうさ。ひとりでいるヤツはいねーのさ。自分が気づいてないだけでな」

　ボクもそうかな？

「自信持て。オレが言うんだ」

　バードもそうだったって？

　ボクは驚いて聞き返した。

「ああ。オレは自分の出生を知って誰も信じられなかった。周りの全員がオレを笑ってるような気がしてな。でも、ある時気づいたんだ。笑うなら笑ってりゃいいさ。オレはオレだってな。そうやってるうちに友人ができた。裏切ったり、密偵だったりするヤツもいたけど、大半はそうじゃない」

　リジアも……。

　一呼吸分の間だけ目を閉ざして、バードはうなずく。

「ああ、そうだ」

　わかった。何とか試してみるよ。

「そうしろ」

　バードは自分の肩をポンと叩たたいた。ボクの肩を叩く代わりのつもりかもしれない。

　どうしたらいいのかわからない。でも、何とかなると信じて意識を集中した。

　元の世界に。

　ボクの体に。

　椎しい名なのいる世界に。

　ボクがいるべき世界に。

　バードは気を利きかせて目を閉じてくれた。

　いきなりフッと体が軽くなるような気がして、慌てた。まるで海で沖合に流されてしまいそうな恐怖。

　何とか逆らわずに流されると今度は逆に体が重くなった。全身がだるい感覚。

　まぶたが開いた。自分で動かしたのだ。

　母さんがいた。

　父さんもいた。

　ふたりとも目を真っ赤にしてボクを見下ろしていた。そして、なぜかボクはふたりの手を両手でしっかりと握りしめている。

「どうしたの？」

　ボクが訊きくと、母さんは驚いた顔でボクを見た。

「静しずか!?」

　もの凄すごい勢いで抱きしめられた。いつの間にか父さんも一緒になってボクを抱きしめている。

　なんだかおかしな風景だ。

　でも、とてもいい気持ちだった。



    

  
    
      


ログアウト





「よお、死にかけ」

　二日後の月曜日の朝、登校するボクの背中に雄ゆう二じの声がかけられた。心配してる声じゃない。冷やかしだ。

　目覚めたのが土曜の早朝だったので、学校は休まずに済んだ。金曜日は椎しい名なが上う手まく言ってくれたせいで病気で早退ということになっているらしい。まだ椎名に会ってないから正確なところはわからないけど。

「死にかけてなんかない」

「みんなそう言ってるぜ」

　テレビや新聞ではそう報道されていた。ボクは昏こん睡すい状態で死の一歩手前にいたらしい。

　ＦＬ：‥Ｓｉｍのメーカーはかなり追い詰つめられているみたいだ。他ほかのゲームメーカーは自分たちにも責任が波及するのを恐れて、まったく別のシステムですと予防線を張るのに必死になっていた。そんなのボクらにはわかってるけど。

「噂うわさなんかそのまま信用するなんてバカじゃないか」

　雄二の顔が一気に変わった。わかりやすい反応だなと冷めた目で見てしまう。

「そんなこと言ってもいいのか、おい？」

「いいんだよ。ホントのことだから」

「病み上がりだと思って優しくしてやりゃぁ」

　雄二が拳こぶしを固めた。

　振りかぶると同時に、ボクは身をかがめた。これまで全然避けられなかったのがウソみたいだ。

　かわした！

　と思ったらガツンと衝撃が来た。

　避けられなかった。でも、場所をずらすくらいはできた。その証拠に雄二の顔が痛みで歪ゆがんでいる。

　額に拳でパンチをしたんだから当たり前だ。

　バードのせいでどこが痛くてどこが痛くないかわかったから。それに雄二はレグスに比べたら殴るのが下手だった。

「お、おまえとはこれで終わりだぞ。いいな！」

　雄二は拳を押さえ、必死になって痛いのを隠そうとしながら背を向けた。額に手をやると、指に血がちょっとだけついてきた。ボクのじゃない。

「お大事に」

　ボクは雄ゆう二じの背中に小声でお見舞いを言ってやった。

　ずっとのしかかっていた重りがなくなったような軽い気分になった。今なら何でも出来そうな気がする。

　バードが言っていた『こっちもちょっと借りた』っていうのは多分目覚めた時に両親の手を握っていたことだと思う。母さんに聞いたら、意識のないはずのボクが自分で手を握ったと言っていたから。

　でも、そのおかげでふたりは離婚しないでもう一度やり直そうという気になったらしい。

　余計なことしたなぁ。

　そう思う一方で、バードのお節介を嬉しく思う気持ちもあった。少なくとも、ボクはどうでもいい存在じゃなかったってことが少しは証明されたわけだから。

　もうひとつ、高等部に進学することに決めた。母さんも『そんなに受験がイヤなら構わない』と言ってくれた。別に受験はイヤじゃない。でも、受験勉強よりもしなきゃいけないことがある気がしたから。

　そんなことを考えると、気分が楽になってきた。自然と笑みが浮かんで、視線も地面から上に向かってくる。

　と、その時、ポンと肩を叩たたかれた。

「おはよ、シズカ」

　その声を聞いただけで心臓が飛び出すかと思った。もちろん椎しい名なだ。

　さっきまでの高揚した気分が一気に沸点に達して、急速に冷えていく。凍りついて何も声が出せない。

　振り返ると目の前に椎名がいた。

「どうしたの？　楽しそうな顔してるよ」

　アップの笑みにまた体が沸騰する。

「え、いや、その――」

「そういえば、大丈夫なの？　大変だったんでしょ？」

　こっちの状態なんか知らない椎名は容よう赦しやなく顔を接近させてくる。

「う、うん。何ともないよ」

　こっちは心臓の鼓動が聞かれないかと緊張しながら答えるので精一杯。

「そっか。なんか、心配で夢にまで出てきたから」

「え？」

　聞き返すと椎名は慌てて首を振る。

「あ、シズカが出てたわけじゃなくて、バードって人とかね。あんな話を聞かされたからよ。責任取ってよね」

　なんだかわからないことを言って笑う椎名。

　セキニントッテなんて心臓が止まるセリフ。

　ああ、もう限界だ。玉砕ぎよくさい覚悟で言うしかない。

　前はダメだったらどうしようとしか考えられなかった。

　それでも言わなくちゃ伝わらない。何か変えないと、もしかしてもない。リジアみたいにはしたくなかった。ボクの親みたいにはなりたくなかった。

　簡単なことだった。

　まずこれまでのお礼をきちんと言って、それからだ。

「あのっ！　椎しい名な――じゃない、ワカっ!!」

　ボクは椎名に向かって一歩だけ踏み出した。



    

  
    
      



    

  
    
      


あとがき



　ども、神かみ代しろです。

《パートタイムプリンセス》からずいぶんと間があいてのＭＦ文庫Ｊ再登場になりました。

　いやー、苦労しました。って、本文は今年初めにアップしてたんですが、他ほかの仕事との兼ね合いで出版が遅れてしまいました。その後、何度か手を入れはしましたが、それよりも苦労したのはタイトル。なかなか思い浮かばなかったので後回しにしていたらズルズルと……。最初にパッと浮かぶ作品は楽なんですが、そうじゃないといつも困ります。

　今回の主役静しずかクンは《パートタイムプリンセス》の拓たく也やクンとは正反対です。抱えている問題も違いますが、より身近な存在になるように考えました。しばらく静クンと一緒に異世界にアクセスしていただければ幸いです。



　さて、ちょっと個人的なことを――。

　担当さんと最後の修正の打ち合わせをして帰った日――あれは忘れもしない七月二二日でしたが、夕方に悲報が飛び込んできました。私のサイトをご覧の方にはわかると思いますが、映画音楽が好きなのです。その中でもジェリー・ゴールドスミスという人は別格です。『スター・トレック』『グレムリン』『猿の惑星』など一六〇作以上を書いた巨匠です。三度お会いしました。その方が亡くなったのです。あの日から今日までずっとＣＤを聞き続けていますが、まだ終わりません。

　しかも、その前後にも敬愛する方々の死が続きました。大事な人の死というものについて深く考える機会になりました。偶然ですが、本文中にもそんな想おもいが少し入っており、後で少し手直ししました。

　では、明日から頑張って立ち直って、また日常に戻ります。



　最後になりました。イラストのみかきみかこさん、幾つものデザインラフをありがとうございました。おまけに出版月がずれまくってご迷惑をかけました。申し訳ないです。編集の土方さんも前作に続いてご苦労様でした。

　そして、お手にとってくださった読者の皆様。感謝です。

　さて、これは続くんでしょうかね？　書けなかった部分、書かなかった部分もありますので、気になった方の応援をお待ちしています。



二〇〇四年七月三一日

"JERRY GOLDSMITH at 20th CENTURY FOX/O.S.T."を聴きながら――
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